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緒言
緒言
　H例ρ伽属魚類は東南アジアに分布するコイ科魚類である．東南アジアには約80
属のコイ科魚類が生息している（Rainboth，1991）が，本属魚類は形態的均一性が高
く，尖った吻端，比較的大きな頭部，眼窩前縁の垂線にとどく口裂，等の形質を持
つことから他属と容易に識別できる（WeberanddeBeauf飢，19161Smith，1945〉．ま
た，生態的な特徴として，コイ科としては比較的希な魚食性である（Rainboth，199
1）．
　撫’塑伽属は，Kuhl蹴dvαnHasselt‘πvanHasselt（1823）によってE’ηαcroJ《p♂40如
を単模式として記載された．しかし，Vale蝕ciennesε1εCuvierandValenciemes（1842）は
，H卿伽属を口角部に1対のひげを持つインド・東南アジアに分布するコイ科魚類
に当時用いられていたCψo磁属の新参シノニムとした．この属分類にしたがって，
Bleeker（1852）はEα’塑α1侃8をC叩oε厩伽脚Jo138として記載した。その後，B蓋eeker（1
860）は東南アジアのコイ科の属のレビューを行い伽塑血属を有効としたが，
G柱nt鼓er（1868）は，伽塑惚属をBα7加5属の新参シノニムとし，且’澱c70勿’40’αを
B励κshα〃脚zとして記載した．この分類は，英国領インドとその周辺諸国の魚類の
記載を行ったDay（1878）にも用いられ，またPopta（1905）は且加1観cκ」磁をβα7加s
1翅脚’vaL伽7鷹κ㎞として記載した．その後，WeberanddeBeaufort（1916）がイン
ド・オーストラリア諸島の魚をまとめるさいに，磁7塑伽属を再び有効とした．し
かし，彼らは舳脚血属の原記載をBleeker（1860）とした。
　その後，勲nψ伽属は有効属として扱われ，現在ではEα〃脚Zo”8（Bleeker，1852
），　Eわ〃nα℃μZα如　（PoP訟，1905），　E。19ρ6σ　Herre，1924，　E・4均ワα7Smith，1934，　H・
〃嬬701⑳Jo君αKuhl　andvanHasselt，1823，且sα加8ε’3ε’1s’s　DoiandTaki，1994の6種が
種のレベルで有効とされている（Fowler，19411Smith，19451Taki，19741Kottelat，19891
R・berts，1989；Doi　andTaki，1994）．しかし，伽’1ψ磁属の記載者については，Kuhl　and
vanHasselt”辞anHasselt（1823）を有効とする考え（e．8，，Smith，19451Kottelat，19871
Kottelat，1989〉と，Bleeker（1860）を有効とする考え（e，g．，WeberanddeBeaufort，191
6；Roberts，1989）の2つがあり，未だに明確にされていない（Esのmeyer，1990）．ま
た，IngerandChin（1962）がE〃～α6〆o’召P’do‘αの亜種として記載した且1n．sのα〃αの分
類学的位置についても不明確な部分が多く，乱〃κ群01叩∫40如の亜種とする考え
（lngerandChin，1962；Chln，1990）と，且わ〃nα6κ伽αの新参シノニムとする考え
（KottelatetaL1993）がある．
1
緒言
　種分類の混乱の解決には構成種全ての比較検討を行いそれぞれの種の種特性を明
らかにする必要があるが，頚〃塑伽属魚類の分類についてはタイ国に分布する種の
比較検討（Smith，1945）や島嬢部に分布する種の比較検討（WeberanddeBeaufort，19
16；IngerandChi塾，1962）と部分的な種の比較検討があるにすぎない．また，Doiand
Taki（1994）はE　sαJw88’3ε’3s’5の記載のさいにEα1塑αJon8，Eか枷αc吻如，且4’脚7，
且10P8Z’，E1欄C70」ゆ∫40如を有効種としているが，Esα加nαについてはこれを従来
の文献にしたがいE’紹C70勿’4磁の亜種として扱っている．
　東南アジアの魚類の分散には，氷河期の海退時の地形が大きく影響したと考えら
れている．大陸部と島撰部に海を隔てて分布する種の分散時期については，中期中
新世と更新世の氷河期の海退によるものであると考えられている（e．g．，Mdengra＆ff
and　Weber，19191KrempfandChevey，19331deBeaufort，1951）．またボルネオ島とパラ
ワン島の間には，中期更新世の海退時に陸橋があり，それぞれの地域は陸続きで
あったと考えられている（Heaney，1983）．
　歯即面属魚類は東南アジアの大陸部と島嗅部に広範囲に分布する．それぞれの
種についてみてみると，Eln僻01酬401αの分布域は，属の分布域とほぼ一致するが
，Eα1塑α’on8は中央スマトラと西ボルネオのカプアス河に，且加nαcμ妬αはボルネ
オに，E4卵躍はメコン水系にのみに，且’op顔はフィリピンのパラワン島の北に
位置するブスワンガ島のみに，Esの伽αは北ボルネオのKinaba⑳g＆n河周辺のみに
，E　sα∫肥εn8’3s’sはサルウィン河水系のみに分布し，それぞれ特徴的な分布域牽示
している（Day，18781WeberanddeBeaufort，1916；Herre，19241Fowler，1934，1935，193
7，19411PeHegrin　and　Fang，19401Smith，194511nger　and　Chin，19621Taki，19741Kottelat，1
9851MaiandNguyen，19881Robe畑，19891DoiandTa㎞，1944）．これらの分布地域は東
南アジアの魚類の分布に影響したと考えられる地史的事象と一致することから，
舳叩血属魚類の系統類縁関係が明らかになると，いつ頃にそれぞれの種が分化し
たのかを推定することが可能である。しかし，伽塑伽属魚類の種間関係に関する
研究はない。伽塑伽属のコイ科内の系統的位置についても，外見的な判断から
P麗’3磁s属に似ているとするもの（Roberts，1989）やコイ亜科のSystomus族に分類す
るもの（Rainboth，1991）があるのみで，十分な研究はない。
　以上のことから，本研究はH伽ρぬ属魚類について，種の再記載，属の骨学的特
徴，種間関係，属の系統的位置を明らかにし，それに基づいて本属魚類の種分化と
分布の過程を論じたものである．
2
1章　㎞脚1α属魚類の記載
1章　Eα1塑α1α属魚類の記載
　本章では，H例ρ伽属の分布域をほぼ網羅する58地点から得られた標本に基づ
き，本属魚類の有効種の再検討と記載を行った．
1－1　材料と方法
　計測と計数方法は，以下の点を除いてHubbsand熱gler（1958）1こしたがった。
　側線より上方，または下方の鱗数の計数では，背鰭，轡鰭，腹鰭の挿入位置の直
前の鱗を0．5として数えた．尾鰭の上葉と下葉の長さは，尾鰭中央の鰭条の基部か
ら上葉または下葉の先端までの直線距離を計測した．全側線鱗数は，体側の有効鱗
全てを含む．腹椎は血管棘を欠く椎体とし，第2椎体と第3椎体は別々に数えた．
　脊椎骨数と背鰭・轡鰭の不分枝軟条数は軟エックス線を用いて計数した．頭部感
覚管は，標本の頭部を約10分間100％アルコールに浸し，その後空気を強く吹き付
けることにより，管の中に空気を入れて観察した．
　背鰭および轡鰭の鰭条数の表記で例えば4／5は，不分枝軟条4本，分枝軟条5本
を示す．また，側線鱗数の表記で例えば25－28＋3－4＝29－31は，側線鱗数の範囲
が25枚から28枚，尾鰭基部上の鱗数が3枚から4枚，全側線鱗数が29枚から31
枚を示す．
　成長にともなう斑紋パターンの変化の観察では，観察することの出来た最小の標
準体長（SL），30mmSL前後，35mmSL前後，40mmSL前後，50mmSL前後，60
mmSL前後，80mmSL前後の標本（種によっては途中の標本がかけている）の斑紋
パターンを成魚のものと同じ状態になるまで記載した．
　分布域については，標本により確認した地点には！を付け，文献による引用には
その著者と年代を付けた．
　観察標本は，それぞれの種の記載の前に列挙した．登録番号の略号は次に示した
通りである．BMNH，BriqshMuseum（Natural｝丑story），LondonlCAS，Califomia
AcademyofSciences，SanFrancisco；FMNH，FieldMuseumofNatural　History，Chlcago；
IBRP，東京農業大学育種進化学研究所；KUMF，MuseumofFisher孟es，Kasetsart
University，Bangkok；NSMT，国立科学博物館，東京；RMNH，NationalMuseumof
Naturamistory（Leiden）；UMMZ，MuseumofZoology，UniversityofMlchigan，Michigan；
USNM，National　Museum　ofN＆tura田istory，Smithsonian　Institution，Washington，D．C；
3
1章　∬αη卿α属魚類の記載
ZMA，Zoologlcal　Museum，UniversityofAmsterdam；ZRC，ZoologicalReference
Collection，DepartmentofZodogy，National　University　ofSlngapore．
1－2　παη甲α1α　Kuh且andvanHassdt’nvanHassdt，1823
　　　　の標徴形質
　　飾㎎ア碗KuhlandvanHasseltin　vanHasselt，1823：132（模式種は単一模式により
，伽ψα」αn観αo’甲’40画の
　　飾卿α伽Bleeker，1860：430
標徴形質
　舳塑磁属は以下の外部形態の組み合わせで，コイ科の他属から識別できる：
頭部は大きく，頭長は標準体長の28．8－36．4％．吻端は尖る．口は大きく，吻端に
位置し，口裂は眼窩前縁からの垂線上に達する．ひげは1対で，口角部にある．背
鰭主不分枝軟状は基部から約半分までは骨化し，後縁部に小さな鋸歯を備える，そ
れより先端部は骨化せず，分節する．背鰭分枝軟条は8本．磐鰭分枝軟条は5本．脊
椎骨数は腹椎が17個，尾椎が13個，全脊椎骨数は30個．鱗は比較的大きく，側線は
完全で，全側線鱗数は25－33枚。
分布域
　伽脚勉属は，メコン水系より西，サルウィン河水系より東のインドシナ半島，
マレー半島，スマトラ，ボルネオ，ジャワ，フィリピンのBusuanga島に分布する
（Day，18781WeberanddeBeaufort，19161Herre，19241Fowler，1934，1935，1937，19411
PellegrinandFang，19401Smith，194511ngerandChin，19621Taki，19741Kottelat，1985；Mai
and　Nguyen，1988；Roberts，19891Do孟and　Taki，1944）．
備考
　伽1脚伽属の原記載には，KuhlandvanHasselt〃1v＆nHasselt（1823）とする考え
（Smith，1945；Kot回at，1987；Kottelat，1989）と，Bleeker（1859）とする考え（Weber＆nd
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de　Beaufort，1916；Robe雌，1989）の、2つがある．Eschmeyer（1990）は，Bleeker（1859）
の代わりに，Bl㏄ker（1960）をKuhlandvanHasselt〃εvanHasselt（1823）を無効名とす
る場合のH卿磁属の原記載として提唱している．
　こらら3つの記載を比較検討してみると，Bleeker（1859，1860）は，検索表の形態
でそれぞれの属の特徴を記載している，記載の内容はvanHasselt（1823）に比べ詳し
い．しかし，Bleeker（1859，1860）は，伽11ρ碗属の記載者をvanHasseltとし，新たな
属の記載を行ったものではない．一方，KuhlandvanHasselt〃zvanHasselt（1823）は，
「新属珈ηρ伽は，L8泥c∫sc泥sCuv．に似るが口角に2対のヒゲをもつことで異なる．
〃’鷹70ゆ’d伽（新称）としてBultenzorg付近で採集した種を記載する。」と，不十分
ながらも翫’塑吻属の記載を行い，そこに含まれる種の指定も行っている。これら
のことから，撫塑磁属の原記載には，Kuh隻andvanHasselt’πvanHasselt（1823）が有
効であると考えられる．
　TalwarandJhingran（1991）は，紐〃’㌍α1α属の標徴形質の中で，脊椎骨数を31個とし
ていたが，今回観察した標本では271個体中の256個体（94．5％）の脊椎骨数は30個で
あった．したがって，飾ηψ伽属の脊椎骨数は30個であると判断された。
　枷塑磁、属魚類の分布域をほぼ網羅する58地点から得られた計289個体の標本の
比較検討から以下の7種が伽7塑吻属の有効種であると判断された．
　　伽〃ψα」ααnψ認oπ8（Bleeker，1852）
　　撫71脚Zαわ”π鷹κ！α孟α（Popta，1905）
　　加〃ψα」α4柳α1Smith，1934
　　伽”㌍認α幻ρ8之’Herre，1924
　　枷η廻α〃～照01召卿o’αKuhlandv＆nHasselti’3vanHasseh，1823
　　飾1塑α毎5αわα12αInger　and　Chin，1962
　　伽〃ψα如sα加εεη8’∬is　Doi　and　Taki，1994
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1－3　Eα”脚」α属の検索表
1a　尾鰭上葉下葉端に明瞭な黒色バンドがない．．＿，＿．？＿＿＿＿＿＿＿．……＿・。2
1b　尾鰭上葉下葉端に明瞭な黒色バンドがある＿．＿．＿．．＿・…・．．…・…．…・．…・．…．．3
2a　体側に1つの円形黒色斑をもつ．全胸鰭鰭条数13－15．全側線鱗数27－29＿．
　　＿＿、＿◎＿＿亀＿＿賜＿＿＿＿＿9＿◎＿◎．．＿。．＿じ＿喝＿、＿＿θ碗ρ面4碑α7
2b　体側に2つの円形黒色斑をもつ．全胸鰭鰭条数15－17．全側線鱗数29－3L＿
　　．＿＿＿＿．＿＿．＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿。＿撫’1脚Zαα1理ρα孟On8
3a　背鰭基底下方に逆三角形の鞍掛け状の黒色横帯がない．．＿，．＿．．．＿．．。．．．＿。＿4
3b　背鰭基底下方に逆三角形の鞍掛け状の黒色横帯がある＿＿＿＿＿＿・…＿．＿5
4a　背鰭起点から腹鰭挿入部のやや上方まで延びる黒色縦帯をもつ．全側線鱗数は
　　27　－　29．．．＿．＿．＿。．．＿．＿，＿。＿．＿。＿．＿。．＿，＿．＿．＿＿．．枷11pα伽〃観670Jqワi40’α
4b　背鰭起点と側線の間と尾柄部に円形の黒色斑をもつ．全側線鱗数は25－27＿．．
　　＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿Hα〃2ρα」α5α卿召8麗召πsごs
5a　体側に1本の縦帯をもつ．＿。．＿．＿．＿．．＿，＿．．＿．＿．．＿＿＿，．．撫〃ψα1α1gρ勿
5b　体側に縦帯をもたない＿。＿．．＿。．．．＿、。＿。．＿，＿．＿。＿．。．．．＿。．．．＿．．．＿一．．＿6
6a　尾柄部に鞍掛け状斑をもつ，側線鱗数は25－30，尾柄周囲鱗数は12＿．．＿、．．
　　…一＿＿＿＿…。＿＿＿＿＿＿＿。＿＿＿＿＿＿．＿＿．＿＿＿＿Bα’ηPα’α肋襯C麗’α’α
6b　尾柄部に鞍掛け状斑をもたない，側線鱗数は29－33，尾柄周囲鱗数は12－16．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．’如ηPα如5α伽雄
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1－4　H側脚㍍属の種の記載
1－4－1　Eα“2“α」α　απψα1012g　（Bleeker，1852）
　　　　　　　　　　　　　　　　Figs，1－1，1－2
C叩o磁α1塑αJon8BleekeL18521594（模式産地　Palembang，innuviis）
飾〃4，α五ααn4，αJoπ8：Bleeker，1860：275
Bα7わμsα1npα’ong：　GUnther，1868：139
観察標本
　　RMNH4968（Holotype），1個体，89．2mm　SL，Palembangl　RMNH9082，1個体，10
15，Pontianakl　BMNH186652：112，1，1115，E．Indian　Archlpelagol　ZMA120．777，79。6－
125．9，Indonesia，Sumatra，Eりamb，Bat＆ng　Hari。
標徴形質
　本種は以下の形質の組み合わせで他種と区別できる：体側には，背鰭起点下側線
上と尾柄部側線上に計2つの明瞭な円形の黒色斑がある．尾鰭葉上下端は明瞭な黒
色バンドで縁取られない．全側線鱗数は29．31．
記載
　測定した全ての計量形質，計数形質はTab蓋es1－1，1－2に示す。
　背鰭鰭条数は4／8，轡鰭鰭条数は3／5，胸鰭鰭条数は15－16，腹鰭鰭条数は9．
　側線鱗数は25－28＋3－4＝29－31，背鰭前方鱗数は10－11，背鰭起点から側線
の間の鱗数は4．5，磐鰭起点から側線の間の鱗数は3．5－45，腹鰭起点から側線の間
の鱗数は2．5，尾柄周囲鱗数は12。
　体は側面から見るとやや伸長した卵形で，体高は背鰭の基部で最も高く，この場
所での体高は体長の27．0－32．5％．体は側扁し，体幅は体長の14．4－16．2％．背鰭起
点は体のほぼ中央部に位置し，背鰭前方長は体長の54．7．56．9％．腹鰭起点は背鰭
基起点からの垂線のわずかに後方に位置し，腹鰭前方長は体長の5L4－54．2％．
　頭部は大きく，頭長は体長の30．9－33．4％，頭高は体長の19．5－20．7％。吻端は尖
り，吻は長く，吻長は頭長の31．8－34．1％．吻部は鼻孔付近でやや窪む．吻端中央
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部に口が位置する．口は大きく，口裂は眼窩前縁からの垂線に達する．目は頭部上
半部に位置し，眼径は頭長の22．3－25．7％．眼窩後縁が頭部のほぼ中央部に位置す
る．口角部には1対のよく発達したひげがあり，その長さは眼径の73．5－100．0％．
　頭部には，よく発達した頭部感覚管がある（Fig．1－2）．眼上管，眼下管，前鮒蓋
管，下顎管，上側頭管は互いに接続する．眼下管の前端部の鼻骨上での開口数は前
縁ξ後縁の開口部を含め3．眼上管の前から5番目の開口部は感覚管に直接開口し，
7番目の開口部は後方に長く伸びた枝の先端部に開口する．眼下管の涙骨上での開口
数は5で，第2眼下骨から第5眼下骨上での開口数は10．
　鰐絶は粗く，先端部は尖り，内側に曲がる．鯉絶数は上枝に1－3，下枝に8－10，
全鯉絶数は10－12．
　　　　　　　　　　　　　　　＼
体色
　成長にともなう斑紋パターンの変化
　不明
　成魚の色彩
　生時の体色は，観察できなかった．Bleeker（1863）によると，側線より上方は濃い
緑色を示し，側線より下方は銀白色である．各鰭は均一に赤色である．
　アルコール保存標本の体色は，側線より上方部でやや濃い色彩を示すが，全体的
に均一な薄茶色である．背鰭起点下方体側の側線上方部（ほぼ前方から9番目と10
番目の側線鱗の上方）と，尾柄部側線上（ほぼ前方から21番目と22番目の側線鱗
上）に計2つの明瞭な円形の斑紋がある．全ての鰭は均一な薄茶色を呈するが，背
鰭の前縁部は他の部位より濃い茶色を示す．
分布（Fig．1－3）
　スマトラ（Palemb＆ng！，珂ambi！）
　ボルネオ（Pontianak！）
備考
伽1脚血α1塑αZo138は，Bleeker（1852）により，スマトラ島のPdembangから採集さ
れた体長120mmの標本1個体に基づいて，Cαpo8’α伽脚Zo128として記載された。
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その後，Bleeker（1860）で，1血〃｛ρα」αα〃脚’o’18として記載された・
　本種は，体側に2個の円形の斑紋をもつことで，且sα加66nεns’sに似るが，両種は
いかの形質で識別される．体側の斑紋の形状（Eα〃，ραJon8：輪郭は明瞭vs．H。
salweenensis＝輪郭は不明確），尾鰭上下葉縁の色彩（明瞭な黒色バンドで縁取られ
ないvs．明瞭な黒色バンドで縁取られる），全側線鱗数（29－3玉枚vs．25－27枚），
背鰭基底長（標準体長の16．2－17．2％vs．16．2－17．2％），吻長（頭長の3L8－34．1
％vs．35．6－37．3％），両眼間隔（頭長の29．2－30。6％vs．3LO－348％）．またこれ
らのうち，E卿ραJoπ8の吻長は他種に比べ比較的短い（且卿ραJon8の吻長は頭長
の3L8－34．1％（平均32．8％）；　E4’卿α7，29．9－32．3（3L1）；E加欄c麗観α，34，6－3
65（35。8）；E　JoP6z∫，346－36。1（35．3）；E〃πzc70」甲i401α，32．0－36。9（35。2）；H」5αわα’～α，
27。0－37。0（34。0）；且sαJwεε醍3ns’s，35．6－37．3（36．8））．
珈脚」αωnpαJo’38の模式指定された標本には，RMNH4968とBMNH1866，5．2：H2
の2つがあった（Fig．1－4）．これらの標本のどちらが真の模式標本であるのかを検
討した、
　飾〃脚Zαα〃脚Zon8の原記載（Bleeker，1852）によると，模式標本の体長は体高の4
1／2倍，体高は体幅の2倍，体長は頭長の4倍，頭長は頭高の13／5倍，頭長は頭幅の
21／4倍，頭長は眼径の41／2倍，頭長の眼後長の2倍，側線鱗数は28，横列鱗数は9，
背鰭鰭条数は4／8，轡鰭鰭条数は3！5，胸鰭鰭条数は1！14，腹鰭鰭条数は1／8，尾鰭
鰭条数は19，体長は120となっている．採集地はPalembang，innuvlisである．原記載
では，体長に尾鰭を含むのかどうかは述べられていない．しかし，本種の他の記載
（Bleeker，1863）では，頭長と体長の関係を頭長の4－43／4倍が尾鰭を含む体長で，頭
長の3114－32／3倍が尾鰭を含まない体長としていた．このことから，原記載の体長
は，尾鰭を含む長さであると判断された．
　BMNH1866．5．2：112と原記載を比較してみると，体長（原記載の体長120mm対
BMNH1866．5．2：112の体長144．5mm），全側線鱗数（28対31），胸鰭分枝軟条数
（14対16〉で両者は異なった．しかし，これらの形質は原記載とRMNH4968の間
では一致した（RMNHの全長は標本の頭長と原記載から推定して：29．8×4＝Il9．2
）　（Tables1－3）．また，採集地もこれら2つの間では一致した．以上のことから，
RMNH4968が，E醐ρα10n8の真の模式標本であると判断された。
　GUnther（1868）は，大英帝国博物館に保管されている標本の目録のなかで，
伽脚伽岬ραJoη8の模式標本の記載を行っているが，側線鱗数を31枚としている．
9
1章　月αη脚！α属魚類の記載
この数は，BMNH1866．5．2：112のものと一致するので，この記載は，模式標本に基
づくものではなく，BMNH1866．5．2：ll2に基づくものであると考えられる。
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丁励b量e1－2．Morphome紅ic　chamctels　ofH伽ψα’αα〃脚Jon8
Range Mea11　11
S伽｝dard　length（㎜）
h％of　s伽（㎞d豆engU1：
Head　lengU玉
Head　depth　at　occ孟put
Head　width
Body　dep由
Body　width
C＆udal　peduncle　length
Caudal　pedu窪cle　depth
Predorsal　length
Preanal　length
Prepectral　length
Prepelvic　leng由
Leng血of　last　simp蓋e　dorsal　ray
I．£ngth　of　dorsa豆f童n　base
Length　of　last　simple　anahay
I£ngth　of　anal　fin　base
Pector紐fin　length
Pelvic　fin　leng出
Upper　lobe　length　of　caudal　fin
Lower　lobe　length　Gf　caudal　fin
79．5　　　111．5
30．9　　　33．4
19．5　　　20．7
14。4　　　16．2
27．0　　　32．5
15．7　　　16。9
17．2　　　20．O
l2．8　－　14．9
54．7　　56．9
74，3　　　78．9
29．4　＿　31．9
51。4　　54．2
22．4 　　24．8
14．2　　　16．1
14．7　　　16．6
9．4　　10．8
18．6　　　20．6
17．9　　　19．4
30．5　 　35．0
31．7　　　34．1
5
32．2　5
20．3　5
15．1　5
30．6　5
16．1　3
18．7　5
14．0　5
55．8　5
75．8　5
30，6　5
52．68　5
23．7　3
15．1　5
15．9　4
10．3　5
19．8　5
18．3　5
33．1　4
33．0　3
HeadIength（mm）
In％of　head　length：
Snoudength
Orbit　diameter
PostolbitaHengUl
Interoπbital　w玉dth
hl％oforbitdiameter：
Length　of　maxillary　barbel
25．5
3L8
22．3
46．3
29。2
35．3
34．1
25．7
49．8
30。6
73，5　　100．0
32．8
24。0
48，7
29。9
5
5
5
5
5
82．6　5
＊Holotyl）eisnotincluded
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Table 1-3. Meristic and morphometric characters of Hampala alnpalong 
RMNI-1 4968 BMNH 1866.5.2] 112 
Dorsai rays 
Anal rays 
Pectoral rays 
Pelvic rays 
Lateral line scales 
Predorsal scales 
Scales above lateral line 
to dorsal origin 
Scales below lateral line 
to anal origin 
Scales below lateral line 
to pelvic insertion 
Circumpeduncular scales 
Gill rakers 
Vartebrae 
4/8 
3/5 
1/14 
l/8 
2_5+3 
10 
4.5
3.5
2.5 
12 
ll 
17+13 
4/8 
3/5 
1/16 
l/8 
27+ 4 
10 
4.5 
3,5 
2.5 
12 
10 
17+14 
1'otal length 
Standard length 
Head length 
I Iead depth at occiput 
llead width 
Snout length 
Orbit diameter 
Postorbital length 
Interorbital width 
Length of maxillary bru'bel 
Body depth 
Caudal peduncle length 
Caudal peduncle deplh 
Predorsal length 
Preanal length 
Prepelvic length 
Length of dorsal fin base 
Length of last simple anal ray 
Length of anal fin base 
Pectoral fin length 
Pelvic fin length 
Upper lobe length of caudal fin 
89. 2 
29.8 
18.0 
12.0 
9.5 
6.4 
l 5.0 
8.4 
6.7 
25.2 
15.7 
12.0 
50.0 
66. 7 
48.0 
12.9
14. l 
8.3 
16.4 
l 5. 1 
144.5 
l I 1.5 
35.3 
21.8 
16.0 
1 1.5 
7.9 
17.4 
10.3 
5.9 
31.2 
19.8 
14.3 
61.0 
82.8 
57.3 
16.6 
18.2 
l l.7 
20.8 
20.2 
34.0 
13 
Fig. 1-1. Hampala ampalon,g. ZMA 120.777 (86.3 mm SL). 
Fig. 1-2. Cephalic lateral line system in Halnpala ampalon.g. 
ZMA 120. 777, 86.2 mm SL, 
15 
10' 
o' 
lO' 
1 OO' 1 10' 1 20' 
Fig. 1-3. 
e: 
Geographic distribution of Halnpala alnpalong. 
examined specimens . 
16 
Fig. l-4. Hampalaampalon,g. Above, BMNH 1866.5.2.112 (1 11.5 
mm SL); below, RMNH 4968 (Holotype, 89.2 mm SL). 
1章　H釦ηρala属魚類の記載
1－4－2　Hαπψα」α　扉π躍cπZα君α　（Popta，1905）
　　　　　　　　　　　　　　　Figs、1－5，1－6
Bα7加s1εαηψαJ　var．わ‘〃鷹μ傭αPop田，1905；173（模式産地：ボルネオのBo河，
　　Howong薯可，K司an薯可）
枷叩吻伽昭c泥」幽：WeberanddeBeaurort，1916：146．
観察標本
　　RMNH7613（Syntype），3個体，998－110．9mm　SL，leHowong，Bomeol　RMNH761
4（Syntype），4，72．4－113．9，le　Bo，Bomeo；RMNH7615（Syntype），3，735－10L4，le　K司an，
Bomeol　BMNH1978．3．20：66，1，247．0，Sarawak，Meliau　Pakul　BMNH1978．9．5114，1，12
2。4，Sarawak，Meliau　gorgel　BMNH1978。95：15，1，9LO，Sarawak，S．Lansarl　BMNH198
2．4．21：1，1，230．0，Sarawakl　BMNH1982．4．21：2，1，115．6，Sarawak，Meliau　R，，Meliau
Gorgel　BMNH1983．6．20：4，1，152。3，Sarawak，Balangl　BMNH1983．6。20：1344，2，79．8－1
03．8，Sarawak，Batang；BMNH1983．6．20；97－98，2，87、〇一168．0，Sarawak，Batallgl　BMNH1
978．320：64，1，27．7，S＆rawak，S．Lansarl　CAS49213，1，122．0，Bomeo，Sung＆i　Tebelian，
small　forest　strea．m　into　Sungai　Pinoh19km　S　of　Nangapinoh（Oo3010”S111。45響0糎E）l　CAS　l
31152，1，139．0，Sarawak，S＆dollg恥ver（Bomeo，Malaysia）l　CAS133559，2，125。7－180．0，
M＆laysia，Bomeo，Sar＆wak，11earKuchlng；ZMA120，778，2，114．6－122．1，Indonesia，
Bomeo，Soengei　Serwai（0。20冒S112。27E）l　FMNH68509，190f77，39．9－192，2，East
Indies，Sarawak，Third　Division，Baleh恥ver，Sungai　P嘘ti　Camp，Sungai　Dapul　FMNH6889
0，40f7，3L2－93．9，EastIndies，Sarawak，Thlrd　Division，KapltMengiong　River，Nanga
TekahtCamp，tributary　ofSungaiTekahtl　FMNH68918，30f5，46、8－119．3，Easthldies，
Sarawak，丁虹irdDMsion，KapitMe㎎iongRiver，NangaTckalitCamplsmall　streamo薮right
bankofS．Mengiong，0．5－0．75mlles　above　NangaEnsur＆i，
標徴形質
　本種は以下の形質の組み合わせで他種と区別できる：体側には，背鰭基底部から
下方に伸びる逆三角形状の鞍掛け斑と尾柄部に鞍掛け状斑の計2つの斑紋がある．
尾鰭葉上下端は明瞭な黒色バンドで縁取られる．全側線鱗数は25－30．
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記載
　測定した全ての計量形質，計数形質はTables1－4，1－5に示す．
　背鰭鰭条数は3－5／8，轡鰭鰭条数は2－315，胸鰭鰭条数は15－17，腹鰭鰭条数
は9．側線鱗数は23－28＋2－3ニ25－30，背鰭前方鱗数は9．10，背鰭起点から側
線の間の鱗数は4．5－5．5，轡鰭起点から側線の間の鱗数は3。5．45，腹鰭起点から側
線の間の鱗数は2．5－3．5，尾柄周囲鱗数は12．
　体は側面から見るとやや伸長した卵形で，体高は背鰭の基部で最も高く，この場
所での体高は体長の24．8－30．4％．体は側扁し，体幅は体長の14．3－17．4％．背鰭起
点は体のほぼ中央部に位置し，背鰭前方長は体長の52．0－55．8％．腹鰭起点は背鰭
起点からの垂線のわずかに後方に位置し，腹鰭前方長は体長の48．5－56．2％．
　頭部は大きく，頭長は体長の28．8－36．4％，頭高は体長の17．7－21．3％．吻端は尖
り，吻は長く，吻長は頭長の30．3－38．9％．吻部は鼻孔付近でやや窪む．吻端中央
部に口が位置する．口は大きく，口裂は眼窩前縁からの垂線までとどく．目は頭部
上半部に位置し，眼径は頭長の17．1－33．7％．眼窩後縁が頭部のほほ中央部に位置
する．口角部には1対のよく発達したひげがあり，その長さは眼径の61．2－137．0
％．
　頭部には，よく発達した頭部感覚管がある（Fig．1－6）．眼上管，眼下管，前鯉蓋
管，下顎管，上側頭管は互いに接続する．眼下管の前端部の鼻骨上での開口数は前
端と後端の開口部を含め3．眼上管の前から5番目の開口部は感覚管に直接開口し，
7番目の開口部は後方に長く伸びた枝の先端部に開口する。眼下管の涙骨上での開口
数は6－8で，第2眼下骨から第5眼下骨上での開口数はほぼ10．
　鰐絶は粗く，先端部は尖り，内側に曲がる．鰐絶数は上枝に1－3，下枝に8－13，
　全鯉絶数は1G－15．
体色
　成長にともなう斑紋パターンの変化
30、2mmSL（FMNH68899－20，Fig．1－7）：この標本は観察できた中で最も小さいもの
である．眼窩下方部には，やや大きな黒色素胞が粗く集まることで形成された，眼
窩下縁部から下方向に延びるバンドがある．体側部には，背鰭基点から腹鰭基点付
近まで延びるバンドがある．尾柄部には上下に延びた薄いバンド状の斑紋がある．
背鰭前縁下方部は黒く縁取られ，この黒縁は背鰭基点から下方部に延びるバンドに
19
1章　H御ρ謡a属魚類の記載
つながっている．轡鰭基部に黒色部がある．尾鰭には，上葉を支える鰭条と下葉を
支える鰭条の基部にそれぞれ円形の黒斑がある．
　36．3mm　SL（FMNH68899－16，Flg．1－7）：眼窩下方部に見られるバンドは，前段階
のものと比べると，色素胞の密度は粗くなっている．基点部から腹鰭基点部付近ま
で延びるバンドの形状はほとんど変わらない．尾柄部に見られた斑紋は前段階と比
べるとやや大きく，太くなり，背面と腹面で左右のものがっながることで尾柄周囲
を取り巻くようになった。轡鰭基部と尾鰭鰭条基部に見られた斑紋は，少し広がり
薄くなった。
　39。9mm　SL（FMNH68890－3，Fig．1－7）：眼窩下方部に見られるバンドは，色素胞も
小さくなり薄くなった．背鰭基点から下方向に延びるバンドは，中央部分（側線の
やや上方あたり）がやや後方に膨らみ，前段階と比べると少し太くなった．尾柄部
の斑紋には，ほとんど変化なかった．轡鰭基部に見られた斑紋は消失した．尾鰭条
基部に見られた斑紋は，尾鰭条基部全体に広がり，輪郭が不明瞭になった．
　50．OmmSL（FMNH68509－17，Fig．1－8）：眼窩下方部に見られるバンドは，より薄
くなった。背鰭基点から下方向に延びるバンドは，上端部も太くなり，背鰭基底前
半部から下方に向かって延びるという形状になった．背鰭前縁部は黒く縁取られた
　尾鰭葉上下端もやや黒く縁とられている．尾鰭条基部に見られた斑紋は，消失し
た．
　6L4mmSL（FMNH68509－13，Fig．1－8）：眼窩下方部に見られたバンドは，薄くな
り，色素胞は散らばることで，バンド状の形態を示さなくなった．背鰭基点から下
方向に延びるバンドは，上端部が後方に広がり，背鰭基底部全体から下方向に延び
るようになった．尾柄部に見られるバンドは，腹面部でうすくなり，左右のつなが
りが消え，背面部で濃くなったことで，成魚と同じ尾柄部に鞍掛け状にまたがる斑
紋となった．背鰭前端部を縁取る黒縁にはほとんど変化は見られなかったが，尾鰭
葉上下端を縁取るバンドは尾鰭葉の先端部で濃くなった．
　80．4mmSL（FMNH68509－11，Fig．1－8）：眼窩下方部に見られたバンドは消失した
　背鰭基底から下方に延びるバンドは，太く，成魚のものと同じになった．背鰭前
端部と尾鰭葉上下端を縁取るバンドも濃く明瞭なものとなり，成魚のものと同じに
なった．したがって，この大きさで，斑紋パターンは成魚のものとほぼ同じになっ
た．
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成魚の色彩
　生時の体色は，観察できなかった．
　アルコール保存標本の体色は，側線より上方部でやや濃い色彩を示すが，全体的
に均一な茶色を示す．体側には，背鰭基底から伸び，ほぼ前方から11番目，12番目
，至3番目の側線鱗側線を横切る逆三角形状の鞍掛け斑と，尾柄部には，背面で左右
がつながり，ほぼ前方から21番目，22番目，23番目の側線鱗を横切る鞍掛け状斑の
計2つの黒色斑紋がある．全ての鰭は均一な薄茶色を呈するが，背鰭の前縁部は黒
く，尾鰭葉上下縁は明瞭な黒色バンドで縁取られる．
分布（Fig．1－9）
　東カリマンタン（HowangR．！，BoR．（Mahakam　R．）！，K司anR！）
　西カリマンタン（MeliauR（KapuasR．）！，TebelianR・（KapuasR・）！，Serwai
R。（KapuasR．）！，Pinoh　R．（Kapuas　R）（Roberts，1989），）
　サラワク（LansarR、！，Batang！，Kuching！，Baleh　R！，KapltMengiong　R．！）
　サバ　（Tempasuk　R．（Inger　and　Chin，1962））
備考
　本種は東カリマンタンから採集された10個体の標本に基づき，Po幽（1905）により
，βα7わ翠4s加〃脚JvaLわ〃nαc泥㎞として記載された．Bα7加s属はアフリカ（一部は
ヨーロッパ）に分布するコイ科魚類に今日では用いられているが，当時は東南アジ
アに分布する魚類にも用いられていた（GUllther，18681Day，1878）．その後，Weber
anddeBeaufort（1916）1こより，珈’脚’αわε’nαc麗」α’αとして記載された．
　本種は本種は南ボルネオを除くボルネオ全域に分布するが，Hlsαわ伽αの分布する
Kinabatangan河周辺には分布しない（WeberanddeBeaufort，1gl611nger＆ndChin，lg62
）．
　本種と且脚610’《ρ∫40’α，E3砂αnαの間には，亜種関係　（lngerandChin，1962），
シノニム関係（KottelatandWhitten，1993）などの解釈がなされてきたが，斑紋パター
ンと計量形質の比較により，それぞれ3種は種のレベルで異なると判断された（H．
s⑳伽αの記載を参照）．
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Fig・1－5．飽規ρα1αわi規αcκ1‘〃乙ε、RMNH7613（Sylltype，998mm　SL）
Fig. 1-6. Cephalic lateral line system in Halnpala bilnaculata. 
CAS 49213 (122.0 mm SL). 
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Fig．1－7。伽1nρα1αわi1ηααfl‘4α．Above，FMNH68899（30．2mm　SL）l
　　　　middle，FMNH68899（36．3mm　SL）l　below，FMNH68890（399
　　　　mm　SL）．
F ig. 1-8. Hampalahimacu/atu. Above. FMNH 68509 (61 .4 mm SL); 
below, FMNH 68509 (80.4 mm SL). 
10' 
O' 
10' 
100' 1 10' l 20' 
Fig. 1-9. 
e: 
JL: 
Geographic distribution of Halnpala bin~aCulata. 
exanilned specimens. 
cited from luger and Chin ( 1962) and Roberts 1989. 
Z8 
1 ~L= Ilalnpala ~~~!.~~:~)=･p'~-'-~~~~ 
1 - 4 - 3 Hampala dispar Smith, 1931 
Figs. 1-10, 1-11 
Hanlpala dispar Smith, 193 l: 309 (i~i~~,~~i~l : Mun ~1'J) 
~~~~~;~ 
NSMT-P 31975, I fl~14~, 191.8 mm SL, Tha Bo. Nongkai, Thailand; NSMT-P 35850, 
5, 107.9-123.8, Market at Sung Noen, Khorat, Thailand; NSMT-P 35851, 1, 100.4, Haui 
Mong R. at Ban Dong Bung about 7 km NW from Tha Bo, Nongkai, Thailand; NSMT-P 359 
09, I , Ban Kok, Wang Sam MQ Dist., Udon Thani, Thailand; NSMT-P 35910, 8, 67.2- I l 
3.4, Nongkai, Thailand; 
NSMT-P 3591 1, 4, Mun River at Tha Chang, Khorat, Thailand; NSMT-P 35923, 3, 51.9-7 
5.3, Ubon Ratana Reservoir, Khonken, Thailand; NSMT-P 35947, 5, 19.8-64.6, Mun R. at 
Bung Maleng, Ubonrachathani. Thailand; CAS 63042, 1, 28.5, Mekong River at Chiang 
Khan, Loei, Thailand; USNM 305740, 2, 106.3- 1 15.7, Ubon Ratchathani, Thailand; 
USNM 238908, 9, 96.6- 198.5, Ban Kham Kom, on edge of New Lam Dom Noi Lake, Ubon 
Ratchathani, Thailand; USNM 238909, 1, 147.6, morning market, Ubon, Ubon Ratchathani, 
Thailand; USNM 238910, 7, 151.2-164.7, 16'45'N 102'37'E; USNM 238911, 2, 1 17.0-12 
2.3, Mun R., at Bung Wai about 7 km W of Ubon, Ubon Ratchathani; USNM 238912, 2, 14 
0.7-163.6, 16'45'N 102'37'E; USNM 238913, 26 of 47, 97.1-251.6, Ban Tha Rae, Sakon 
Nakhon, Thailand. 
~C~~i:i~,~A F~)J~ ~~:~);fll~l~~bi~t~fW;li~~j:~C~:/**lJ~~~~ : /~~~.[JICi~. ~~l*~~~~~*T)J~lj 
+~~Ji)J'--}C 1~)O)N~ln~f~:~~~~;~l~~Z~~. ~~;~~~i~'"iT~~{}~ny]ll~f~~;~{(~/~~ ~~{~~~~~tL 
t~V~. ~S~{~~ll~~~~~~}~ 25-29. 
~l:~~ 
*~.l]'~i*~f*,'-~~~q)~i-~~-,~."~:, ~'~=-r~.J~~:}~Tables 1 6 1 7 } 7J.~ 
~~~~~~~~~c}~4/8 ~;~~~~~~~~~~~}~3/5 n~i~~~~~~~~c}~ 13 - 15. Jl~~~~~~~~~}~ 9 
~[1'~~~~;~Ci~23 - 27+2=25 - 29, *f~~fa~~fi)~~~i;~~i~ro- Il, ~f~~~~~;.*,'~~'.~~~~[1'~~~)rp~(~)~; 
~c~~ 4.5, ~i~~~~:!,~~,,.~~ ~)> ~U'~~~)rp~~)~~~~?~3.5 _ 4.5, J~:~~~;"~;(.~~ ~~lJ'~.~o)r~~a)~;~ci~ 
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1章　Hamρala属魚類の記載
2．5－3．5，尾柄周囲鱗数は12．
　体は側面から見るとやや伸長した卵形で，体高は背鰭の基部で最も高く，この場
所での体高は体長の29．1－33．8％．体は側扁し，体幅は体長の15．7－17．7％．背鰭起
点は体のほぼ中央部に位置し，背鰭前方長は体長の52．1－56．6％．腹鰭起点は背鰭
基起点からの垂線のわずかに後方に位置し，腹鰭前方長は体長の5L6－54．2％．
　頭部は大きく，頭長は体長の29．1－32．9％，頭高は体長の19．3－22．0％、吻端は尖
り，吻長は頭長の29．9－32．3％．吻部は鼻孔付近でやや窪む．吻端中央部に口が位
置する．口は大きく，口裂は眼窩前縁からの垂線に達する．目は頭部上半部に位置
し，眼径は頭長の17．0－26．5％．眼窩後縁が頭部のほほ中央部に位置する．口角部
には1対のよく発達したひげがあり，その長さは眼径の32．4－74．5％．
　頭部には，よく発達した頭部感覚管がある（Fig．H1〉．眼上管，眼下管，前鯉
蓋管，下顎管，上側頭管は互いに接続する．眼下管の前端部の鼻骨上での開口数は
前端と後端の開口部を含め3．眼上管の前から5番目の開口部は感覚管に直接開口し
，7番目の開口部は後方に長く伸びた枝の先端部に開口する．眼下管の涙骨上での開
口数は5で，第2眼下骨から第5眼下骨上での開口数はほぼ10．
　鰐絶は粗く，先端部は尖り，内側に曲がる．鰐粕数は上枝に1－3，下枝に7－10，
全鰐絶数は8－12．
体色
　成長にともなう斑紋パターンの変化
　19・8mm　SL（NSMT－P35947－1，Fig．1－12）：この標本が観察した中で最小のものであ
る．体側には，背鰭基点部から下方向に延びるバンドが見られ，その下端は側線上
方で終わる．尾柄部には薄い，上下に延びたバンドが見られた．背鰭前縁下方部は
黒く縁取られ，この黒縁は背鰭基点から下方部に延びるバンドにつながっている．
轡鰭基部に黒色部がある。尾鰭には，上葉を支える鰭条と下葉を支える鰭条の基部
にそれぞれ円形の黒斑がある．
　28・5mm　sL（cAs63042，Fig．1－12）：背鰭基点部から下方向に延びるバンドは，下
端部で濃くなり，上端部から中央部にかけては薄くなった．尾柄部に見られたバン
ドも薄く不明瞭なものとなった．轡鰭基部と尾鰭条基部に見られた斑紋は消失した
36・1mm　SL（NSMT－P35947－2，Fig．1－12）：背鰭基点部から下方向に延びるバンドは
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　背鰭基点下方側線上方に位置する円形の斑紋となった．尾鰭葉上下端はやや黒く
縁取られるようになった．尾柄部に見られた斑紋は消失した．この大きさで，斑紋
パターンは成魚のものとほぼ同じになった．
　成魚の色彩
　生時の体色は，頭部背面と側線より上方はやや緑がかった黒銀色を示し，側線よ
り下方は銀色，腹面は白色を示す．腹部を除いた鱗の基底は，やや黒みがかってい
る．体側背鰭起点下方側線上方部には，明瞭な円形の黒色斑がある．背鰭，尾鰭，
磐鰭はほぼ均一に赤色を示すが，背鰭前縁部と尾鰭葉上下縁はやや黒ずむ。胸鰭と
腹鰭はやや黄色っぽい赤色を示す．
　アルコール保存標本の体色は，側線より上方部でやや濃い色彩を示すが，全体的
に均一な薄茶色を示す．腹部を除いた鱗の基底は，やや濃い色彩を示す．体側背鰭
起点下方側線上方部（ほぼ前方から10番目，11番目，12番目の側線鱗の上方）に明
瞭な円形の黒色斑がある。全ての鰭は均一な薄茶色を呈するが，背鰭の前縁部は黒
く，尾鰭葉の縁はやや黒ずむ．
分布（Fl9．1－B）
　メコン河水域流（ThaBo！，Haui　MongR．！，Chiang　Khon，Nollg　Kai！，Sakon　Nakhon
！，Luang　Parabang（Taki，1974），Tha　Ngon（Taki，1974），Vientiane，（Tak孟，1974），SiIhan　Tay
（Taki，1974），Hatsalao（Taki，1974），Bang　Lieng（Taki，1974））
　Mun河水域（メコン水域）　（Sung　Noen！，ThaChang　l，BungMaleng！，Ubon
Ratchathani！，Bung　Wai！，UbonRatanaReservoir！）
備考
　本種はSmith（1931）により，Mun河（メコン水系）から採集された標準体長17．O
cmの標本に基づいた記載された．本種は，メコン水系に固有の種である（KottelaU
989）．
　原記載によると，本種の特徴の1つに，尾鰭は短く，下葉は上葉に比べ明らかに
長いことがあげられている．しかし，今回観察した標本では，尾鰭の上葉と下葉の
長さはそれぞれ標準体長の27．5－33．6％（平均29．5％），25．9－33．1％（平均28，9％）で
　上葉と下葉の長さの間にはほとんど差異が見られなかった．また，これらの長さ
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は他種と比較しても明確な差異は認められない（標準体長に対する上葉の長さ：H．
αn脚’oη8，305－35．0％；H。わかηαc躍α∫α，27．8－36。7％；H。∫oPεz’，30．8－342％；H・
〃7鷹〆o勘ワ∫40如，3L2－34。2％；H。sαわα’厩，28．2－34．2％；H。sαみy86n8nsis，29・0－32・6％）・
したがって，原記載に用いられた標本の尾鰭は奇形であると考えられる．
　さらに，原記載では，E〃耽70妙i40∫αとの比較で，且4碑α7はより短いひげをも
っのが特徴であるとされている．撫7塑磁属全ての種と比較しても　E4細α7は他
種に比べ短いひげを備えている（眼径に対するひげの長さ，且4’sp砿32．4－745％（
平均49．8％）IEα〃脚Jo128，735－100。0％（82．8％）1乱加照6麗妨α，61．2－137、0％（97，6
％）；E・’oP8z’，982－102．1％（100．2％）；　　H．〃奴c70’（ツi40」α，　70。2－101・3％（87，8％）；H・
sα加12α（84．5－130．9％（104．6％）IEsα’｝vε6116115is，52．7－108．9％（86．3％）．したがって
，他種に比べ明らかに短いひげをもつことはκ4柳α7の特徴の1つと考えられる。
　さらに，E4卵α7は他種に比べ，比較的短い吻をもつという特徴がみられた（H．
4妙α7の吻長は頭長の29．9－32．3％（平均3L1％）；Eo〃ψα’01～8，3L8－341（32．8）；H．
わ〃π鷹醸z毎，34．6－365（35．8）；H．JoP（～z’，34、6－36。1（353）；且n観c701qワ’40’α，32・0－369
（35。2）∫ノノ。5αみαπα，27。0－37．0（34．0）；E．s認w8επ8n5’s，35。6－37．3（36．8）），
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Table1・7．MoΨhometric　chamcters　of飾11脚」α4ゆαr
Rallge MeIm　11
S｛andald　lengt益（mm）
ln％ofstand班d夏engU1：
Head互engd簾
｝lead　dep止at　occiput
Ilead　wid山
BodydepUl
Body　width
Caudal　pedunc藍e　length
Caudal　pedunc壼e　depth
Predorsalleng血
PreanallengUl
Prepectlra蓋leng｛h
Pfepelvic董eng出
1£ng血of1＆st　simple　dorsal　ray
I£ng出of　dorsal　f重n　base
Leng嵐of　last　simple　anal　ray
Length　of　anal　fin　base
Pectoral　fin蓋eng出
Pe垂vic　fin　leng血
UpPel　lobe　leng血of　caudal　fin
Lower　lobe　leng出of　caudal　fin
51．9　　191．8
29．1
19．3
13．6
29，1
15．7
17，2
12．6
52．1
74．6
28．2
51，2
18．1
14．1
11，2
8，1
16．3
14．4
27．5
25，9
32，9
22．O
l7．2
33．8
17．7
22．1
14．1
56．6
77．3
3L9
54．2
24．1
18．1
16。5
10，5
19．5
17．8
33．6
33．1
17
31．317
20．817
15．716
31．016
16．5　5
18．416
13．217
54．917
76．117
30．417
52．717
20．716
15．717
14．217
9．316
17．917
16．417
29．515
28．916
Headlength（mm）
In％of　hea（i　length：
Snout　length
Orbit　diameter
PostorbitaHength
Interorbital　wid出
h1％of　orbit　dLiameter：
Lengα10f　maxillary　ba1”bel
16．7
29．9
17．0
47．3
30．6
32、4
60．9
32．3
26．6
56．7
34．7
74．5
3L1
22．3
51．6
32．5
17
7
17
17
16
49．815
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Fig. l-lO. Hampu/u_ di.~par. NSM~1'-P _3 197_~~ ( 1 91 .8 mm SL). 
o 
Fig. 1-11. Cephalic lateral line system in Halnpala dispar. 
NSMT-P 35850 (123.8 mm SL). 
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Fig．1－12。飽1n／フα1α‘／i5p‘〃◆．Above、NSMT．P35947（19．8mm　SL）l
　　　middle，CAS63042（28，5mm　SL）l　below，NSMT－P35947（36．l
　　　mm　SL）．
10' 
o' 
1 O' 
1 OO' l 10' 120' 
Fig. 1-13. 
e: 
JL: 
Geographic distribution of Ha,npala dispar. 
examined specimens. 
cited from Taki (1974). 
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1章　Ha11ヌpala属魚類の記載
1－4－4　Hαπψα伽　JoP84　Herre，1924
　　　　　　　　　　　　　　　Figs．1－14，1－15
加吻刎α」叩6z∫Herre，1924：275（模式産地Langbuan，Busuanga）
観察標本
　　CAS－SU38090，5個体，58．9－189．7mm　SL，BarfioSanNicolas，Wayan　R．，
Busuanga，L，Philippinesl　USNM138360，1，1093，Pangauron　R，Busuanga　L，
Phihppines．
標徴形質
　本種は以下の形質の組み合わせで他種と区別できる：体側には，背鰭基底部から
下方に伸びる逆三角形状の鞍掛け斑と，側線上には1本の縦体がある．尾鰭葉上下
端は明瞭な黒色バンドで縁取られる．全側線鱗数は25－26．
記載
　測定した全ての計量形質，計数形質はT＆bles　l－8，1－gに示す．
　背鰭鰭条数は418，轡鰭鰭条数は3！5，胸鰭鰭条数は13－15，腹鰭鰭条数は9．
側線鱗数は23－24＋2ニ25－26，背鰭前方鱗数は9－10，背鰭起点から側線の間の鱗
数は4．5，轡鰭起点から側線の間の鱗数は3．5，腹鰭起点から側線の間の鱗数は2．5，
尾柄周囲鱗数は12．
　体は側面から見るとやや伸長した卵形で，体高は背鰭の基部で最も高く，この場
所の体高は体長の26．5－29．6％．体は側扁し，体幅は体長の16．3－17．1％．背鰭起点
は体のほぼ中央部に位置し，背鰭前方長は体長の54．7－55．7％．腹鰭起点は背鰭基
起点からの垂線のわずかに後方に位置し，腹鰭前方長は体長の5L5－55．9％．
　頭部は大きく，頭長は体長の31．7－34．7％，頭高は体長の19．4－20．5％．吻端は尖
り，吻長は頭長の34。6．36．1％．吻部は鼻孔付近でやや窪む．吻端中央部に口が位
置する。口は大きく，口裂は眼窩前縁からの垂線に達する。目は頭部上半部に位置
し，眼径は頭長の16．7．2L9％．眼窩後縁が頭部のほほ中央部に位置する．口角部
には1対のよく発達したひげがあり，その長さは眼径の98．2－102．1％．
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1章　H釦pala属魚類の記載
　頭部には，よく発達した頭部感覚管がある（Fig．1－15）．眼上管，眼下管，前鯉
蓋管，下顎管，上側頭管は互いに接続する．眼下管の前端部の鼻骨上での開口数は
前縁と後縁の開口部を含め3．眼上管の前から5番目の開口部は感覚管に直接開口し
，7番目の開口部は後方に長く伸びた枝の先端部に開口する．眼下管の涙骨上での開
口数は5で，第2眼下骨から第5眼下骨上での開口数はほぼ10．
　鰐絶は粗く，先端部は尖り，内側に曲がる．鯉絶数は上枝に1－2，下枝に8－10，
全鯉絶数は10－12．
体色
　成長にともなう斑紋パターンの変化
　　不明
　成魚の色彩
　生時の体色は，不明である．しかし，固定して間もない標本の体色は，Herre（192
4）によると，背面と吻端は濃い灰色で，下方に行くほど薄くなり，体側は灰色が
かった銀色から薄茶色，腹面は白っぽく，頭部と尾柄部に下方は黄色味がかった銀
色を示す．また，鰐蓋後方から尾柄まで1本の黒色バンドがあり，背鰭基底には，
下方に向かう暗い銀色または鉛色の逆三角形の鞍掛け状斑がある。これらの斑紋は
，互いに接続する．尾鰭葉上下縁には細い黒色バンドがある．他の鰭は黄色または
透明である．
　アルコール保存標本の体色は，側線より上方部でやや濃い色彩を示すが，全体的
に均一な茶色を示す．体側には，背鰭基底から下方向に伸びる逆三角形状の鞍掛け
斑がある．側線上には鯉蓋後方から始まり，尾鰭鰭条基部で終わる1本の明瞭な黒
色縦帯がある。この縦帯と背鰭基底から下方向に伸びる斑紋は互いに接続する．全
ての鰭は均一な薄茶色を呈するが，背鰭の前縁部は黒く，尾鰭葉上下縁は明瞭な黒
色バンドで縁取られる。
分布（Fig，1－16〉
　Busua118a島（フィリピン）　（WayanR．！，PangauronR，！，Langbuan（Herre，1924））
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1章Hampala属魚類の記載
備考
　本種は，Herre（1924）により，フィリピンのパラワン島の北にある小さな島，
Busuanga島から採集された3個体の標本に基づいて記載された．パラワン島やボル
ネオ島からの記録がない（Fowler，1941；Herre，1953；hlgerandChin，19621KoUel＆talld
Whitten，1993）ことから，本種はBusuanga島に固有の種であると考えられる．
出〃脚1餌gρ8ziは，魚”ψ面属の中で唯一側線上に1本の縦帯をもつ種である．し
たがって，この形質により且’opεσは他種から容易に識別できる。しかし，1940年
に採集（CAS－SU38090）されて以来，本種の採集記録はない．
41
t~? 
~) ~~~ 
~ ~; ~ ~S ~~~ 
~; ~~ 
~H O 
~)H 
O i* O c:l ~ 
~:lc. 
*~~ 
.~Q~~q) 
~ 
OO 
.:~ 
O -~ ':l 
~L, 
F~ 
~ ~ 
~g ~ 
o (J 
~o¥0~0Lo~0~0~)¥o~o~0~0~c>~o~0~0~o¥c,(0~o~0~0~o¥,) 
OOOOOOOOOOO~qtf)cf)Lr)OOOOOer~~OO(¥]O(¥] ~(5 OC; cr; Lf; vi Q~ cf; (~i Ifi a~ ~: cr; c¥j (~j ･; c~ C5 - ' ' ' ' ' O] a~ ~O O ¥O~ ~] C+] '-t '~ ･~(¥1 -1 ~ 
'J ~~"~/(¥] /-'-f~ ¥O f~ ~~ lr) /~0'~;).J'~ v 'J~,~.1/) *~. _ ( If)'~f~COClr)~::~.~~( ~D '~ .~ /-* /-"-"~f~~] (~ ~: ~~Cf; ~e.~(¥1 f~Cf) - - Cr) t¥ ¥O '-( l  r~e~ ~C¥O¥O'~ ~O ¥O * (~"-/ ¥l ,'~, '~'-'~1-lr) *1!)f~V)(¥]/!~.J.~f~~/~/~~f~Of:; ¥J *J *l~ ~tOOCf)Lr)_1 '~lf)/~._.~F~~(¥j-1C'('¥'~Lr),¥1'Hlf)'~~a¥,~ /-~ (¥t ¥J .~. V) '~ * * ~ j ~~~ N(¥11N '-~ ~O O  ' (~l (¥:l (¥I COO 
o~: 
O ~~ 
1~:l F~ 
~' ~:i~f f~ '~ =1y ~J)F~a' c~0~ '~ '5b q'D$:~ .ov) Ft O 'F: '-1 ~~!O~ oc~ 'r) 
hf ) ~~c¥]a:: $::o~~o ~ O p~ 1:t O OOO ,-t ~ c:t 1~'-1~;:~'~"J~orO'oq)F~_fa'~F,e)F~~~~ c'~o~ ~')e) ~:) c': '-1-"~10 c~ ~:f~~i=1cl~ ~ F~~ >1 ='=~r~~')h~' ~ ao c9c~c~ e)e) ('Dc:3 Hq'ceHe),~(L)1~~l~C) piH~c'~l:: .., ~' hG,~,{~ ~': >1 >)~ oo c:l ~:) ;S~~ ~ c~ >]u ~~1~ ~ ~S ~)F~0 c'~ ~' '~v ~'LL, ~s r' ~'e)c:s~,e; a:lOOu~:: ~lc:lo~'P~~'~~'~"~10~~~~);!~~~~ coc:$ ~ c:$1:lO .~.c':,~ o~f? 1 c'D ~ ~ ~ O O -'~1h'hl a:l~oblISOr~,1:$~~l$S e)c:I~lc!) OOO~;cee').t:Ftt::q)1-h~~~~ O~:)~ '~d'~'oH~I ' )o~;~~:~O~3'~!~~~;~:O~o 'Va) e)'-1 e)4)a) ~{~5b~'-1>000 c:$~') ~ e)~:te)~:tC:~O~ ' 1~~ ce '-~~'-do l .P~ h .P~ e) ~) ..~ ._, .~ 'l) 
~ O~~~~~(,)(/)(/)(JC)OH<(J)hIP~P~H Q !'v (/)O~(/)~:1HH ( D
4Z 
丁的嚢e1・9．Morphome面c　characters　of撫’πpα1α勿磁
Range Mean　n
S逢andar（i　length（mm）
In％Qfs㎞d斑dlength：
Hea（i　lengUl
IIead　depα1at　occ蓋put
Head　width
Bodydep血
Body　wi（1th
Caud＆蓋peduncle　length
Caudal　peduncle　dep出
Pfedorsal　length
Preana叢leng蜘
Prepec圃lengdl
Prepe互vic垂en帥
Length　of　l＆st　simple　dorsal　ray
LengUI　of　dorsa蓋fin　ba6e
Length　of　last　simple＆nal　ray
I£ng由of　anal　fin　base
I）ectoral　f産111ength
Pelvic　fin蓋ength
UpPer　lobe　Ieng血of　cauda置fin
Lower互obe　leng血of　caudal　fin
100．5　　189，7
31。7
19．4
14．6
26．5
16．3
17．1
12．4
54．7
73。3
30．2
51．5
19．0
14．5
14．8
8．6
17．l
l5．3
30．8
29．0
34．8
20．5
15．7
29，6
17．1
18．6
13．4
55．7
78．6
32．4
56、．0
2L8
16，5
16．4
10．4
20．2
17．8
34．2
33。4
3
33．0　3
20．0　3
15，3　3
27．9　3
16．7　2
17．8　3
12．8　3
55．3　3
75．8　3
31．1　3
53．0　3
20．8　3
15．7　3
15．6　2
9．5　3
18．3　3
16．5　3
32．5　2
3L2　2
Head　length（mm）
ln％of　head　length：
Snoudength
Orbit　diameter
Postorbital　Iength
Interorbi圃widU1
㎞％of　orbit　diametcr：
LellgUI　of　maxillary　barbel
3L9
34．6
16．7
48．3
30．0
65．9
36．1
2L9
50．1
3L4
98．2　　102．1
35．3
19。3
49．2
30．7
3
2
2
100．2　2
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Fig．　1－14。椥〃2」oα1αloρどこi．CAS－SU38090（100．4mm　SL）．
Fig. 1-15. Cephalic lateral line system in Hampala lopezi. 
CAS-SU 38090 (59.0 mm SL). 
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l O' 
o' 
10' 100" I lO' 
Fig. 1-16. Geographic distribution of Hampala lopezi. 
e : examined specimens. 
1 20' 
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1章　Hampala属魚類の記載
1－4－5　Hα1η〃α」α　πεαc7018P躍o∫α　KuhlandvanII3ssdt
　　　　　　　　　∫π　van　Hasse蓋t，　1823
Figs，1－17，1－18
魚1塑α」αn1αc701ゆ’JoごαKuhl　and　vanHasseh’nvanHasseh，1823：132（模式産地
　　　Buitenzorg）
C叩oε砿解㏄70＠’40夢αIValenciemes加Cuvie∫andValencien姓es，1842二280
Bα7みπsみα’叩α1：GUntker，1868：139
Bσ加s’nααoZ甲’40∫鰐：Day，1878：571
βα7わπs　hα〃ψα’var．わ伽c如砂Popta，1905
観察標本
　　　BMNH1978．3．20：65，1，140．9，S．Tutoh，Sarawak，Bomeol　IBRP4373，6，26．0－3
2．0，Nam　Khon　R．at　mouth　of　Nam　Kem　Stream　at　Tha　Ngon，Laosl　IBRP4（シ43，12，7L8－1
05．0，Nam　Kem　Stream　near　its　corりunctlon　to　the　Nam　Khon，atTha　Ngon，Laos；NSMT－P3
5841，1，180．0，B㏄ng　Boraphet　canal　hl　front　of　Nakon　Sawan　Fisher孟es　Station，Nakhon
Sawan，Thailandl　NSMT－P35852，1，140．0，MarketatPhun　Phin，Sura毛Thani，Thail＆ndl
NSMT－P35853，1，244．6，MarketatPhunPhin，SuratThani，Thailand；NSMT－P35854，1，2
833，Boeng　Boraphet　canah11倉ont　of　Nakon　Saw＆n　Fisheries　S鳳ion，Na㎞on　Sawan，
Thailand；NSMT－P35855，1，179・4，Boeng　Borapllet　c＆nal　in　rront　of　Nakon　Sawan
Fisheries　Station，Na㎞on　Sawan，Th＆iland；NSMT－P35892，1，114，0，Khlong　BangTok
R．，at　BanKhaoTok，SuratThani，Thailandl　NSMT－P35900，4，61．9－68．5，Pa　Lao－U
WaIerF＆ll，PranBuriRiver，about50KmWfrolnHuaHin，ThailandlZRC1427944283，5，
15．〇一23．1，Sg。Keniam　atKualaPerkai，Tamall　Negara，Pahang，Malaysia：ZRC21455－2145
6，2，75。25－983，Sg，Jasln，Ulu　Endau，Johor，Malaysial　ZRC21532，1，64。7，Sg。
Semalok，KotaTinggi－Tg。Sedih　Rd。，Johor，Malaysia；USNM271442，2，264．8－269．1，16。4
5E102。37響El　USNM　O72530，1，129。4，Buitenzorg，Javal　USNM230175，1，76。9，
Bomoo，Rockychannel　in　Mainstream　ofSu㎎ai　Pinoh，37km　S　ofNangapinohl　USNM　l93
007，1，54．2，Sumatra，Lake　Prapat，Tobal　USNM271434，5，175．6－2085，Ban　Kham　Kom，
0n　EdgeofNew　Lake，Ubon　Ratchathani，Thailandl　USNM238907，4，140．5－228．1，16。4
5響E102。37『El　MTUF26938，1，135．2，Brunei．
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1章　H31ηρala属魚類の記載
標徴形質
　本種は以下の形質の組み合わせで他種と区別できる：体側には，背鰭起点から下
方向に伸びる横帯がある．尾鰭葉上下端は明瞭な黒色バンドで縁取られる，全側線
鱗数は27．30．
記載
　測定した全ての計量形質，計数形質はTαbles1－10，1－11に示す．
　背鰭鰭条数4－5／8，轡鰭鰭条数3／5，胸鰭鰭条数14－17，腹鰭鰭条数9．
側線鱗数24－27＋2－3＝27－30，背鰭前方鱗数9－11，背鰭起点から側線の間の鱗数
4．5，轡鰭起点から側線の間の鱗数3．5－4．5，腹鰭起点から側線の間の鱗数2。5，尾柄
周囲鱗数12．
　体は側面から見るとやや伸長した卵形で，体高は背鰭の基部で最も高く，この場
所の体高は体長の28．7－34．4％．体は側扁し，体幅は体長の143－17．7％．背鰭起点
は体のほぼ中央部に位置し，背鰭前方長は体長の53．1－55．7％．腹鰭起点は背鰭基
起点からの垂線のわずかに後方に位置し，腹鰭前方長は体長の5L2－55．3％．
　頭部は大きく，頭長は体長の30．3－34．3％，頭高は体長の18．5－22．3％．吻端は尖
り，吻長は頭長の32．〇一35。9％．吻部は鼻孔付近でやや窪む．吻端中央部に口が位
置する．口は大きく，口裂は眼窩前縁からの垂線に達する．目は頭部上半部に位置
し，眼径は頭長の17．9－23．3％．眼窩後縁が頭部のほほ中央部に位置する．口角部
には1対のよく発達したひげがあり，その長さは眼径の70．2－10L3％．
　頭部には，よく発達した頭部感覚管がある（Fig．1－18）．眼上管，眼下管，前鰐
蓋管，下顎管，上側頭管は互いに接続する．眼下管の前端部の鼻骨上での開口数は
前端と後端の開口部を含め3．眼上管の前から5番目の開口部は感覚管に直接開口し
，7番目の開口部は後方に長く伸びた枝の先端部に開口する．眼下管の涙骨上での開
口数は5－8で，第2眼下骨から第5眼下骨上での開口数はほぼ10。
　鰐親は粗く，先端部は尖り，内側に曲がる．鯉絶数は上枝に1－2，下枝に8－9，全
鯉耗数は9－10．
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1章1㎞pala属魚類の記載
体色
　成長にともなう斑紋パターンの変化
　150mm　SL（ZRC14279－14283－1，Fig，1－19）：この標本が最小のものである．眼窩下
方部には，やや大きな黒色素胞が集まることで形成された，眼窩下縁部から下方向
に伸びるバンドがある．躯幹部鰐蓋後方には．鰐裂を縁取るバンドが後側頭部から
胸鰭基点やや上方まで延びる．背鰭基点からは腹鰭基点までバンドが延びている．
尾柄部には，やや大きな色素胞が集まることにより形成された円形の斑紋がある．
背鰭前縁下方部は黒く縁取られている．このバンドは背鰭基点から下方部に延びる
バンドにつながっている．磐鰭基部に黒色部がある．尾鰭には，上葉を支える鰭条
と下葉を支える鰭条の基部にそれぞれ円形の黒斑がある．
　3α4mm　SL（ZRC14279－14283－5，Fig．H9）：斑紋の組成は変化しないが，眼窩下方
部の斑紋と尾柄部の斑紋はやや明瞭になった．一方，腎鰭基点の斑紋は小さくなり
，尾鰭条基部に見られた斑紋は薄くなった。
　52，0mm　SL（Bang　Pakong　R，Fig．1－19）：眼窩下方部，躯幹部鰐蓋後方，腎鰭基点
，尾柄部に見られた斑紋は，薄く，不明瞭になり，尾鰭条基部に見られた斑紋は消
失した．背鰭基点から下方向に伸びるバンドの先端は，少し腹鰭基点から離れた．
一方，背鰭前縁と尾鰭葉上下端を明瞭な黒色バンドが縁取るようになった．
　6Lgmm　SL（NSMT－P35900－3，Fig．1－20）：眼窩下方部，躯幹部鰐蓋後方，磐鰭基
点に見られた斑紋は，消失した．背鰭基点から下方向に伸びるバンドは，少し太く
なり，成魚のものとほぼ等しくなった．尾柄部に見られた斑紋は，よりいっそう薄
く，不明瞭になった．
83。8mm　SL（IBRP4643－2，Fig1－20）：尾柄部に見られた斑紋も消失し，背鰭前縁と
尾鰭葉上下端を明瞭な黒色バンドは明瞭になり，斑紋パターンは成魚のものと同じ
になった．
　成魚の色彩
　生時の体色は，頭部背面と側線より上方はやや緑がかった銀色を示し，側線より
下方は銀色，腹面は白色を示す．腹部を除いた鱗の基底は，やや黒みがかっている
　体側には，背鰭起点から下方向に伸びる1本のバンドがある．背鰭，尾鰭，轡鰭は
ほぼ均一に赤色を示すが，背鰭前縁部はやや黒ずみ，尾鰭葉上下縁は明瞭な黒色バ
ンドで縁取られる．胸鰭と腹鰭はやや黄色っぽい赤色を示す．
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　アルコール保存標本の体色は，側線より上方部でやや濃い色彩を示すが，全体的
に均一な薄茶色を示す。腹部を除いた鱗の基底は，やや濃い色彩を示す．体側には
背鰭起点下方から腹鰭挿入部のやや上方まで伸びる1本の横帯がある．このバンド
は，ほぼ前方から9番目，10番目の側線鱗を横切る．全ての鰭は均一な薄茶色を呈
するが，背鰭の前縁部は黒く，尾鰭葉上下縁は明瞭な黒色バンドで縁取られる．
分布（Fig．1－21）
　メコン川水系（N＆mKhonR．！，UbonRatchathani！，ChlangSen（Fowler，1934），Luang
Prabang（Taki，1974），Ban　Nam　Khueng（Pellegrin　and　Fang，1940），Nam　Ngum　R・（Takl，19
74），Vien↓iane（Taki，1974），Tha　Bo（Taki，1974），Sithan　Tay（Taki，1974），Kemarat（Fowler，
1937），TonleSap（Ko疑el＆t，1985），Mekongdelta（Mai　andNguyen，1988））
　チャオプラヤ川水系（BoengBomphe“，MeePinR．（Smith，1945），Bangkok（Fowler，1
934，1937），Tchin（Fowler，1937），Mae　Poon（Fowler，1937），Ken8Sok（Fowler，1935），Bua
Yai（Fowler，1934），Chiang　Mai（Fowler，1934））
　マレー半島（PhunPhin（SuraIThanl）！，KlongBanTokR．（SuratThani）！，PranBuhR・
（HuaHin）！，Tavoy（Day，1878），Tanasserium（Weberand　deBeaulbrt，1916），Tale　Sap
（Smith，1945），Pahang！，Johor！，Pa壌ni　R。（Smith，1945），Malacca（Weberandde　Beaufort，1
916））
　スマトラ（LakePrapat！，Padang（WeberanddeBeaufort，1916），Sdok（Weberalldde
Beaufort，1916），LakeSingkarah（WeberanddeBeaufort，1916），LakeManin⑫u（Weberand
deBeaufort，1916），Pati　Bubur（WeberanddeBeaufort，1916），UraR．（Weberandde
Beaufort，1916），KamparR（WeberanddeBeaufort，1916），KwatanR．（Weberandde
Beaufort，1916），LangkatR．（WeberanddeBeaulbrt，1916），Danau　Sialong　lotong（Weber
anddeBeaufort，1916），P＆lembang（WeberanddeBeaufort，1916），Lahat（Weberandde
Beaufort，1916），PengabuangR（WeberanddeBeaufort，1916），功ambi（Weberand　de
Beaufort，1916），Deli（WeberanddeBeau50rt，1916））
　ボルネオ（サラワク：Tutoh　R．！，BuruneH，Seminis（WeberanddeBeaufo「t，1916），
DanauSriang（WeberanddeBeaufort，1916），BaramRiver（WeberanddeBeaufort，1916）；
西カリマンタン：KapuasR．（Rober的，1989）1南カリマンタン：BaritoR（Weberandde
Beaufort，1916）；東カリマンタン：MahakamR．（WeberanddeBeaufo托，1916））
　ジヤワ島（Buitenzorg！，Batav玉＆（WeberanddeBeaufort，1916），Tjibiliong（Weberandde
Beaufort，1916）lTjampea（WeberanddeBeaufort，1916），Buitenzorg（Weberandde
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Beaufort，1916），Pondokgedeh（Weberand　deBeaufort，1916），LakeKamoのing（Weberalld
．deBeaufo質，1916），Gamt（WeberanddeBeaufort，1916），LakeBagend紅（Weberandde
Beau50rt，1916），Serogal（WeberanddeBe＆ufort，1916），Parongkalong（Weberandde
Beaufort，1916），Pandjallu（WeberanddeBeaufort，1916），Ngawi（Weberandde　Beauωr巳，19
16），Surabaya（WeberanddeBeaufort，1916），Grati（WeberanddeBeaufort，1916），Lesti
（WeberanddeBeaufort，1916），Kedlri（WeberanddeBe＆ufort，1916）
備考
　伽η脚臨灘σηゆ’伽αは撫〃ψ伽属の中で最も広い分布域を示し，インドシナ半
島，マレー半島，スマトラ，ボルネオ，ジャワと本属の分布域のほぼ全域に分布す
る．しかし，ボルネオ島では，E．s砂伽αが分布する北ボルネオ地域には分布しない
（lngerandChin，1962）．
　∫如柳α’αn厩croJεp‘吻∫αの原記載者の扱いには，Kuhlandv＆nHasselt〃1vanHasse監t（18
23）とする考え（Smith，19451Kottelat，1987）とValenciemes’πCuvierandValenciennes（
1842）とする考え（WeberanddeBeaufort，1926；RoberIs，1989，1993など）がある．こ
れについても，属の記載者の扱いと同様の理由でKuhlandvanHassdt’nvanHasselt（1
823）とするのが妥当であると考えられる，したがって，本種の模式標本はRMNH25
18となる（Kottelat，1987）．
　本種と漁1脚」αわ〃1鷹κ」伽，Esのαnαは，亜種関係にあるとされてきた（lngerand
Chin，1962）．しかし，本研究では，斑紋パターンと計数形質により両種は明らかに
識別できるので，それぞれ独立した種として扱うこととした（Es砂伽αの記載を参
照）。
　伽ψ伽1nα6〆oJ印’40砿のシノニムには，WeberallddeBeaulbrt（1916）がシノニムと
したBα7加shα即ραJv＆rひ伽6如‘αPopta，1905（Fig．1－22a）とT＆lw＆randJhingran（1991）
がシノニムとしたBα伽s　h研脚’o’48s　Vinciguerra，1890（Fig，1－22b）の2種がある．こ
こでは，それそれのシノニムに対してその妥当性を検討した．
　Bα7加5hのnp認var．わ惚s伽忽の計数形質をT＆ble1－12に示す．しかし，唯一の標本で
あるタイプ標本は，口を大きく開いているので計量形質は正確には計れなかった．
これらの数値を且〃耽〆o妙’40臨のものと比較してみると，前者の数値は全て後者の
値の範囲に含まれた。また，B．加n脚’var．伽5c如’αの標本の斑紋パターンの特徴は
　背鰭起点から下方向に伸びる横帯，尾柄部にかなり薄い斑紋，尾鰭上下葉に明瞭
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な黒色縁があることである．これらの斑紋のうち，尾柄部に見られた斑紋を除く他
の斑紋（背鰭起点下と尾鰭の斑紋）は，且n躍α01吻40’αのものと一致する．B．
伽脚1vaLわ伽c’伽に見られた尾柄部の斑紋は，飽”脚如属の他の種類に見られる尾
柄部の斑紋に比較して，かなり薄いものである．また，通常且’照c70匂聯oごαの成魚
は尾柄部に斑紋をもたないが，幼魚期には尾柄部に明瞭な斑紋をもち，この斑紋は
成長にともなって徐々に薄くなりやがて消失する．したがって，この斑紋はWeber
anddeBeaufort（1916）が指摘したように，且’nαc70妙i‘ozαの幼魚期に見られた斑紋が
，消失せずに，痕跡的に残ったものであると考えるのが妥当である．以上のことか
ら，B・加即αJvaLわ鄭c’伽をE〃耽70」叩∫40’αのジュニアシノニムとするのは妥当で
あると考えられる．
　Bα7加s加n3ρα10’48sの測定値をTables　H3，1－14に示す．これらの値を肋14，‘」毎属
魚類のものと比較すると，B．加1ηpα10’d6sの頭長（標準体長の22．0－26．0％）は，
撫卿面属魚類（28．8－36．4％）と比較して明らかに小さい．さらに枷塑伽属魚類の
前脊推骨数は30であるのに対して，B．1’α〃脚10i‘8sの脊椎骨数は36で，また，召．
1翅塑α碗d8sの口裂は眼窩前縁の垂線に達さず，口は吻端の下方部に位置する．これ
らの特徴は，撫塑磁　属魚類とは明らかに異なるものである．したがって，Bα7加5
1卿1脚10i46sは勲”ψ伽属とは異なる属に含まれる魚類であると考えられる．
Rainboth（1981）とKotIelat（1989）は，Bσ7加s加〃脚’oi48sをPo70pμn1’μ5属に含め，
Rainboth（1981）はPo70P麗’1磁s属の定義に，2対のひげの存在を含めている．しかし
，B．11α’塑αJo’48sの原記載（Vinciguerra，1889）ではひげはないと記載され，今回観察
した標本ではNSMT－P36115には口角部に短い1対のひげが観察されたが，他の標本
ではひげは見られなかった．また，Po1ηpμ〃1’1∬属の模式種である　1b〆opμ12’i”s
1砂η1姓〃i　Sm油，1931（UMMZ219118）と本種を詳細に比較したところ，前者は下顎先
端部に角質縁を備えないが，後者は発達した角質縁を備える等，口の構造に違いが
見られた．このことから，本種をPorOP泥π伽S属に含めることに対しても疑問がもた
れる．
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Table1・11．Molphometric　cha■acters　or　Hα“ψα」α1nααoJ叩搦o夢α
Rallge Meall　n
S｛㎝dard　length（m1）
In％of　stand出rd　leng出：
Head　leng出
Head　depUI　at　occiPut
Head　width
Bodydepth
Bodywid垂h
Caudal　peduncle　length
Caudal　peduncle　dep廿1
Predors撮len帥
Preanal　length
Prepectral　leng1h
Prepelv孟c蓋el19重h
Length　of　last　s童mple　dorsal　ray
L£ngth　of　dorsal　fin　base
I、£ngth　of　last　simple　anal　ray
I£ng垂h　of　anal　fin　base
I）ectoral　nn　Iengt董1
Pdv玉c　f孟獄length
UPper　lobe　leng山of　caudal盤n
Lower　lobe　lengほ｝of　cauda霊fin
6夏．9　　244．6
30．3
18．5
14．7
28．7
14．3
16。7
12．7
53．1
73．2
27．9
51．2
20．9
14．5
14．4
9．2
17．4
16．2
31．2
26．8
34．3
22．3
18。0
34．4
17．7
20．4
14．3
55．9
77，7
33．2
55，3
24．1
17．6
17．0
10．7
20．7
18．1
34．2
32．6
15
32．015
20．515
16．514
31．013
15．7　6
18，315
13．415
54．715
75．115
30、715
52、815
22．514
16．115
15．715
10．014
18．915
17．015
32。614
30。613
Ileadleng｛h（mm）
In％ofkeadlengt鉦：
Snout　leng血
Orbit　di＆meter
PostOfb童taUength
Imerorbital　width
h1％of　orbit　diameter：
Leng出of　nlaxillary　barbe1
20．0
32．0
17．9
41．2
28．5
75．0
36．9
27．6
55．3
35．3
70，2　　101。3
35．2
22．6
48．1
32．1
15
15
15
5
5
87．815
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Table l- 12. Meristic characters of Barbus hampal var. blfasciatus and Hampala macrolepidota 
Barbus hampal var. blfasciatus H. wacrolepidota 
Range n 
Simple dorsal rays 
Simple anal rays 
Branched anal rays 
Total lateral line scales 
Predorsal scales 
Scales above lateral line to dorsal origin 
Scales below lateral line to anai origin 
Circumpeduilcular scales 
Total gill rakers 
Pores of infraotrbital canal on lachrmal 
4 
3 
16 
27 
10 
4. 5 
~- .5 
12 
ll 
6 
4 
13 
27 
9 
3 
4. 5 
3,5 
12 
9 
5 
5 
16 
30 
ll 
4.5 
ll 
8 
38 
38 
38 
38 
38 
38 
37 
37 
37 
38 
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Table 1-13. Meristic characters of Barbus ha,npaloides 
Counts Mean n 
Simple dorsal rays 
Brattched dorsal rays 
Simple anal rays 
Branched anal rays 
Total pectral rays 
Total pelvic rays 
Lateral line scales 
Scales on caudal fin 
Total lateral line scales 
Predorsal scales 
Scales above lateral line to dorsai origin 
Scales below lateral line to anal origin 
Scales below lateral line to pelvic insertion 
Circumpeduncular scales 
Abdorminal vertebrae 
Caudal vertebrae 
Totai vertebrae 
4(3) 
8(3) 
3(3) 
5(3) 
14( I ), 1 6(2) 
9(3) 
29(2), 31(1) 
2(3) 
31(2), 33(1) 
lO(1), 11(2) 
5. 5(3) 
3.5(2), 4.5(1) 
2. 5(3)
1 4(3 ) 
1 9(3) 
1 8(3) 
37(3) 
4. O 
8.0 
3.0 
5.0 
15.3 
9.0 
29.7 
2.0 
3 1 .3 
10.7 
5.5 
3.8 
2.5 
1 4. O 
19.0 
l 8.0 
37.0 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
~3 
3 
3 
3 
3 
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Table1・14Mo【phometric　cha控’actei厚s　of召σめ硲h佛pαJo’485
Range Meal1N
Standard　length（mm）
In％of　standard　length：
Headiength
Head　depth　at　occiput
Head　width
Body　deptね
Body　width
Caudal　pedunc誕e蓋ength
Cauda［peduncle　depth
Predofsal　lel19しh
PreanaUength
Pfepectra月ength
Prepelvic　length
Length　of　last　s孟mple　dorsal　ray
Len3thofdorsalfinbase
Length　of　last　si田ple　anal　ray
Length　of　anal　fin　base
Pecξoralfilllengdl
Pelvic　fin亘ength
UpPer　lobe　length　of　caudal　fin
Lower　lobe夏ength　of　caudal　fin
51．3
22．O
l8．1
13．1
28．2
13．8
17．7
玉1．6
50．3
74．3
23．4
50．4
21。6
15．1
16．9
8．7
19．0
17．1
30．1
29．0
129．6
26．0
20．3
14．8
33．7
15．9
19．4
12．6
52．9
76．8
28．5
54、5
23．6
16．1
18．0
9．6
1．9、9
18．7
32．6
31，5
24．6
19．4
14．0
30．7
14．9
18．8
12。3
51．7
75。6
26．3
52．6
22．4
15．7
17．3
9．2
19．6
18．0
31．4
30．5
3
3
3
3
3
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
2
3
Head蓋ength（mm）
ln％ofheadlellgth：
Sllout　lellgth
Orbit　diameter
Postorbital星ength
I皿terQrb貧a蓋width
13．2
37．9
27．0
39．4
35．6
28．6
40．7
31．1
43．9
39，5
39．0
28．8
41．9
37．5
3
3
3
3
3
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Fig. 1-17. Hampala macrol ep iclo fu . NSMT-P 35892 ( I 14.0 mm SL) 
Fig. 1-18. Cephalic lateral line system in Halnpala lnacrolepidota, 
NSMT-P 35849 (127.0 mm SL) 
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Fig・1－19。ん勉〃z／）α∠α規αcノ殉o／ピ／）1‘／0！‘1，Above、ZRC　I4279－14283（15．O
mm　SL）l　middle，ZRC　l4279－14283（30．4mm　SL）l　below，
NSMT－P36114（52．O　mm　SL）．
Fig．
mm
1働20。H‘〃n／フ‘4‘〃ηαcヂo！ど／フ14θ／‘1．Above、NSMT－P35900（6Lg
SL）l　below，IBRP4643（83．8mm　SL）．
10' 
O' 
10' 
Fig. 1-21. 
e: 
IL: 
l 10' 
Geographic diStributiO11 Of Halnpala /nacrolepidota. 
examined specimens. 
cited from Day ( 1878), Weber and de Beaufort (191 6), 
Pellegrin and Fang (1940), Fo~vlcr (1934, 1935, 1937). Smith (1945), 
Taki (1974), Kottelat ( 1985) imd lvlai and Nguyen ( 1988). 
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Fig・1・22．Above，、8α1加5／～‘〃ノz／フ（1／var．／フ伽ぎご1‘雁、RMNH7612
（Holotype）l　below、8‘〃’／フz1、～／7（槻P（！／o！‘／ご、～、NSMT－P36115（36U5
mm　SL）．
1章　Hamp紐a属魚類の記載
1－4－6　H研πPαZα舐みαπα　lnger3nd　Chin，1962
　　　　　　　　　　　　　F孟gs．1－23，1－24
飾11脚1α〃罵70」εp’406αsαわαnαInger＆ndChin，1962（模式産地Kinab＆俄ngan河）
観察標本
　　FMNH44729（Paratype），12個体，24。0－143．6mm　SL，North　Bomeo，East　Coast
Resldency，Kinabatangan，Near　mouth　ofKretam　Kechil　River，BukitKre田m　camp，Gaga
拠verl　FMNH51577（Paratype），2，1009－102．5，North　Bomeo，E郎tCoast　Residellcy，
Sandakan，SapagayaForestReserve，tributaryofSapagayaRiverl　FMNH51578（Paratype），2
1，23．1－126．0，North　Bomeo，East　Coast　Residence，Kinabata鷺gan，SE　elld　of　Dewhrst　Bay，
West　ForkofG司a　Riverl　FMNH51579（Paratype），20f4，7L3－102．0，NorthBomeo，East
Coast　Residency，Kinabatangan，Trib．ofLittleKretam　Rlver（Sungai　G司a）；FMNH51580
（Paratype），40f6，59ユ414．7，NQr街Bomeo，舳t　Coast　Residency，Sandakan，Sapag＆y＆
ForestReserve，tributary　ofSapagayaRiverl　FMNH51582（Paratype），400f71，22。6－215．8，
NorthBomeo，E細tCoastResidency，Kinabatangal1，SEendofDewhurstBay，WestForkof
G勾aRiverlmmediately　above　rapidsl　FMNH68219（Paratype），6，53。0－133。7，NorIh
Bomeo，East　Coast　Residency，Kinaba俄ngan，Deramakot　Camp．Deramakot，翻l　stream，
below　wate1ねlll　FMNH68222（Pafatype），1，982，Nofth　Bomeo，Kimba磁gan，Deram＆kot
Camp，hill　stream，pooll　FMNH68223（Paratype），4，63。O－126。6，North　Bomeo，East　Coast
Residency，Kinaba田n8an，Deramakot　Camp，in　hm　stream．
標徴形質
　本種は以下の形質の組み合わせで他種と区別できる：体側には背鰭基底から下方
に伸びる逆三角形状の鞍掛け斑がある．尾鰭葉上下端は明瞭な黒色バンドで縁取ら
れる．全側線鱗数は29－33。
記載
　測定した全ての計量形質，計数形質はTables1－15，1－16に示す．
　背鰭鰭条数は3．4／8，磐鰭鰭条数は3／5，胸鰭鰭条数は14－16，腹鰭鰭条数は9
側線鱗数は27－30＋1．3＝29．33，背鰭前方鱗数は8－11，背鰭起点から側線の間
の鱗数は45－5．5，轡鰭起点から側線の間の鱗数は3．5－4．5，腹鰭起点から側線の間
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の鱗数は2．5，尾柄周囲鱗数は12－16．
　体は側面から見るとやや伸長した卵形で，体高は背鰭の基部で最も高く，この場
所の体高は体長の25．1－31．3％．体は側扁し，体幅は体長の13．1－17．5％．背鰭起点
は体のほぼ中央部に位置し，背鰭前方長は体長の5L3－56．3％．腹鰭起点は背鰭基
起点からの垂線のわずかに後方に位置し，腹鰭前方長は体長の49．5－55．4％．
　頭部は大きく，頭長は体長の30．0－34。5％，頭高は体長の18．3－21．7％．吻は長く
，吻端は尖り，吻長は頭長の27．0－37．0％．吻部は鼻孔付近でやや窪む．吻端中央
部に口が位置する．口は大きく，口裂は眼窩前縁からの垂線に達する．目は頭部上
半部に位置し，眼径は頭長の17．9－23．3％．眼窩後縁が頭部のほほ中央部に位置す
る．口角部には1対のよく発達したひげがあり，その長さは眼径の84．5－130．9％．
　頭部には，よく発達した頭部感覚管がある（Fig．L24）．眼上管，眼下管，前鰐
蓋管，下顎管，上側頭管は互いに接続する．眼下管の前端部の鼻骨上での開口数は
前端と後端の開口部を含め3．眼上管の前から5番目の開口部は感覚管に直接開口し
，7番目の開口部は後方に長く伸びた枝の先端部に開口する．眼下管の涙骨上での開
口数は6－7で，第2眼下骨から第5眼下骨上での開口数はほぼ10。
　総細は粗く，先端部は尖り，内側に曲がる。鰐絶数は上枝に1－3，下枝に6－9，全
鯉絶数は8．1L
体色
　成長にともなう斑紋パターンの変化
　20・4mm　SL（FMNH51582－38，Fig．1－25）：この標本は観察した中で最小のものであ
る．背鰭基点から腹鰭基点付近まで延びるバンドがある．背鰭前縁下方部は黒く縁
取られ，この黒縁は背鰭基点から下方部に延びるバンドにつながっている．留鰭基
部に黒色部がある．尾鰭には，上葉を支える鰭条と下葉を支える鰭条の基部にそれ
ぞれ円形の黒斑がある．
　32，7mm　SL（FMNH51582－15，Fig．1－25）：前段階に見られなかった，比較的大きな
色素胞の集まりが，眼窩下方部に出現した．尾鰭条基部の斑紋は消失した．
　36．2mmSL（FMNH51578－19，Fig．1－25）：眼窩下方部に見られた色素胞は消失した
　背鰭前縁部と尾鰭葉上下端に薄く黒色バンドが出現した．他の斑紋は，前段階に
ものとほとんど変化していない．
　4Lg　mm　SL（FMNH51582－17，Fig。1－26）：轡鰭基部の色素は消失した．背鰭前縁
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部と尾鰭葉上下端の黒色バンドは明瞭になった．
　52．8mm　SL（FMNH51578－15，Fig．1－26）：背鰭基点から延びたバンドは，後方に太
くなり，ほぼ背鰭基底部全体から延びるようになった．背鰭前縁部と尾鰭葉上下端
の黒色バンドは濃くなった．したがって，斑紋パターンは成魚のものとほぼ同じ状
態になった．
　成魚の色彩
　生時の体色は，不明．
　アルコール保存標本の体色は，側線より上方部でやや濃い色彩を示すが，全体的
に均一な薄茶色を示す．腹部を除いた鱗の基底は，やや濃い色彩を示す．体側には
背鰭基底から下方に伸びる逆三角形状の鞍掛けがある、この斑紋は，ほぼ前方から
10番目，11番目，12番目の側線鱗を横切る．全ての鰭は均一な薄茶色を呈するが，
背鰭の前縁部は黒く，尾鰭葉上下縁は明瞭な黒色バンドで縁取られる．
分布（Fig．1－27）
　北ボルネオ（Kinabatangan；KretamKechllR．！，G句aR。！，Deramakod，Lamang（hlger
and　Chin，1962），P重nang　R．（lngerand　Chin，1962）；Sandakan：Sapagaya　R．！）
備考
　本種は北ボルネオのKinabatangan河周辺にのみ分布する．
　本種は，IngeralldChin（1952）により，E〃～αc70妙ido’αの亜種として記載された
（乱1η．1nα℃70＠∫401αs．str．，Eln．〃〃mcμ’α1α，E〃～．5砂侃α）が，近年，Robe醜（1989
）は，且〃鷹70」《ρ∫40’αとEわ〃12αc麗伽αをそれぞれ種のレベルで扱かっているが，Chin
（1990）は，依然として，以5のα源を且〃鷹70’8p’401αの亜種として扱っている．
KottelatandWhi“en（1993）は，特に理由を付けずE3砂αnαを且わ〃澱cμ伽αのジュニア
シノニムとした．このように，且加照c蘇1α如，κ’澱cro♂ε穿4αα，κ5の侃αの分類学的
地位は曖昧なままであった．しかし，本研究での斑紋パターンと計量形質の比較に
基づき，これら3種の分類学的地位を検討したところ，以下の様な結果が得られ，
それぞれ3種を種のレベルで扱うことが妥当であると判断された．
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（1）斑紋パターンの比較
　a．幼魚の斑紋パターン
　幼魚の特徴的な斑紋は，眼下域，躯幹部鰐蓋後方部，背鰭起点下方部，尾柄部に
見られた（Fig．1－19，25）．
　眼下域に見られた斑紋は，やや大きな黒色素胞が集まることで形成され，眼窩下
縁部から下方向に延びるバンド状のものである．これは乱3砂α照，且わ〃照cμ伽α，
且’π甜確μ4磁の3種でほぼ同じ形状を示した・
　躯幹部鰐蓋後方部の斑紋は，後側頭部から鰐裂を縁取り，胸鰭起点やや上方まで
延びるバンド状のもので，E磁c70勿～40如のみに見られた．
　尾柄部の斑紋は，左右の斑紋が背面で接続し，尾柄部に鞍掛け状に位置するもの
で，Eわ珈αα4餓αとH1照c70妙’40諺αに見られた．E舐bα澱の尾柄部には，斑紋は見
られなかった．
　b．成魚の斑紋パターン
　成魚の特徴的な斑紋は，背鰭下方部と尾柄部に見られた（Fig。H7，23）。
　撫柳α1α5のα照と且加n㏄漁忽の背鰭下方に見られた斑紋は，背鰭基底から下方
向に延びる逆三角形状の太いバンドであった．亙〃’αc70勿∫401αの背鰭下方に見られ
た斑紋は，背鰭起点から腹鰭挿入部まで鉛直に延びる比較的細いバンドであった．
　尾柄部の斑紋は，背面で左右のものがつながった鞍掛け状のものが且わ加αc泥1α’α
のみで見られ，且S砂αnαと且11耀70妙’ぜ0臨の尾柄部には斑紋は見られなかった．
　以上の幼魚と成魚の斑紋パターンをまとめるとTable．1－17のようになり，E．
sのの協，Eわ〃n㏄泥伽α，乱〃鷹701印’40’αの3種は斑紋パターンにより明確に識別する
ことが出来た．
（2）計数形質の比較
　以下の19計数形質について，且s砂α照，Eわ加αα4伽α，E〃鷹70妙’40‘αの間で比
較した．それぞれの種間の比較にはDumlsmu蓋tiplecomparisonを用いた．
　a．各計量形質の比較
　背鰭不分枝軟条数（Table1－18a）：∫如7脚♂αsα伽13αの背鰭不分枝軟条数の範囲は3
－4本で，En1αc70妙’40‘αの背鰭不分枝軟条数の範囲は4－5本と範囲には差異が見
られたが，両者ともほとんどの個体の背鰭不分枝軟条数は4本であった（それぞれ
，96。2％，89．5％）、一方，Eわi，nαcμ1磁の背鰭不分枝軟条数の範囲は3－5本と前2
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種両方の範囲を含むが，4本と5本の個体がほぼ同数見られた（それぞれ58．1％，4
3．8％）。Dunn冒smultiplecomparisonによると，乱わ〃17α℃認α忽とElnπc〆oZ叩∫401α，H，
肋照κ㎞と且sα加nαの間に有意水準0．05で有意な差が認められた．
　背鰭分枝軟条数（Table148b）：背鰭分枝軟条数は，Hls砂αnα，乱肋澱α4伽α，
E灘αo妙ご40’α　とも全ての個体で8本であった．
　轡鰭不分枝軟条数（Table　l－18c）：撫n脚」α5⑳α”αとE’”αc70」εp’40fαの轡鰭不分
枝軟条数は全ての個体で3本であったが，且肋1鷹麗伽αのみが2－4本の範囲をもち
，4本が全体の60．3％と最も多い割合であった．Dunl1’smultip丑ecomparisonによると，
且加照℃μ伽αとEn観c70」8p’40’α，且わ〃澱c泥1α∫αと且5のα灘の閲に有意水準0、05で有
意な差が認められた．
　轡鰭分枝軟条数（Table1－18d）：轡鰭分枝軟条数は，Es砂伽α，且玩〃鷹〃1α∫α，
E灘c70」顔αo厩とも全ての個体で5本であった．
　胸鰭全鰭条数（Table1－18e）：胸鰭全鰭条数の範囲は，珈1脚如sのα’κ1で14－16
本，且伽1αc那伽αで15－17本，E〃礁■o妙’401αで14－17本であり，3種の値は重
なっていた．しかし，それそれの平均値を比較してみると，且s砂例αの平均値は，
14．9本であったのに対し，乱わ〃nαc麗伽αと且〃鷹70妙i40’αの胸鰭全鰭条数の平均値
はそれそれ16。2本と16．0本で，17本の個体もそれぞれ348％と26．3％とかなりの頻
度で見られた．Dunn蟹smuRiplecomparisonによると，E伽3㏄泥伽αと且sのα照，H．
1n脱70妙∫届o’αと乱s砂α’～αの間に有意水準0．05で有意な差が認められた・
　腹鰭全鰭条数（Table1－18f）1胸鰭全鰭条数は，且sα加’3α，且伽nαα4」‘πα，11．
〃罵zo勿’伽α　とも全ての個体で9本であった。
　側線鱗数（Table1－19a）：撫’脚」αわ’n鷹泥Zα1αと且〃概70’甲’40’αの側線鱗数は，そ
れぞれ23．28枚（平均値25．5枚〉，24－27枚（平均値25．8枚）で，ほぼ同じ値で
あった。しかし，且s砂α11αの側線鱗数は27－30枚（平均値28．3枚）で，前2種と範
囲には若干の重なりは見られるが，前2種より明らかに多かった．Dunn響smultiple
comparisonによると，H．加nαα41α’αと1i〃～αc〆016p’401‘’，且わ〃n㏄認磁αとEs砂α澱の
間に有意水準0．05で有意な差が認められた．
　尾鰭基部上の鱗数（Table1－19b）：E加11αα41α1αと冠1襯c701ゆ’40如の尾鰭基部上
の鱗数の範囲は，2－3枚で両者とも2枚の個体がそれぞれ79．2％，7L4％と最も多
かった。しかし，E5α加灘の尾鰭基部上の鱗数の範囲は1－3枚で，前2種と重なって
いるが，3枚の個体が全体の54．3％で最も多かった．Dum『smultiplecomparlsonによる
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と，且ひ加ααμα’αと且sのα1～αの間に有意水準0．05で有意な差が認められた．
　全側線鱗数（Tab萱e1－19c〉：歯刀1ραZαわ〃11α6泥！α1αの全側線鱗数の範囲は25－30枚，
E1紹c701叩’40’αの範囲は27－30枚と，前者には後者に見られない25枚と26枚の個体
を含んでるが，後者は前者の範囲に全て含まれ，両種とも28枚の個体がそれぞれ5
2．8％，54，3％と最も多く，平均値もそれそれ，27．7枚，28．1枚と全側線鱗数はほぼ等
しかった．しかし，Esの研σの全側線鱗数は29－33枚（平均値30．9枚）で，範囲は
前2種と一部重なるが，前2種よりも明らかに多かった．Dum暫smultip蓋ecomp＆rison
によると乱わ加UCμ妬αと且Sα加照，En1αcro1ゆ’40厩とκSのαnαの間に有意水準
0．05で有意な差が認められた．
　背鰭前方鱗数（Table1－19d）：背鰭前方鱗数の範囲は，且sのαπαで8－11枚，H．
み〃1観α4㎞、で9－11枚，且’澱6701叩～40’αで9－11枚で，乱5のα11αに他の2種では見ら
れない8枚の個体があったが，それぞれの範囲はほぼ重なり合っている．しかし，
それぞれの頻度を比較してみると，Es訪α13αとπわ〃nαα雌αでは，10枚の個体の頻
度がそれぞれ56．6％，57．1％と最も多かったが，9枚の個体もそれぞれ35．5％，3
8．6％とかなりの頻度で見られた．しかし，κ〃鷹1η1曜40’αでは，ほとんど全ての個
体の背鰭前方鱗数は10枚（86．8％）であった．Dum’smultiplecomparisonによると，
これら3種の値の間には有意水準0．05で有意な差は認められなかった．
　背鰭起点と側線の間の鱗数（Table1－20e）：頚〃塑面sのαnαとEわ〃1zαc麗1α’αの背鰭
起点と側線の間の鱗数の範囲は両者とも4．5－5．5枚であったが，前者は4．5枚と5。5枚
がそれぞれ55．3％，44．7％とほぼ同数であったのに対し，後者ではほとんどの個体
（98．6％）の鱗数は4．5枚であった．E〃四c701《ρ’Jo’σの背鰭起点と側線の間の鱗数に
は変異はなく，全ての個体で4．5枚であった．Dunn’smultiplecomparisonによると，
Eわ〃ηαα41α‘αとE5の侃α，Hllnαc70’61フi40’αと且sα加澱の間に有意水準o．05で有意
な差が認められた．
　轡鰭の起点と側線の間の鱗数（Table1－19f）：轡鰭の起点と側線の間の鱗数の変
異は鉱sのα，1α，Eわ加㏄麗伽α，Eη～α670」8p’40置αの全てで3。5－4．5枚であったが，H。
sα伽掘では，3．5枚と4．5枚がそれぞれ42．9％と57．1％とほぼ同数であったが，H．
伽嬬吻如とE灘c70’8p∫40’αでは，轡鰭の起点と側線の間の鱗数は35枚に扁ってい
た（それぞれ9L8％，8L1％）．Dunn聲smultiplecomparisonによると，且わ〃”αα4醜αと
且sのonα，E’11㏄70」叩∫401αとE　s砂研αの間に有意水準0．05で有意な差が認められ
た．
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　腹鰭の挿入部と側線の間の鱗数（Table1－199）：腹鰭の挿入部と側線の間の鱗数
は，E加nαα‘伽αとEn鷹■oZ8Pご40薦で，3．5枚の個体も若干見られた（それぞれ
2．7％，7．9％）が，3種ともほとんど全ての個体で，腹鰭の挿入部と側線の間の鱗数
は2．5枚であった（且s砂伽α，100％1且加nαcμ1α1α，97．3％1且〃雄c70Z8P如o！＆，92．1％）。
Dunnlsmultiplecomparisonによると，これら3種の値の間には有意水準0、05で有意な
差は認められなかった．
　尾柄周囲鱗数（Table1－19h）：飾1ηρα」α伽nαc泥妬αと且n昭c70ゆ’40砿の尾柄周囲
鱗数は全ての個体で12枚であったが，乱5α加13αのみが12－16枚と尾柄周囲鱗数に変
異を示し，14枚の個体が40．8％と最も多かった．Dum『smultiplecomparisonによると
，乱加nαα4鰯αと且sα加nα，且〃3αc声oJ叩’40’αとEsαわα’～αの間に有意水準0．05で有
意な差が認められた．
　第1鯉弓上枝の鯉絶数（Table1－20a）：撫1脚’αsαひ伽αとEわ〃1，αcκ如αの第1鯉
弓上枝の鯉絶数の範囲は両者とも1－3本で，2本のものがそれぞれ77．6％と84．6％で
最も多かった．しかし，且”1αc70’εp’40’αの第1鰐弓上枝の鰐絶数の範囲は1－2本で
，1本のものが　67．6％と高い値を示した．Dunn’smultiplecomparisonによると，H。
伽2鷹吻厩と丑111αcrol碗40厩，E’nα61η妙140’αとE5砂αnαの間に有意水準0．05で有
意な差が認められた．
　第1鯉弓下枝の鯉絶数（Table1－20b）：第1鰐弓下枝の鰐絶は，H．sα加’～αの6－9
本（平均・7．4本）が最も少なく，且“，α670妙i40’αの8－9本（平均85本），H．
わ〃n鷹吻醜の8－13本（平均10．1本）の順に多かった．Dunnlsmul“plecomparisonによ
ると，3種の間全てに有意水準0．05で有意な差が認められた．
第1鯉弓の全鰹絶数（Tablel．20c）：全鰐絶数は，乱s‘めαnαの8－11本（平均9．3
本）が最も少なく，且〃～㏄70’叩’Jo’αの9－11本（平均98本），且ゐ〃〃αα4伽αの10－1
5本（平均12．1本）の順に多かった．Dunn響smultiplecomp＆rlsonによると，11．
伽3鷹ぬ如とE1ηαc70’8ρ’401α，且わ加αc“1α’αとEsα加照の間に有意水準0．05で有意
な差が認められた．
　腹椎数（Table　l－21a）：撫11ρα’αsα加澱，且伽3αcκ伽α，乱〃～αc～018P’げo’αとも腹椎
数の範囲は1748個で，ほとんどの個体は17個であった（それぞれ98．7％，96．9％，9
5。0％〉．Dunn層smultiplecomparisonによると，これら3種の値の間には有意水準0。05
で有意な差は認められなかった．
　尾椎数（T＆ble1－21b）：飾〃1ρα」α〃’〃1αcμ‘α1αの尾椎数の範囲は12－13個，H．
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膿σoZεP∫40’αの尾椎数の範囲は12－15個であり，範囲には若干の差異が見られたがほ
．とんどの個体で13個であった（それぞれ95．3％と90．0％）．且s砂伽αには腹椎骨数に
変異は見られず全ての個体で13個であった．Dunn’smukip霊ecomparisonによると，こ
れら3種の値の間には有意水準0．05で有意な差は認められなかった．
　全脊椎骨数（Table1－21c）：全脊椎骨数の範囲には若干の差異が見られたが，H．
5α加’鵡乱わ伽αc薩’磁α，且”1αc70∫8ρ’40‘αの全てで，全脊椎骨数が30個の個体がほとん
どであった（それぞれ98．7％，95．3％，90．0％）．Dunn璽smultiplecomparisonによると
　これら3種の値の間には有意水準0，05で有意な差は認められなかった．
　涙骨上での眼下管の開口数（Table　l－22a）：涙骨上での眼下管の開口数の範囲は
且s砂碗αで6－7個，乱わ加αcμZα‘αで6－8個，E’n‘1c701のdo’αで5－8個で，それぞ
れの範囲の間には大きな重なりが見られた．しかし，且sαわαnαでは6個の個体が9
1．3％と最も多く，且わ〃n㏄μ伽αでは7個の個体が90，9％とほとんどの個体を占め，H．
’n鷹70＠’40’αでは6個の個体と7個の個体がそれぞれ44．7％と同じ頻度で見られた．
Dum’smukiplecomparisonによると，3種の間全てに有意水準0．05で有意な差が認め
られた．
　第2－5眼下骨上での眼下管の開口数（Table1－22b）：第2－5眼下骨上での眼下管
の開口数には種ごとに変異は見られたが，且Sのα照，Eか〃nα副伽，且〃罵70卸∫401α
の全てで，10個の個体がほとんどであった（それぞれ9L3％，83．6％，8L6％）．
Dum響smukiplecomparisonによると，これら3種の値の間には有意水準0．05で有意な
差は認められなかった．
　眼下管の開口数（Table1－22c）1眼下管の開口数の範囲はE5α加1～αで15－18個，
且加παcμ！磁で16－19個，且n鷹70」8p’doごαで15－1g個で，範囲の間には大きな重な
りが見られた．しかし，E5α加照では16個の個体が86。3％と最も多く，H．
伽鷹ぬ如では17個の個体が74．6％とほとんどの個体を占め，乱’7罵ア01εp140’αでは16
個の個体と17個の個体がそれぞれ47．4脆と34．2％と高い頻度で見られた．Dunn・s
mukiplecomparisonによると，Eかi113ααμ厩αと且1nηc701《pi40砿，E加nα℃κ♂αZαと且
s⑳のηの間に有意水準0．05で有意な差が認められた．
b．計数形質の総合的な比較
　E50わ侃α，Hlひi〃3αcμ」備α，E’澱670Z叩∫40’αの間でDunll7smultiplecomparisonにより
差異が認められた背鰭不分枝軟条，轡鰭不分枝軟条数，胸鰭全鰭条数，全側線鱗数
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（縦列鱗数に関連する3種類全てに差異は見られたが，この値を代表とした），背
鰭前方鱗数，背鰭起点と側線の間の鱗数，轡鰭の起点と側線の間の鱗数，尾柄周囲
鱗数，全鯛杷数（鯉絶数に関連する3種類全てに差異は見られたが，この値を代表と
した），涙骨上での眼下管の開口数（眼下管の開口数で見られた差異にはこの部位
での差異が影響していると考えられた）を用いて，主成分分析を行った。
　その結果，第1主成分と第2主成分で全分散の59．4％が示された（Table1－23）．こ
の2主成分により，且5αわ侃α，温わ〃nαα‘∫α！α，且1nαc70勿i40’αはそれぞれ明らかに異
なったグループとして示された（Fig．1－28）．
珈塑α1αわ’1襯c吻砿，E〃嬬70妙ε401α，且5砂研αは，上に示したように斑紋パター
ン，計量形質でそれぞれ明らかに異なる．従って，これら3種は種のレベルで異な
ると判断された．
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Tab童e1・16．Mo胆homethc　characters　of磁〃脚」αsα肱’㌶
Range Mean　n
Sねnd＆rdlen鋲h（㎜）
h1％of　standard　lengd1：
IIead董ength
Head　depUI　at　occiput
IIead　width
Body　depth
Body　wid血
Caudal　peduncle　lellgth
Caudal　peduncle　dep山
Predorsal　length
PreanaUength
Prepec甘aHength
Prepdvic董ength
Length　of　last　simple　d（）rsa嚢my
Leng撫of　dorsal　f霊n　base
Lengdl　of　last　sin1P旦e　allal　ray
Leng重h　of　anal　fin　base
Pector且l　fin　leng血
Pdvic　fin　length
UpPer　lobe　length　of　caudal　fin
Lower　lobe　length　of　c＆tidal　fin
20．4　　133．7
30．0
18．3
14，1
25．1
13．1
15．7
11．4
5L3
71．3
29．1
49．5
20．7
14．蓋
15．2
8．4
18．O
l6．5
28．2
27．8
34．5
21．7
17．5
31．3
17．5
20．5
13．3
56，3
78．0
35．5
55．4
27．0
19．l
l9．8
11．5
2L8
20．3
34．2
35．6
64
32，364
19．864
15，962
28．355
15．028
18．264
12．464
54．464
74．464
3L864
52．362
24．252
15．863
17．859
10．263
20．158
18．562
3L638
3L342
Ileadlength（mm）
h1％ofheadlength：
Snout　length
Orbit　diameter
Pos重orbital　lenglh
Imerorbi伽wid出
h％of　orbit　diallleter二
LengUI　of　lnaxillary　barbel
6，5
27．O
l8．9
40．9
26．0
45．0
37．0
33．3
5LO
31．1
84．5　　130．9
64
34．064
25，564
45．464
28．263
104．647
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Table. 1-17. Color patterns ofHa.,npala sabana. H. bi,nacula-ld and H. macrolepidola 
Young stage Adult stage 
H. saban,a, ~ ~~"-'- ･ 
H. bimaculata .~ IL1't,b... 
H. nlacrolepidota 'a ItC I~.IL..,. 
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Tab且e1－18・Frequencies　of　fin　ray　counts　inπσ〃ψα1α5αわα’2α，H．擁〃2αc躍α‘α　and　HJηαc70’8ρご4∂‘α
　　　　　　　a　Simple　dorsal　rays
Frequency（％） Mean n
H。s⑳α12α
H．わ‘〃3αcμ1α’α
H．脚07018P∫4∂孟α
　　3（3．8），4（96，2）
3（3，1），4（53．1），5（43．8）
　　4（895），5（105）
4．0
4．4
4．1
78
64
38
b。Brallched　dorsal　rays
Frequency（％） Meal1 n
E．5αウα’雄
E．わご“2㏄μ‘α∫α
H．〃観0ノ’0’βρ’吻占α
8（100）
8（100）
8（100）
8．0
8．0
8．0
79
66
38
c．Simple　do【sal　rays
Frequellcy（％） Mean n
∫ノ．5αわのη
κ。～）‘〃aαcμ‘α夢α
H．11雄C7’0’4P’吻轟α
　　　　3（100）
2（1，6），3（38．1），4（60．3）
　　　　3（100）
3．0
3．6
3．0
78
63
38
d．Branched　dorsal　rays
Frequency（％） Mean n
H．5φα照
丹。わかπαo麗‘α‘α
H，〃観07’016P’4∂芸α
5（100）
5（100）
5（100）
5．0
5．0
5．0
79
66
38
e。Tor惚1pectora韮rays
Ffequellcy（％） Mean n
H．s躍）ω雄
E．ひご〃ト2αcμ」α∫α
E．〃雄C7剛0’6P’面孟α
　　　14（20．3），15（73．9），16（5，8）
　　15（13，0），16（52．2），17（348）
14（2、6），15（23．7），16（47．4），17（26．3）
14．9
16．2
16．0
69
69
38
£Totalpelvicrays
Ffequency（％） Mean n
H．5αわα1観
E．わかπαcμ1αfα
E．〃雄Cノ『0‘6P∫40鵡α
9（100）
9（100）
9（100）
9．0
9．0
9．0
77
68
27
76
Tab置e1・19，Frequenciesofscaleco篭mtsi璽沼α〃歪岡α5α伽εα，E，わf脚副伽a垂1dH」’2αc～o吻∫4伽
a愈　L煮tefa正line　s　ca［es
Frequellcy（％） Mean n
H．Sのσηα
H．老）’那αcμ’α‘α
E。’襯Cノ齢0たP’4∂ゑα
　　　　　27（4．2），28（69・0），29（18・3），30（85）
23（L4），24（9．6），25（38・4），26（43・8），27（55），28（1・4）
　　　　　24（2．9），25（31．4），26（48，6），27（17、1）
28．3
5．5
25．8
71
73
35
b．　Scaies　on　cauda豆fin
Frequency（％） Mean n
E、5⑳α1奴
H。わ’醒αcμ’α∫α
H。㎜C70’8ρf4ひ芸α
1（1．4），2（44、3），3（543）
　　2（792），3（20，8）
　　2（7L4），3（28，6）
2．5
2．2
2．3
70
72
35
C．Tota置真ateral置ine　sca墨es
Frequency（％） Mean n
π．5α肱’奴
π．み‘脚α（〕配’α‘α
H．’πα0ノ『01ερ’面芸α
　　29（2，9），30（30，0），31（48，6），32（17．1），33（1，4）
25（1．4），26（6．9），27（27．8），28（52，8），29（8。3），30（2．8）
　　　　27（20，0），28（54．3），29（22．9），30（2．9）
30．9
27．7
28．1
70
72
35
d．　Predorsal　scales
Frequellcy（％） Mea翌1 n
∫ノ。5訪α灘
冴．老）豆〃軍σcμ’0¢α
H。〃2αCノ艦0’8PごdO∫α
8（40），9（35。5），10（56，6），11（4．0）
　　9（38，6），10（57、】），11（4．3）
　　9（7．9），10（86，8），11（5、3）
9．6
9．7
10．0
76
70
38
e・Scalesabovelateral置inetodol’saloIigil1
Frequellcy（％） Meall n
H．5‘めα1協
万．わ’1παc麗」α‘α
H．’παC70’6ρ∫面茜α
4．5（55．3），5．5（44．7）
45（98．6），55（L4）
　　　45（100）
4、9
4．5
4．5
76
73
38
6Scalesbelow蓋ateral正illetoallalorigin
Frequellcy（％） Mean n
H．s⑳α1㎎
H．わゐワ3αc麗’α夢α
∫ノ．η雄C7畠oJ6pf吻∫α
3．5（42．9），4．5（57，1）
3．5（91。8），4．5（82）
35（8L1），4．5（18，9）
4．1
3．6
3，7
77
73
37
9・Sca！es　below　lateral　line　to　pelvlc　insertion
Fτequellcy（％） Mean n
H．5のω罎
E．ε雇〃2αc麗」α∫α
H，〃1αC10’εP∫吻置α
　　　2．5（100）
2．5（973），3．5（2，7）
2．5（92，1），35（7，～））
2．5
2．5
2．6
77
73
38
h．Cifcunlpeduncular　sca璽es
Frequency（％） Mean n
E．5⑳απα
κ．わ∫η2αc疏」α’α
H，〃厩C／018ρぎ面占α
12（L3），13（2・6）、14（40・8）、15（30．3），16（25．0）
　　　　　　　　　　　12（100）
　　　　　　　　　　　12（IOO）
14．8
12．0
12，0
76
73
37
77
T＆b蓋e1－20。Frequencies（〉f　gilI　raker　coullts　in　Hα〃ψα1α5αわαηα，H．わ彦’ησo躍α∫α　and　H，〃2α（）アoεεP’吻芸α
a．Glll　rakers　on　upper　hmb
Frequency（％） Mean n
H．3α加綴
E．b’〃2α6麗’α∫α
E・〃昭Cノ’0’εP’4∂醜
1（14．5），2（77，6），3（7．9〉
1（12．3），2（84．6），3（3．1）
　　1（67．6），2（32．4）
1．9
1．9
1．3
76
65
37
b．Gill　rakers　on　lower　limb
Frequency（％） Mean 匪1
H．5のα即
E．みご’πα6疏’α‘α
〃」雁C1016ρ∫4∂芸σ
　　　　　　6（L3），7（605），8（368），9（1．3）
8（L5），9（23ユ），10（40，0），11（32・3），12（L5），13（】．5）
　　　　　　　　　　8（541），9（46．0）
7．4
10．1
8．5
76
65
37
c・To｛al　gi畳l　rakers
FreqUCllcy Mean n
H．50望）απα
κ．ひま〃9α（丁μ」α6α
H，〃観Cヂ01εP’ゆ0砿
　　　8（9．2），9（55．3），10（30．3），ll（5．3）
10（3，1），11（246），12（40．0），13（30．8），15（1，5）
　　　　　9（35。1），10（51，4），11（13．5）
9．3
12．豊
9．8
76
65
37
78
Table1暁2L　Frequenc重es　of　sca量e　counts　in　Hα〃ψα如5αひα”α，κ．加’παα‘1α∫α　and　H，〃躍clo’β戸40’α
a．　Abdo三’111貢nal　verteb藍一ae
Frequency（％） Mea！1 n
H．5d庭）α’～α
H．わまη3αcμ1α’α
H。〃罎C7嘲0セP∫40‘α
17（98，7），18（1．3）
17（96、9），18（3，1）
17（95，0），18（5、0）
17．0
17．O
i7．1
77
（》4
38
b．Caudal　vertebrae
Frequellcy（％） Mean n
H．sαむα襯
H．み∫η3αcμ’α∫α
E，〃観C1016P’吻‘α
　　　　　13（100）
　　12（4．力，13（95、3）
12（5．0），13（90．0），14（5，0）
13．0
13．0
13．0
77
64
38
c．Total　vertebrae
Frequency（％） Mea11 11
H．sαわ伽α
H．わ”παc麗’α孟α
E。〃奴C7『0‘6ρ∫吻∫α
　　30（98．7），31（L3）
29（3，1），30（95，3），31（1．6）
29（25），30（90。0），31（75）
30．0
30．0
30．1
77
斜
40
79
丁紐ble1－22．Frequenc重es　of　coullts　of　pores　of　infraorbital　canal
　　　　　　　　　　　　　　　　ln梅’η卿α5のα刀α，H．わご〃鷹ぬ∫αandβ。’ηασoゆi40’σ
a．　Pores　of　inrraotrbital　canal　on亜achnllal
Frequellcy（％） Mean n
β。5α～）αnα
E。わ∫〃2αC麗‘α∫α
H・η短C70‘6P∫4∂‘α
　　　　6（91．3），7（8．8）
　　6（5．5），7（90．9），8（3．6）
5（2、6），6（44．7），7（44，7），8（7，9）
6．1
7．0
6．6
80
55
38
b．Pores　of　illfraorbital　canal　on2－5subo直bital　bolle
Frequency（％） Mean n
H．S⑳α砿
1【f．わ”ησcμ’α濫α
β，〃観C〆0’εP∫4∂∫α
9（5．0），10（91．3），11（2．5），12（1．3）
　　10（83．6），11（14．6），12（1．8）
9（10．5），10（81．6），11（53），12（2．6）
10．O
lO．2
10．0
80
55
38
c。　To惚且pores　of　i1猛raorbital　canal
Frequency（％） Mean n
H．Sαわα12α
H．わ∫ηεαc麗」α∫α
E・灘C70‘6ρ∫吻孟α
　　　15（3．8），16（86。3），17（7．5），18（2．5）
　　　16（55），17（74，6），至8（18，2），19（L8）
15（5・3），16（47・4），17（34．2），18（10．5），19（2・6〉
16．l
I7．2
1 ．6
80
55
38
80
Table 1-23. Character loadings on principal components I and II 
Principal Component 
Variable I II 
Simple dorsal rays 
Simple anal rays 
Total pectral rays 
Total lateral line scales 
Predorsal scales 
Scaies above lateral line to dorsal origin 
Scales below lateral iine to anal origin 
Circumpeduncular scales 
Total gill rakers 
Pores of infraotrbital canal on lachrmal 
-0.272 
-0.3 1 7 
-0.337 
O.398 
-0.019 
O. 266 
O. 265 
0.398 
-0.363 
-0.350
0.064 
O.078 
0.060 
-0_006 
0.828 
0.528 
-O. 1 24 
0.026 
0.068 
0.037 
Variance explained 47.6 11.8 
81 
Fig. l -23. Hampa/a sahanu.. FMNH 682 1 9 ( Paratype, l_33.7 mm SL). 
Fig. 1-24. Cephalic lateral line system in Hampalasabana. 
FMNH 51582 (Paratype, 95.2 mm SL). 
83 
Fig．1－25．梅1nρα1α8α加n‘z．Above，FMNH51582（Paratype、20．4
mm　SL）l　middle，FMNH51582（Pa1●atyi）e、32．7mm　SL）l　below，
FMNH51578（Paratype、36．2mm　SL）。
Fig. l-26. Hampalasabanu. Abo¥'e, h~MNH _~~l_582 (Paratype, 41 .9 
mm SL); below, FMNH _5 1 _578 (Paratype, 52.8 mm SL). 
10' 
O' 
1 O' 
1 OO' 1 1 O' 1 20' 
Fig. 1-27. 
e: 
Geographic distribution of Halnpala saban.a 
examined specimens. 
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Fig. 1-28. Separation of Halnpala bimaculata, H. macrolepidota and 
H. sabana in a plot of principal components I and 2 based on the 
10 meristic characters. 
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1章　地1ηpala属魚類の記載
1－4－7　Eα1πPαZα　εα加θ6πθπ5∫5　Doi　and　Taki，1994
　　　　　　　　　　Figs．1－29，1－30
Hαn脚∫αsαJwε8nε｝”’s　Doi　andT＆ki，1994：405（模式産地P＆i河，
　Salween河水系）
観察標本
　NSMT－P35838（Holotype），1個体，200．6mm　SL，MaeSurinRiver（abranchofthe
MaePai　River），atBanHuei　Phan，MaeHongSon，Thailandl　NSMT－P35839（Paratype），1，1
27．6，Mae　Surin　River（a　branch　ofthe　Mae　Pai　River），at　Ban　Huei　Phall，Mae　Hong　Sol1，
Th＆ilandlKUMF2959（Paratype），1，197．6，MaeP＆i　River，nearMaeHongSonFisheries
Station，MaeHong　Son，Thailandl　NSMT－P35946，1，66．4，Mae　Nam　Pai　River，MaeHong
Son，Thalland（Salween　B鎚in）；USNM191470，2，113．7－123．4，Nam　Pang　River（Salween
drainage），atKunhing，Mong　Nawng，Burma．
標徴形質
本種は以下の形質の組み合わせで他種とし区別できる：体側には，背鰭起、点下側
線上と尾柄部側線上に計2つのやや大きな円形の黒色斑がある．尾鰭葉上下端は明
瞭な黒色バンドで縁取られる．全側線鱗数は26－27．
記載
測定した全ての計量形質，計数形質はTables1－24，1－25に示す．
背鰭鰭条数は4／8，轡鰭鰭条数は3／8，胸鰭鰭条数は14－15，腹鰭鰭条数は9。
側線鱗数は23－25＋2＝25－27，背鰭前方鱗数は9－11，背鰭起点から側線の間の鱗
数は3．5－4．5，轡鰭起点から側線の間の鱗数は3．5，腹鰭起点から側線の間の鱗数は
2．5，尾柄周囲鱗数は12．
体は側面から見るとやや伸長した卵形で，体高は背鰭の基部で最も高く，この場
所での体高は体長の28．0－3L6％．体は側扁し，体幅は体長の15。0－17．8％．背鰭起
点は体のほぼ中央部に位置し，背鰭前方長は体長の52．9－54．7％．腹鰭起点は背鰭
基起点からの垂線のわずかに後方に位置し，腹鰭前方長は体長の47．4－53．1％．
頭部は大きく，頭長は体長の30．2－31．2％，頭高は体長の20．0－20．5％．吻端は尖
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り，吻長は頭長の27．0－37．0％．吻部は鼻孔付近でやや窪む．吻端中央部に口が位
置する．口は大きく，口裂は眼窩前縁からの垂線に達する．目は頭部上半部に位置
し，眼径は頭長の17．9－24．2％．眼窩後縁が頭部のほほ中央部に位置する。口角部
には1対のよく発達したひげがあり，その長さは眼径の52．7－108．9％．
　頭部には，よく発達した頭部感覚管がある（Fig．1－30）．眼上管，眼下管，前鰐
蓋管，下顎管，上側頭管は互いに接続する．眼下管の前端部の鼻骨上での開口数は
前縁と後縁の開口部を含め3．眼上管の前から5番目の開口部は感覚管に直接開口し
，7番目の開口部は後方に長く伸びた枝の先端部に開口する．眼下管の涙骨上での開
口数は6で，第2眼下骨から第5眼下骨上での開口数はほぼ10、
　鰐絶は粗く，先端部は尖り，内側に曲がる．鰐絶数は上枝に1－2，下枝にg－10，
全鰐絶数は10－12．
体色
　成長にともなう斑紋パターンの変化
　本種の標本数は少なく，成魚と同様な斑紋パターンとなる前の標本は以下の1個
体のみしか観察できなかった．
　66．4mm　SL（NSMT－P35946，Fig．1－31）：体側には背鰭起点から下方向に伸びるバ
ントがあり，その先端は側線上の鱗で止まる．尾柄部にはやや大きな斑紋がある．
背鰭前縁部は黒く縁取られ，この黒縁は背鰭起点から下方向の伸びるバンドに接続
する．尾鰭葉上下端は黒色バンドにより縁取られる．
　成魚の色彩
　生時の体色は，不明．
　アルコール保存標本の体色は，側線より上方部でやや濃い色彩を示すが，全体的
に均一な薄茶色を示す。腹部を除いた鱗の基底は，やや濃い色彩を示す．体側には
背鰭起点下方，ほぼ前方から第8番目，第9番目の側線鱗の上方と，前方から第20番
目，第21番目の側線鱗の上に計2つの円形の斑紋がある．全ての鰭は均一な薄茶色
を呈するが，背鰭の前縁部は黒く，尾鰭葉上下縁は明瞭な黒色バンドで縁取られる
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分布（F孟9．1－32）
　Salween河水系（MaeSurinR．！，MaePai　R．！，Nam　P＆ng　R．！）
備考
　本種は，DoiandTaki（1994）により，新種として記載された．その後標本数が増え
ることにより，他種との違いとして以下のことが明らかとなった．
　H卿α嬬α」肥6n6πs’sの斑紋パターンを大陸部に分布する且碗ρα7と且
’n鷹ro勿’do如と比較すると，E　sαZw6812811s’sと且n～αc70妙’40∫αは尾鰭葉上下端に明
瞭な黒色バンドをもつことで類似するが，前者は背鰭起点下方側線上方と尾柄部に
それぞれ円形の斑紋をもつが，後者は背鰭起点から腹鰭挿入部やや上方まで延びる
バンドをもつことで異なる．幼魚期には，Eln8c701叩’40如と且4’卿α7は尾柄部に斑
紋をもっが，これらのバンドは成長とともになくなる（Fowler，19371Takiand
Kawamoto，1977）。今回調査した標本ではE4’脚7では標準体長36，1mm（NSMT－P
35947），且n鷹701甲’401αでは標準体長83．8mm（IBRp4643）で尾柄部の斑紋は消失し
ていた．一方，標準体長66．4mmのE　sα1肥8nεns∫sの標本（NSMT－P35946，Rg．1－3
1）は，背鰭起点から側線やや後方まで延びるバンドをもっていた．このバンドの形
態をElnα6701甲耐o孟αのほぼ同じ大きさの標本（NSMT－P35900，65．Omm　SL，Fig．1－31
）のものと比較すると，前者のバンドの先端部は側線鱗までであるが，後者のものの
先端は側線鱗より1枚下方の鱗まで伸び，これらのバンドの間には差異が見られた
、差異が見られた他の形質は，頭長（且sαJw88’1812s’sの吻長は頭長の35．6－373％；
κ4∫叩α7，29．9－32．3％））と全側線鱗数（且sα加ε6n612s’5，25－27枚；H．
〃鷹〆oゆ∫do如27－30枚）であった．
　島嗅部に分布するEαn脚10118，亙か枷α℃μ1α如，且勿顔，且s砂α照と乱
SαJWε8’2e1鯉fsを比較すると，体側に2つの斑紋をもつことで乱α114，α’0’28とH。
肋耀麗㎞．と類似する．しかし，且Sθ’W661～81～S’SとEα〃脚Jo’～8は，体側の斑紋の形
状（E　sα加召召n8ns’S：輪郭は不明確，且α1ηρα10〃8：輪郭は明瞭），尾鰭上下葉縁の
色彩（且Sα’肥召138nsis：明瞭な黒色バンドで縁取られる，且αnψα’01’8＝縁取られな
い），全側線鱗数（E　sα加ε召n召13s’5：25．27枚，且α“，ρα’0118：全側線鱗数は29．31
枚），背鰭基底長（E　sα加88〃8πs’s：標準体長の16．2－17．2％，且α〃ψα’01’8：16．2－1
7．2％），吻長（且s侃Jwεε’£εns‘51頭長の35．6－37．3％，乱α〃脚∫o’1813L8－34，1％）
，両眼間隔（乱sα’w88n8ns’s：頭長の3LO－34．8％，乱α〃1ραlo118：29．2－30．6％）で
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識別することが出来る．
　枷ηPσ」αsαJw8ε128ns∫sとE加n㏄麗伽αは，体側に2つの斑紋をもつということで類似
するが，斑紋の形態と位置で両者は異なっている．且加nαc麗妨αのかなり大型の個
体では，背鰭下方部に位置する斑紋の上端部が薄くなり，その形態が円形になった
もがみられることもあるが，ほとんどの個体では背鰭下方の斑紋の形態は背鰭基底
から歯方向に伸びる逆三角形状で，ぞの下端部はほぼ前方から11番目，12番目，13
番目の側線鱗側線を横切る．また，Eわ〃襯αμ伽の尾柄部に見られる後方の斑紋は
，背面で左右がつながる鞍掛け状の斑紋で，その下端部はほぼ前方から21番目，22
番目，23番目の側線鱗を横切る。
　撫塑αZαsαわα灘は，尾柄部に斑紋をもたないこと，E　lo解σは側線上に1本の縦帯
をもつことで，κ3α加8ε麗ns’sと容易に識別できる．
　撫1ψ惚属の分布域の大陸部での西端はチャオプラヤ水系であった（Kottelaq98
9）．しかし，E　sαZ肥εη61εS’Sは，チャオプラヤ水系より西のサルウィン河水系の
Pai河にのみ分布する．このことから，本種は珈3脚毎属魚類の中でもっとも西に分
布する種であると考えられる．
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Tab量e　l・25．Molphometnc　chamctefs　of梅卯α1α副惚εn6’23∫3
　　Iio夏otype
NSMT－P35838　Range＊Nlean＊　n＊
Stand肛d　Ieng山（mm）
h％of　standard墨ength：
Head　lengUl
Head　depUI　at　occipul
Head　w孟dth
Body　depth
Body　width
Caud＆霊peduncle豆ength
Cau（烈peduncle　depth
Predorsallength
Preanal豆ength
Prelx）c1■al　lengUl
h－epelvidengUl
Length　of　last　slmple　dorsal　ray
Leng縫｝of　dorsal　fin　base
I£ngthof1＆stsiml）lean諭ay
Length　of　anal　fin　base
PectoraHin豆ellgth
Pelvic　fin　length
UpPer　Iobe　lengUI　of　caudal　fin
Lower　lobe　length　of　caud＆l　fin
30．8
20．4
16．6
29．7
17．8
18。5
11．8
53．2
76．8
29．6
53．1
20．5
16．2
15．7
9．8
18．4
15．3
29、0
29．3
113．7　　200．6
30．2
20．0
16．0
28．O
l5。0
17．8
11．8
52．9
74．6
28．2
47．4
20．5
16．2
14．5
9．3
17。9
15．3
29．0
28．7
31．2
20．5
16．7
31、6
17．8
18．8
13．1
54．7
76．8
3L2
53．1
22，7
17．2
16．6
1Ll
20．6
18．7
32．6
32．8
5
30．7　5
20．3　5
16，4　5
30．2　5
16．5　5
18．4　5
12，5　5
53．5　5
75．6　5
29．5　5
5L6　5
2L7　4
16．6　5
16。0　5
10．1　5
19．3　5
17．4　5
30．8　4
30．5　4
H副1ength（mm）
In％of　head　lellgthl
Snout　Iengdl
Orbit　diameter
Postorbital　lellgth
Interorbi回width
hl％of　orbit　diame量er：
Length　of　nlaxi豆豆＆【y　balbel
37．I
l8．4
50．7
33．0
8L9
23．1
35．6
17、9
45．4
3LO
40，9
37．3
24．2
50．7
34．8
52，7　　108．9
36．8
2L2
47．9
33．1
5
5
5
5
5
86．3　4
＊Holotype　is　included．
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Fig. 1-29. Hampa/asalvt/ec'nensi.~'. NSMT-P 3_5838 (Holotype. 200.6 
mm SL). 
~~ 
Fig. 1 -30. Cephalic lateral line system in Hampala salweenensis, 
NSMT-P 35839 (Paratype, 127. 6 mm SL). 
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Fig. l-31 . Above, Hampa/u.~'(dvvc'c'llen.¥i.~'. NSMT-P 35946 (66.4 mlTl 
SL); below. Hampalu lnuc'r()1(lpid()fu. NSMT-P _3_5900 (,6_5.0 mm 
S L) . 
10' 
O' 
10' 
1 10' 
Fig. 1-32. Geographic distribution of IJampala salweenensis. 
e : examined speclinens. 
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2章　肋フ脚1α属の骨学的特徴
2章　丑α〃2pα伽属の骨学的特徴
本章では飾翅ρα血属魚類の全骨格系の図示と記載を行った，
2－1　材料と方法
　骨格系の観察に用いた透明骨格標本の作製は，Pottoff（1984）と川村・細谷（1991）
を組み合わせた方法により行った．観察は双眼実体顕微鏡（WildM．8）で行い，ス
ケッチは同機接続されているカメラルシーダを用いて行った．骨格の名称はMayden
（1989）にしたがい，それらの和名は上野（1973），岩井（1985），藤田（1990），須田（19
91）にしたがった．
　種間で明瞭な差異が見られた部位については，全ての種類のスケッチを載せたが
，種間で明瞭な差異が認められなかった部位については，本属の模式種である
魚1塑碗1n㏄70妙∫40砂のスケッチをその代表として用いた。
解剖には下記の標本を用いた．
飾“脚1ααnlραZon8：1個体，I　ofZMA120．777，97．OmmSL
孟㎞塑伽加nαc泥伽α：2個体，NSMT－P35958，35949，144．6－163．Omm　SL
魚“脚’α4i脚7：4個体，NSMT－P35950，35953，35872，35880，64．4－13L5mm　SL
魚’叩α’αJgP磁：1個体，CAS－SU38090，100．6mmSL
猛“1脚‘α“1αc70♂6p∫伽α：2個体，NSMT－P35849，35952・125．3『129．O　mm　SL
飾71脚♂αs砂α照：2個体，NSMT－P35955，35957，103．2416．6mm　SL
昂“1脚1αsα」膨61，81zsな：1個体，NSMT－P35839，127・6mm　SL
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2－2　各部の記載
2－24　神経頭蓋　（Neurocran沁m）（F孟8．2－1）
　神経頭蓋はその構成骨が多いために研究者により様々に区分されている（e．9．，
Ramaswami，1955亀bl細谷，19881須田，1991）．ここではMaydell（1989）に従い鼻殻域
（EthmoidRegion），眼下域（Orbi圃Region），耳殻域（OticandOccipi囲Regions），床域
（BasicraniaRegion）の4つに区分した．
2．2－14　鼻殻域　　（Ethm・藍d　Regi・n）
　神経頭蓋の先端部である鼻殻域は，上飾骨（supraethmoidl　SE），中飾骨（meset難moid：
ME），前飾骨（preet㎞oid：PE），鋤骨（vomer：一VO），側飾骨（latrera塁ethmoidlLE），鼻骨
（n＆sal：N）の6種類の骨から構成される．
　この部位には種間で，明瞭な差異は認められなかった．
　上筋骨は鼻殻域の上方部に位置する板状の骨で，腹中線で中飾骨に癒合し，後縁
部で眼下域の前頭骨と接続していた．上筋骨はよく発達し，正中線上前半部で強く
くぼみ，前方に大きく突出していた．また，上筋骨の前縁中央部には，中央でくび
れた大きな突起（supraethmoid　rostral　process（Howes，1981））が前方に伸びていた．この
突起の先端部は鋤骨と接続し，腹面部とその後方部は中飾骨と癒合し，上箭骨の左
右の部分は屋根状になっていた．
　中箭骨は鼻殻を左右に分ける骨で，下方部で鋤骨，後方部で左右の側飾骨と接続
していた．鋤骨は鼻殻域の底辺部に位置し，前方部で左右に広がる翼をもつ骨で
あった．この骨は前縁部中央で大きくくぼみ，Y字型を示した．左右に広がる翼は
かなり発達し，斜め前方に大きく突出することから，背面からもその先端部が見え
た．それぞれの先端部には，かなり大きな前節骨が接続していた．鋤骨の後縁部は
副蝶形骨にかさなり，接続面は複雑なギザギザ状を示していた。
　側舗骨は鼻殻域と眼下域を分ける左右に広がる2対の骨で，下面に口蓋骨と接触
するよく発達した隆起面をもっていた、
　鼻骨は小さな棒状の骨であった．後縁部で前頭骨と接続するこの骨は，頭部感覚
管系の眼上管前端部を囲み，先端部，後方部，中央部外側に計3個の感覚管の開口
部をもっていた．
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2－2－1－2　眼窩域　　（Orb茸ta且Region）
　神経頭蓋のほぼ中央部である眼窩域は，前頭骨　（ffon甑1：FR），眼窩蝶形骨
　（OrbitOSphenOid：OS），翼蝶形骨　（p餅OSphenoid：PTS），眼上骨　（supraorbitalbone＝
SO），涙骨（lachrymal：LE），眼下骨列　（infraorb玉talsehes：10）の6種類の骨から形成さ
れる．
　この部位には種間で，明瞭な差異は認められなかった．
　前頭骨は左右1対からなる眼窩の上方部を屋根状に覆う前後に伸長した大きな板
状の骨で，左右の骨は正中線で接続する．前頭骨は，眼上骨が接続する前半部で大
きくくびれる．前頭骨の前縁部は上箭骨と，前縁腹面部は側飾骨と，腹面部は眼窩
蝶形と，後縁部は頭頂骨と，後縁腹面部外側は蝶耳骨と，後縁腹面部内側は翼耳骨
と接続する．前頭骨と翼耳骨の接続部位は，前頭骨から下後方に伸びた突起と蝶耳
骨から下前方に伸びた突起で囲まれた円形の穴（dilatetorfossa（Howse，1987））を形成
している．
　眼窩蝶形骨は，眼窩域を左右に区切る骨である．この骨は前頭骨との接続部位
（前頭骨の腹面側）で左右に広がるが，その幅は狭い。
　翼蝶形骨は，眼窩の後壁を構成する1対の骨で，左右の接合部にopticforamenが
開口する．また，眼窩蝶形骨は前耳骨と蝶耳骨に接続する部分に腹面部が棚状に
なった膨らみをもっていた．
　眼上骨は，前頭骨に接続する外側縁が少し内側にくぼんだ薄い膜状の骨である．
　眼下骨列は，　（Fig．2－2，A）は，涙骨（lachrymal）と4つの眼下骨（2－5infraorbilal
bone）で構成され，その、Lを頭部感覚管の眼下管が走る．涙骨は眼下骨列の中で最も
大きな骨で，五角形状である．第2－4眼下骨は，眼下管の下方向部に骨膜を発達さ
せる．第5眼下骨は眼下管の前後に発達した骨膜をそなえるが，第4眼下骨に比べ
小さい．
2－2－1－3　耳殻域（Otic訊nd　Occipitameg養ons）
　神経頭蓋の後半部である耳殻域は，蝶耳骨　（sphenotic：SP），前耳骨　（prootic：
PRO），翼耳骨　（pterotic：PO），上耳骨　（epiolic：EPO），外後頭骨　（ex㏄cipl甑llEOC），
上後頭骨　（suprao㏄重pital：SOC），頭頂骨　（parie懐1：PAR），間在骨　（intel℃alar：IC）の8
種類の骨から形成される．
　この部位には種間で，明瞭な差異は認められなかった．
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蝶耳骨は，耳殻域の左右上前方部に位置する骨で，前縁部と上部前半は前頭骨，
上部後半と後縁部は翼耳骨，下部前半は翼蝶形骨，下部後半は前耳骨にそれぞれ接
続していた．蝶耳骨側面には板状突起が横方向，やや斜め下方に向かって伸び，そ
の先端部は前方と後方に伸びる小さな板状突起を持っていた．それらの内の前方に
向かって伸びる小突起は，前頭骨から伸びる突起と接続していた（眼窩域の記載も
参照）．蝶耳骨は神経頭蓋の内側に向かってくぼんでいた．
　前耳骨は，耳殻域の左右中央部に位置する骨で，前縁部は翼蝶形骨，上縁部前半
は蝶耳骨，上縁部後半は翼耳骨，後縁部上方は外後頭骨，後縁部下方は基後頭骨，
下縁部は副蝶形骨と接続していた．蝶形骨の前縁部には三叉神経孔があり，ほぼ中
央部に顔面神経孔が開口する．したがって，両孔の間（lateralcommisure（Howes，198
0））の幅はかなり広かった。
翼耳骨は，耳殻域の左右後部側面に位置する骨で，前縁部は前頭骨，上縁前方部
は頭頂骨，上縁後方部は上耳骨，後縁部は外後頭骨，下縁部は前耳骨と接続する．
翼耳骨の側部後端は棘状の突起となり後方に伸びていた。
　翼耳骨の後端部には，間在骨が付着していた．間在骨は大きく，背面からも腹面
からも観察できた．
頭頂骨は耳殻域背面前方に位置する左右2対に骨で，左右の骨は正中線で接続し
ていた．前縁部は前頭骨，外側縁部は翼耳骨，後縁外側部は上耳骨に接続し，後縁
内側部（左右の頭頂骨が接続する部位）には上後頭骨が大きく陥入していた。
　上後頭骨は，耳殻域の後方部背面中央に位置する1つの骨で，前方部は左右の前
耳骨の接続部位に大きく陥入し，後方部は細くなりながら，斜め下方向に曲がり，
左右の外後頭骨の間に深く陥入していた。背面部には後方部に向かって高くなる上
後頭骨陵を備えていた．側縁部は上耳骨に接続していた，
　上耳骨は，耳殻域の後方背面に位置する1対の骨で，前縁部は頭頂骨，外側縁部
は翼耳骨，内側側縁部は後頭頂骨，後縁部は外後頭骨と接続していた．上耳骨の後
部はposttemporal　fossa（Howes，1980を参照）を形成していた．このおおきな窪みの
ために，上耳骨の背面部は屋根状になり，その後端部は少し後方に張り出す。
外後頭骨は，耳殻域の後部面に位置する1対の骨で，背面前縁部は上耳骨，背面
内側部は後頭頂骨，外縁部は翼耳骨，腹面前縁部は前耳骨，腹面内側部は基後頭骨
と接続していた．
　間在骨は四角形で，翼耳骨の後端部に位置し，背面からも腹面からも見えた。
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2－2－1－4　基後頭域（Basicrania屋Region）
　神経頭蓋の基底部である基後頭域は，副蝶形骨　（P＆rasphenoid：PS），基後頭骨
（baslocclpi繊1：Bo）の2種類の骨から構成される．
　この部位には種間で，明瞭な変異は認められなかった．
副蝶形骨は，基後頭域の前半部，眼窩域と耳殻域の底部に位置する骨で，先端部
は鋤骨，背面部前方部は中師骨と側舗骨，背面部中央は眼窩蝶形骨，背面部後方は
前耳骨，後端部は基後頭骨に接続していた．この骨の底辺部は横から見るとほぼ直
線であった．
基後頭骨は基後頭域の後半部，耳殻域の基底後部に位置する骨で，前端部腹面は
副蝶形骨，先端部は前耳骨，側面は外後頭骨に接続し，後部中央には第1椎体関節
面をもち第1椎体と関節していた．基後頭骨の後端部中央の第1椎体関節面の下方
部には，斜め下方に延びる側偏した板状突起を備えていた。腹面中央に咀囑台を備
えていた．
2－2－2　鯉蓋部　（Opercu畳ar　Regbn）　　（FIG．2－2，B）
　鰐蓋部は，主鯉蓋骨　（ope1℃le：OP），前鯉蓋骨　（preopercle：POP），間鯉蓋骨
　（inしerope㈹le：10P），下鰹蓋骨　（subopercle：SOP）の4種類の膜状の骨から形成され
る．　　ソ
　この部位には種間で，明瞭な差異は認められなかった．
　鯉蓋部の中で最も大きな骨である主鰐蓋骨は，上縁部は直線状で，後方部は後方
に大きく張り出していた．主鰐蓋骨は，前縁上部にある関節突起により舌顎骨と関
節し，前縁部は前鯉蓋骨，下縁部は下鰹蓋骨と重なり合っていた．前縁部上方には
，頭部感覚間系の前鰐蓋管が通っていた．
　前鯉蓋骨は三日月状の細い骨で，鰐蓋部の前縁に位置する．前縁部上方は舌顎骨
，前縁部下方は方形骨と接続し，後縁部は主鯉蓋骨，下縁部は間鰐蓋骨と重なって
いた．
　間鯉蓋骨は鰐蓋部の下縁前方に位置する骨で，上縁部は前鰐蓋骨，後縁部は下鰐
蓋骨と重なり合っていた．間鰐蓋骨の高さは低く，中央部と後方部の高さはあまり
変わらなかった．
　下総蓋骨は鰐蓋部の下縁後方に位置する骨で，前縁部は間鰐蓋骨，上縁部は主鯉
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蓋骨と重なっていた．前端部には突起を備えていた．
2－2－3　舌口蓋部　（Hyopa畳at蓋ne　Region）　（Fig．2－3）
　舌口蓋部は，舌顎骨　（hyomandibular：HYO），接続骨　（symplectic：SY），方形骨
　（quadrale：QA），後翼状骨　（meIaptery801d：MPr），内翼状骨　（endopterygoid：ENP），
外翼状骨　（㏄toptery8dd：ECP），口蓋骨　（palat孟ne：PAL）の7種類の骨から形成され
ている．
　この部位には種間で，明瞭な差異は認められなかった．
　舌顎骨は，舌口蓋部の後端に位置し，舌口蓋部と鯉蓋部を神経頭蓋に接続させて
いる．前縁部は大きく張り出している．上縁には前後2つの関節面をもっていた．
前方の関節面は，翼蝶形骨，蝶耳骨，前耳骨と接続し，後方の関節面は，蝶耳骨，
前耳骨，翼耳骨と接続していた．後縁上方には主鰐蓋骨と関節する関節面をもって
いた．外側縁には，上方から後方かけて開いたフランジ状のよく発達した突起を
もっていた．前縁下方部は，後翼状骨に接し，下縁は，軟骨を介して，接続骨，舌
弓の間舌骨に接続していた．
　接続骨は，舌口蓋部後縁下方部に位置する，やや湾曲した細い棒状であった．前
半部は方骨内面の溝に入り，後半部上縁は後翼状骨に接し，後縁は，軟骨を介して
，舌顎骨と間舌骨に接続していた．
　方骨は∫舌口蓋部の下方部に位置していた．前方部が上方に膨らみ三角形状を呈
していた．前方部は，外翼状骨の後半部に外側から重なっていた．上縁と後翼状骨
との間には，細い隙間があった．前縁下方部に，下顎の角骨が関節する関節面を
もっていた．
　外翼状骨は，舌口蓋部の前縁下方に位置する骨で，後半部は，方骨に内側から重
なり，上縁は内翼状骨に接していた．
　内翼状骨は，舌口蓋部の上方部中央に位置する．下縁前方は外翼状骨に接し，下
縁後方は内翼状骨の内面と重なっていた。前方部には，口蓋骨と関節する関節面を
もっていた．
　後翼状骨は，舌口蓋部のほほ中央に位置する骨であった。前縁下方部は前方に大
きく張り出し，内翼状骨の後縁下方部外側と重なっていた。後端は舌顎骨と，下縁
後方は接続骨と接続していた．
　口蓋骨は，円柱状の骨で先端部は広がり3つの突起を持つ，内側2つの突起で，
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神経頭蓋鼻殻域の前箭骨に接続していた．腹面先端部には主上顎骨の前縁上部にあ
る関節突起が接続していた．口蓋骨の後端部は内翼状骨の先端に接続していた．
2－2－4　上顎　（UpPer　Jaw）　（Fig．2－4）
　上顎は，前上顎骨　（premaxma：），主上顎骨　（ma）dHa），吻骨　（rostral）の3種類の
骨から構成される．
　この部位には種間で，明瞭な差異は認められなかった．
　左右1対からなる前上顎骨は，前方で互いに接続することにより，口裂上縁を縁
取ていた．この骨は，前縁に主上顎骨関節突起を持ち，中央部後方でやや膨らみ，
後端部は細くなりながら，下方に向かって少し曲がっていた．
　主上顎骨も左右1対からなるが，左右の骨は接合していなかった．この骨は，背
面後部に。後方に向かって伸びるMidl＆teralmaxillarypr㏄essをもっていた。先端背面
部には，軟骨を介し前飾骨，口蓋骨と接続する関節面を持ち，前端腹面部外側には
前方に向かって突出した口蓋骨翼，内側には前方に向かって突出した主上顎骨翼を
もっていた．これら2つの突起で，前上顎骨の前方部を挟み込んでいる．前方部外
側には，adductormandibulaeA1が接続する突起（AIT）を持っていた．この突起の前
方にRostral　barbelの神経が通る穴（MXF）が開口していた．
　吻骨は，1個の小さな柱状の骨であった。上端部は前方にやや突出し，その前縁
部は中央でくびれていた．後面部側縁中央部に左右に広がる突起をもっていた．
2－2－5　下顎　（Lower　Jaw）　（Fig．2－5）
　下顎は，歯骨　（den血ry：DE），角骨（＆ngulo＆rticular：ART），後関節骨（retroartlcul＆r：
RA），メッケル冠状骨（coronom㏄kehan；CM），melltomekelianossification（MM〉，
メツケル軟骨　（Meckersca岨age：MC）の6種類の骨により形成される。
　この部位には種間で，明瞭な差異は認められなかった．
　歯骨は下顎を構成する最も大きな骨で，先端部で左右のものが接合していた．口
列下縁を縁取る部位は板状で太く，上下に発達していた。先端部の接合面は前後に
細く，上下に長かった．後方部には，下方前縁部が少しへこみ，上端部が後方に傾
いた烏口突起（corolloid　process：Howes，1981）をもっていた，外面下方には，頭部感
覚管系の下顎管が通っていた．この部位での感覚管の開口数は5－6であった．
　角骨は，飾骨の後方に位置していた．前方部は歯骨の内面に接し，細くなりなが
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ら，歯骨の中央部あたりまで伸びていた．後端部には，舌口蓋部の方形骨と接続す
る関節突起を備えていた．外面下方には，頭部感覚管系の下顎管が通っていた．こ
の部位での感覚管の開口数は両端部を含めて3個であった．
　後関節骨は，細長い小さな骨で，角骨の腹面後端に強く接合していた．
　coronomeckelianは前方部がやや細い楕円形の小さな骨で，角骨の内面，メッケル
軟骨の後端上部に接合していた．この骨は側面に小さな突起を備えていた．
　menもomekelianossificationは，細長い針状の骨で，歯骨の内面に癒合していた．
　メッケル軟骨は円柱状の細い軟骨で，角骨前方に沿っていた．先端部は
mentomekeli＆Rの後端，後端部は角骨内面の膨らみに接続していた．
2－2．6　舌弓　（Hyo董αRegion）　（Fig。2－6）
　舌弓は，下舌骨　（hypohyal：HH），角舌骨　（ceratohyal：CHY），上舌骨　（epihyal：
EHY），間舌骨　（interhya1：IHY），鰐条骨（branchiostegalray：BR），尾舌骨　（urohyゆ
の6種類の骨から形成される．前5者は左右1対からなり，尾舌骨は1個の骨であ
る．
　この部位には種間で，明瞭な差異は認められなかった．
　舌弓の先端部にある下舌骨には，背側下舌骨（d〔）rsal　hypohyaL　DHH）と腹側下舌骨
（ventramypohyaL　VHH）の2つがあった．背側下舌骨は，内側上方，腹側下舌骨は外
側下方に位置し，それぞれは接合し，角舌骨の先端に接続していた．背側下舌骨は
，軟骨を介して，鰐弓部の基舌骨の後端部側面と，腹部下舌骨は，軟骨を介して，
基舌骨の後端部側面と反対側の腹部下舌骨と接合していた，背側下舌骨は，腹側下
舌骨より小さかった。
　角舌骨は，中央部でくびれた骨で，中央部内側に，第1鰹条骨，後端部外側に第
2鰐条骨が接続していた．角舌骨の後端部は上舌骨と接合していた．
　上舌骨は，後端部が細くなった骨で，角舌骨よりやや小く，後端部上方に間舌骨
が接続するくぼみをもっていた．外側面前方下方部には，第3鯉条骨が接続する．
上舌骨の後端部は，第4基鰐骨中央部あたりまで延びていた．
　間舌骨は，小さな骨で，上端部は軟骨を介して，舌口蓋部の舌顎骨と接続骨に接
続していた．
　鯉条骨は左右にそれぞれ3本であった．3本ともほぼ同じ太さであった．第1鰐
条骨は，角舌骨に接続する部位は細く．徐々に太くなり，中央部で最も太く，後端
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にいくほど細くなっていた．第2鯉条骨は，先端部で太く後方に向かい徐々に細く
．なっていた．第3鰐条骨は上舌骨に接続する部位は細く突起状であるが，その後方
部から太くなり，後端部までほぼ同じ太さであった．
　尾舌骨は左右の舌弓の間の下方部に位置する1個の骨であった．側面から見ると
，尾舌骨背板　（UDE）が後方で高くなり，三角形状であった．先端部には左右1対
の突起が上下に並んでいた．底面部（ULE）は，先端部にある下方の突起を先端と
なっている，翼状尾舌骨側板が張り出していた．この翼状尾舌側板の張り出しは，
後方で徐々に少なくなり，尾舌骨背板の後端部にとどく前に消失していた．
2－2．7　鯉弓部　（Branchial　Region）　（Fig．2－7，8，g）
　鰐弓部は，基舌骨（basihyallBH），基鰐骨（bas孟branchials：BB），下鯉骨
（hypobranchials：HB），角鰐骨（ceratobfanchials：CB），咽鯉骨（pharyngobranchials：
PBR），上鰹骨（epibralcl並als：EB），咽頭骨（ph＆ryngedbone）の7種類の骨から形成さ
れる．
　この部位の第4基鰐骨に種間で差異が見られた。他の部位には種間で明瞭な差異は
認められなかった
　基舌骨は，鰐弓部の腹側を構成する骨では，正中線上，最も先端部に位置する不
対の骨であった．背面から見た形態は，棒状で，先端部は平らで，後端部は丸みを
もっていた．この骨の後端部左右側面には，舌弓部の上舌骨が接続していた．
　基鰹骨は基舌骨の後方に直列に並んだ不対の骨で，第1基鯉骨から第4基鰐骨の
4つ小さな棒状の骨からなっていた．第2基総骨と第3基鯉骨はほぼ同じ大きさで
あるが，第1基鯉骨は小さく，第2，第3基鰐骨のほぼ半分の長さであった．第2
，第3基鯉骨は，中央部でわずかに細くなっていた．第4基鯉骨は長く，第2，第
3基鱒骨のほぼ倍の長さであった．第4基鯉骨には，種聞で形態的な差異が見られ
た（Fig．2－8）．撫・ψ碗の1脚」・’㎎，κ伽3αα4Z伽，且4ispαr，κ〃躍c7・18P’4伽，H．
sα’肥8’1召’∬’sの第4基鰐骨は全て軟骨であったが，Es⑳α照のものは前半部は硬骨化
していた．また，Eわ〃nαC泥磁α，E漉卿群，且〃κ16701曜40臨，且S砂研α，H．
sαJw8e｝38’∬’sの第4基鰐骨は中央部すなわち第4角鯉骨が接続する所に膨らみを持っ
ていたが，Eのηρα’oπ8のものにはこの部位に膨らみはなかった．
　下鰐骨は，基鯉骨と角鯉骨との間に位置する小さな骨で，3対あった．第1下鰐
骨と第2下鰐骨は半円形であった．第3下鯉骨は下方に延びる突起をもち，これら
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の突起により左右の第3基鯛骨は下方部で互いに接続していた．
　角鯉骨は，4対からなる棒状の細い骨で，鯉弓の下縁部を形成していた．後端部
は軟骨を介して上鰐骨と接続していた．第4基鰹骨のみ，先端部に下鰐骨を伴わず
軟骨を介して直接第4基鯉骨と接続していた。
　上鰐骨は，4対からなる棒状の細い骨で，鰐弓の上縁を形成していた．長さは，
角鯉骨のほぼ半分であった．背面はやや窪んでいた．第3，第4の後縁には前方に
向いた小さな突起（DP）があった．第1上鰐骨は第1咽鯉骨の前縁下方に重なり，
第2上鰹骨は第1咽鰐骨の後部側縁に，第3基鰐骨は第2咽鰐骨の後部側縁に，第
4上鯉骨は第3咽鰐骨の後部側縁に接続していた．
　咽鰐骨は3対からなる．前から2つめの大きな咽鰐骨は，第2と第3咽鰐骨が癒
合したものである．第4咽鯉骨は軟骨である．第2咽鰐骨は第1咽鰐骨のほぼ倍の
大きさで，第1咽鰐骨後の上側に重なっていた．第3咽鰐骨は小さく，第2咽鯉骨
の後縁に付着していた．
　咽頭骨は全体的に細く，弓形に曲がっていた．咽頭骨の上端部は徐々に細くなり
，下端部は先端部までほぼ同じ太さであった．咽頭歯列は5，3，1－1，3，5であった．
咽頭歯の先端は尖っていた．
2．2．8　ウェーバー器官　（Weberian　App我ratus）　（Fig．2－10）
　ウェーバー関連骨格は，結骨　（clausしrum：CLA），舟状骨　（scaphium：SCM），挿入
骨　（intercal飢ium；ICA），三脚骨　（tripus：TRP）から構成されるウェーバー骨片
（WeberianOssicles〉と，ossuspensorium（OSS），神経稜（neuralcrest：NC），第1－4椎
体　（1－4vertebra），第2－4神経棘　（2－4neuralarches：NA），第1－2側突起　（1－2
1a餅alprocesseslLP）を含む関連骨格の計9種類の骨より形成される。
　この部位には種間で，明瞭な差異は認められなかった．
　結骨は，三角形状の小さな骨片で，上方部は尖り，やや前方に傾いていた．下方
部は左右の舟状骨に挟まれていた．
　舟状骨は，左右1対の骨で，後縁部に斜め上方に1句かう棘をもっていた．舟状骨
は，下縁部で第1椎体の上方部に接続していた．
　挿入骨は，1対からなる丁字型の小さな骨で，第2椎体の上部前方に付着してい
た．
　三脚骨は，前方に延びる突起と後方に延びる突起を持つ，1対の手斧型の骨で，
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第3椎体腹部に接続していた．前方に延びる突起の先端は，第2椎体前縁付近まで
延び，後方に延びる突起の先端は，os　suspensoriun1の内側の突起の基部を外側から
巻き込んでいた．
　os　suspellsorlumは，第4椎体腹部に接続する左右1対の骨で，外側と内側にド方
行に延びる腕をもっていた．外腕は，細く，先端部はやや後方に曲がる．外腕の後
縁上部には後方に突き出る突起があった．内腕も細く，先端部は前方に曲がってい
た．外腕は，内腕より短かった．
　第2神経弓門は，比較的犬きく，ウェーバー器官の前方部，第1，第2椎体背中
線上方に位置する1個の骨で，後端部は後上神経棘と，後端下方部は第3神経弓門
と接続していた．前上神経棘の前縁上部は前方に大きく突き出し，その先端部は結
骨前縁より前方に達していた．
　神経稜は，ウェーバー器官を構成する骨の中で最も大きく，先端部が鋭角状に
尖った板状の骨であった。前縁下部は，第2神経弓門，下縁前方部は第3神経弓門
と，下縁後方部は第4神経弓門と接続していた．
　第3神経弓門は，第2椎体と第3椎体の上方部に鞍掛け状に接続していた．第3
神経弓門には，神経棘を持たなかった。
　第4神経弓門は，第4椎体の上方部に鞍掛け状に接続する．第4神経弓門は，神
経棘をもっていた．
　第1椎体は，短く，通常の椎体の半分くらいの長さである．第1椎体の腹部から
は第1側突起が出ていた．
　第2椎体は第3椎体と癒合している．第2椎体からは，弧状に後方に向かって曲
がった第2側突起が出ていた．第2側突起の長さは，第1側突起の長さの約2倍で
あった．
2－2－9　前方中軸骨格（Fig．2－11）
第5椎体から，第2背鰭近担鰭骨の挿入部より前方の中軸骨格について記載する
　前方中軸骨格は，椎体（ver【ebra：V），神経棘（neural　sphle：NS），横突起
（parapophysis：PR），肋骨（rib：RB），上神経棘（supraneura1：SN）の6種類の骨から構
成される。
　この部位には種間で，明瞭な差異は認められなかった．
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　椎体は，幅より長さの方が長く，背面前方部に前神経関節突起（ANZ），背面後方
部に後神経関節突起（BNZ）をもっていた．第6椎体から第9椎体の前神経関節突
起は，前方の後神経関節突起上にのびていた．しかし，その先端部は，後神経関節
突起の前縁部の延長線上を越えなかった。神経突起は，椎体に癒合し，前縁部は前
神経関節突起の後縁部と癒合し，この部分で前後に太くなっていた．神経突起は前
後に薄い膜状に発達した部位を持つをもっていなかった．
　横突起は，椎体側面先方部につき，先端部に肋骨がついていた。
　上神経棘は細く針状で，全部で4本あった。第1上神経棘はS字型をしていた．
2－2－10　肩帯（S震岨der　grid亘e）　（Fig．2．12）
　肩帯は，擬鎖骨（cleithrum：CL），後擬鎖骨（postdeithrum：PCL），上擬鎖骨
（supracle孟thurum：SCL），後側頭骨（posItemporal：MCO），肩甲骨（scapula：SCA），烏口
骨（coracoid：COL），中烏口骨（mes㏄oracoid：MCO），輻射骨（r＆dial：RAD）の8種類の
骨から形成される．
　この部位には種間で，明瞭な差異は認められなかった．
　擬鎖骨は，肩帯を構成する骨のなかで最も大きく，肩帯前縁側面部を縁取ってい
た．擬鎖骨の上端部から中央部にかけては，板状構造であるが，中央部から前端部
にかけては内側と外側がフランジ状の構造になっていた．外側フランジ（LFC）は
，擬鎖骨の前端からよく発達し，外側からは内側フランジ（NFC）はほとんど見え
なかった．
　後擬鎖骨は，やや湾曲した細い棒状の骨であった．この骨は，擬鎖骨の後縁部内
側に上半部で付着し，下半部は下方向に延び，先端部は胸鰭基底部やや下方にまで
達していた．
　上擬鎖骨は，擬鎖骨の上端部外側に，やや斜め前方に傾いて付着していた．上擬
鎖骨の上端部の前縁はくびれ，先端部はとがる．また，上部端部後縁には下方向を
向いた突起があった．
　後側頭骨は，上擬鎖骨の上端外側に付着し，先端部外腹面に小さな膜状骨の
ext1駕capulaが付着していた．上擬鎖骨の後端部は丸みを帯び太いが，先端にいくに
つれ徐々に細くなり，先端部は尖っていた．上擬鎖骨の先端部とextrascapu垂aは神経
頭蓋後頭域の翼耳骨に接続していた。
　肩甲骨は，擬鎖骨下縁部ほぼ中央に位置する中央部に穴をもつ骨であった．上縁
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部後方は後方に向かって伸長していた．上縁後方部は外側フランジ内面に付着し，
・上縁前方部は内側フランジ後縁部とつながっていた．下縁前縁部は烏口骨と接続し
ていた．下縁後方部には輻射骨が付着していた．
　烏口骨は，肩帯の下縁部にある骨で，上縁は擬鎖骨の内側フランジと，後端部は
肩甲骨と接続していた．烏口骨と擬鎖骨の間には腹側窓（VENF）が開いていた．烏
口骨の下縁後方部はやや下方に突出し，角張っていた。
　中烏口骨は，下方部でやや広がる細い直線上の骨であった。此の骨の上端部は擬
鎖骨と，下端は擬鎖骨と烏口骨と接続していた．
2－2－11　腰帯　（Pdvic　grid量e）　（Fig．2－13）
腰帯は，腰骨　（pelvicbone），輻射骨　（radi田：RAD）の2種類の骨から構成される
　この部位には種間で，明瞭な差異は認められなかった．
腰骨は，左右1対の骨からなる。腰骨は前方部に延びるbasipterygium（MR）と後方
に延びる座骨突起（ischi＆cprocess：ISC）とに分けられる。basiptery8iumの先端部は，
内突起と外突起に分枝する．
輻射骨は前端部は丸く，後端部は尖り，三日月状に曲がっている．
腹尾9鰭条のうち，外側の5鰭条は腰骨のbasipterygiumの後端部に接続し，内側
の4鰭条は輻射骨に接続していた．
2－2．12　背鰭（FIG．2－14，A）
　背鰭の担鰭骨は，近担鰭骨　（proximahadi欲PR），間担鰭骨　（medianr＆dl副二
MR），遠担鰭骨　（distalradiamR）の3種類の骨から形成される．
　この部位には種間で，明瞭な差異は認められなかった．
　背鰭には，10本の板状の近担鰭骨があった．
　第1担鰭骨は先端で二叉した板状の骨であった．後方の突起は，前方のものより
長く，外面長軸方向に沿って側翼を持っていた．第1担鰭骨の上縁部は，やや厚み
を持つが，先端部は棘条に突出していなかった．第1近担鰭骨と関係する鰭条は，
最後部のもののみが，遠担鰭骨を介して接続し，これより前方のものは，直接近担
鰭骨に接続していた．
　第2から第9近担鰭骨は，後方に行くにしたがって，徐々に小さくなるが，外側
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長軸方向に沿って側翼を持ち，その前後にほぼ同じように発達した板状部を持つと
いう，同様な形態を示していた。
　第10近担鰭骨は鰭条を伴わず，三角形状に変形していた．
　間担鰭骨は5番目のから最後の近担鰭骨と遠担鰭骨の間にあった．
2－2－13　　轡鰭　（R9．2－14，B）
　轡鰭の担鰭骨は，近担鰭骨　（proxlmalradi蝕PR），　問担鰭骨　（medianradi田：
MR），遠担鰭骨（dis紐radial：DR）の3種類の骨から形成される．
　この部位には種間で，明瞭な差異は認められなかった．
　第1近担鰭骨は，外側長軸方向に沿って側翼をもち，その前方に発達した板状部
を持っていた．第1近担鰭骨と関係する鰭条は，最後部のもののみが，遠担鰭骨を
介して接続し，これより前方のものは，直接近担鰭骨に接続していた．　第2から
第6近担鰭骨は，後方に行くにしたがって，徐々に小さくなるが，外側長軸方向に
沿って側翼を持ち，その前後にほぼ同じように発達した板状部を持つというほぼ同
様な形態を示していた．
　第7近担鰭骨は鰭条を伴わず，三角形状に変形している．
　間担鰭骨は4番目のから最後の近担鰭骨と遠担鰭骨の間にあった．
2－2－14　尾部骨格　（Cauda且Skekoの　（Fig．2－15）
尾部骨格は，尾鰭椎　（uralce1血um：U），側尾棒状骨　（Pleurostyle：PL），上尾骨
（epuraL　EP），尾神経骨　（uroneural：UN），下尾骨　（hypurall　HY），準下尾骨
（parhypuraL　PH），尾鰭椎前椎体神経棘　（neural　spineofpreuralcentmm：NPU），尾鰭
椎前椎体血管棘　（haemalspineofpreuralcentrum：HPU）の9種類の骨から構成される
　この部位には種間で，明瞭な差異は認められなかった．
　独立した尾鰭椎は，第1尾鰭椎前椎体と癒合していた．第1尾鰭椎前椎体神経棘
は幅広く先端で尖る．第1尾神経骨は最後の椎体と癒合して側尾棒状骨となり，上
方部に1対の独立した尾神経骨（第2尾神経骨）がつく．側尾棒状骨は細く直線上
である．上尾骨は1本で細長く，前端は尖る．準下尾骨と第1下尾骨は前端部で癒
合し，最後の椎体の下方部に接続する．下尾骨は6本．第2下尾骨は最後の椎体に
癒合，第3最後の椎体に接続，第4，第5下尾骨は側尾棒状骨に挟まっている．第
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6下尾骨は遊離している．第2尾鰭椎前椎体神経棘は第2尾鰭椎前椎体と癒合する
が，第2尾鰭椎前椎体血管棘は，癒合せずに接続している．第3尾鰭椎前椎体血管
棘からは癒合している．
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3章丑α’πpα」α属のSystomus族内での系統的位置
　約210属を含むコイ科（Nelson，1994）には，研究者により様々な亜科分類がなさ
れている（e，9．，Banarescu，19681Hensel，19701Gosiine，1978）．したがって，魚7’1ρα毎
属の所属する属も研究者により，コイ亜科（Cyprlninae）とするものやバルブス亜科
（Barb孟onae）とするものがある．近年，Howse（1991）は骨学的な形質からの情報に
基づきコイ科をコイ亜科，カマッカ亜科（Gobiollinae），タナゴ亜科
（Acheilogna面nae），ウグイ亜科（Leuciscinae），カワヒラ亜科（Cukrinae），アブ
ラミス亜科（Albuminae），ラスボラ亜科（Rasborinae）の7亜科に分類した．この
亜科分類に基づきRainbot薮（1991）は，東南アジアに分布するコイ科の属すべの属す
る亜科を明らかにし，飽71脚如属をコイ亜科のSystomus族に分類した．
　本章では，前章で明らかになった伽rn伽属の骨学的特徴をSystomus族に含まれ
る1g属19種の骨学的特徴と比較することにより，魚”脚血属固有の骨学的特徴と骨
学的形質にもとづいた翫〃脚如属のSystomus族内での系統的位置を検討した．
3－1．材料と方法
　骨の観察方法と名称は前章にしたがった．
属である．
観察したSystomus族内の属は以下の19
湿加“ch“～y3α」加’o’d8s：1個体，NSMT－P35870，120．6mmSL
A11ψ1y〃ヱy1，c1，’ch’方y5伽，2cα幡：2個体，NSMT－P35951，106．8－109．7mm　SL
Bα！α1～！‘06h8’嬬1n8」α槻ρ18傭：1個体，NSMT－P35962，123．1mm　SL
Bα7加4εs5c1卿αn61の」4’i：1個体，NSMT－P35959，100．8mmSL
Cos“20c1ε蜘3hπ■“3研4’：1個体，NSMT－P35858，9LOmmSL
C』ycZoc〃8∫」’c1〃hysαpo80n：1個体，NSMT－P35948，10L5mm　SL
めs’αco’8鷹硲1n878’nαご螂：1個体，NSMT－P35902，82．9mmSL
p，“1吻ρ7’オ85p70c孟ozys70〃：2個休，NSMT－P35956，35874，87．5－107．3mmSL
Rohご88co’‘o：1個体，CAS61836，94．9mm　SL
S’鰍如s吻n8887’：2個体，NSMT－P35960，35963，52．2’53。5mm　SL
Chα81“1’μsわα’18y’：1個体，NSMT－P35861，63．8mm　SL
Dなc1，ε70401～’麗sαs伽3εα4’：2個体，UMMZ214037，59．9－60．O　mm　SL
Fo1膨7わ78v弼∫s：1個体，NSMT－P35954，12L7mmSL
po7gρ，4n吻sπo敬α12∫：2個体，UMMZ219118，72．3－74・8mm　SL
Sc叩1砂8πα疏叩s加7〃1αnicμ3：1個体，CAS61879，91．8mm　SL
O7ε’c1’〃1yscos麗α加：1個体，CAS74865，31．OmmSL
Sy310，nμsoψ1，0’46s：1個体，NSMT－P35867，106．2mmSL
竜，繊ε〃∫61’）ツ7’spαZα’α：2個体，CAS63735，77．0－85．7mm　SL
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3－2．各骨格部位の比較と形質状態
3－24．神経頭蓋　（Neurocranium）（Figs．3－1，2，3，4，5，6，7，8，9）
3．24．1．鼻殻域
　鼻殻域の形態的な差異は，この部分の最も大きな構成骨である上筋骨の形態に認
められた．
　上筋骨：肋嗣y71珈c〃吻s属では上筋骨の前縁は大きく下方に曲がり込み，その中
央部は鋤骨の先端と両側部は側節骨と接続していた．また，qoJoch8’1’cん’hys属では
側筋骨前縁中央は前方に延びていたが，前縁両側部は下方向に曲がり側飾骨に接続
していた．他の属の上飾骨の形態は，伍刀脚血属のものと同様であった．
　（形質1）上箭骨の形態：（0），上飾骨の前縁は前方にまっすぐ伸び，両側部は
屋根状である；（1〉，上箭骨の前縁中央部はまっすぐ前方に伸びるが，両側部は下
方に曲がり込みは側箭骨と接合する；（2），上飾骨の前縁部は下方向に曲がり込む
3－2－1－2．眼窩域
　眼下域では，眼窩蝶形骨，翼蝶形骨，眼上骨，涙骨，第4眼下骨，第5眼下骨の
形態とdilatetorfossaの位置に属間で差異が認められた．
　眼窩蝶形骨：眼窩蝶形骨での形態的な差異は前頭骨に接続する部位の幅に見られ
た．個の部位の幅は，疎〃塑磁属のものは他属に比べ明らかに狭かった，
　（形質2）眼窩蝶形骨の形態：（0），前頭骨と接する部位の幅が広い；（1），
前頭骨と接する部位の幅が狭い．
　副蝶形骨：伍〃1脚血属の翼蝶形骨の三叉神経孔の直前には棚状の膨らみが見られ
たが，他属のものにはこの様な棚状の膨らみは見られなかった．
　（形質3）翼蝶形骨の形態：（0），棚状の突起を持たない；（D，棚状の突起
を持もつ．
　di裏atetor　fossaの位置：dilatetorfossaの開口位置は，ほとんどの属では前頭骨で
あったが，伽解血属では前頭骨と蝶耳骨の接続部位であった。3伽んiα風
Chα8襯傭属にはdilatetorfossaの開口はなかった．
　（形質4）dil＆tetorfossaの位置：（0），ない；（1），前頭骨上；（2），前頭骨
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と翼耳骨の間．
　眼上骨：他属と比べると，Or6’ぬ傭属の眼上骨は明らかに前後に短く，
勘醜8砒塑鷹属ものは幅が狭かった．
　（形質5）眼上骨の形態：（0），前後に短く小さい；（1）適度な大きさで，外
縁部がやや内側にくびれる；（2），幅が狭く細い．
　涙骨：Bα如n”oc1昭’傭属，Cyc！06〃6’1∫ch疏ys属，0雇c1励ys属の涙骨は先端部がとが
り，他の属のものの先端部の幅は広かった．
　（形質6）涙骨の形態：（0），先端部は広い；（1），先端部は尖る．
　第4眼下骨：第4眼下骨は，その有無と基底板の発達状態で4つに分けることが
出来た。Fo7旅ア属，1伽塑伽属，3ys’o’朋s属，5卿1召11∫c｝p酌属の第4眼下骨は管状
部後方によく発達した基底板をもち，他属のものと比べると明らかに幅が広くなっ
ていた発達していた．Bα‘α1π’061認伽s属，Cos〃2061ε伽s属，Cン610c〃召’！’c〃1〃ys属，
Pμ’2吻ρ71’獅層，S’κ耽’α属の第4眼下骨は管状部のみからなっていた。078’c1”1胆属
には第4眼下骨は見られなかった．
　（形質7）第4眼下骨の形態：（0），第4眼下骨を欠く；（1），細く管状部の
みからなる；（2），管状部と適度に発達した基底板をもっ；（3），管状部とその
後方によく発達した基底板をもつ．
　第5眼下骨：第5眼下骨も基底板の発達状態で4つに分けることができた．
Sys1o〃π‘s属，5戸’惚JJ’c）p7∫s属の第5眼下骨は管状部の前後によく発達した基底板を
もち高さより横幅が広くなっていた．BαZα’～1’ocみ6’傭属，Cos’noc捌泥s属，
Cyc‘ocみε∫」∫c1雌ys属，P嗣吻ρ1’”召3属，3’え醸‘α属の第5眼下骨は管状部のみからなっ
ていた．0雇c勧ys属には第5眼下骨は見られなかった。
　（形質8）第5眼下骨の形態：（0〉，第5眼下骨を欠く；（1），細く管状部の
みからなる；（2），管状部と適度に発達した基底板をもっ；（3），管状部とその
前後によく発達した基底板をもつ．
3－24－3．耳殻域
　耳殻域での明確な差異は，前頭骨，上耳骨，翼耳骨，外後頭骨，間在骨の形態に
見られた．
　前頭骨：前頭骨は，Bα伽”oc1昭’傭属のみで，背面後方部に発達した隆起線を持っ
ていた．
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　（形質9）前頭骨の形態：（0），背面部に隆起線がない；（1），背面部に隆起
線がある．
上耳骨1上耳骨では，背面後端部の屋根状突起の発達状態に属間で差異が認めら
れた．Az加」’c〃’〃ys属，ハ“ψJy7んillc〃’ch’勿s属，cos“，ocん吻s属，c），010c〃ε∫Jic加〃ys属，
Pκ禰qρ耽s属の上耳骨の背面後端部は後方に延び翼状になり，他の属に比べて明ら
かに発達していた．
　（形質10）上耳骨の形態：（0），背面部後端はやや後方に延びる；（1），背面
後端部は後方に延び翼状に発達している．
翼耳骨：翼耳骨では，側面部の後方に伸びる突起の状態と後端部の発達状態に属
間で差異が認められた．
側面部の後方に伸びる突起は，0雇c1吻s属のみでほとんど発達していなかった．
また，この突起を側面から見ると，めS耽0伽CμS属と3伽蜘属のものは，他属に比
べて明らかに太く，先端部は四角形状であった．
　（形質11）翼耳骨側突起の形態：（0），側突起はない；（1）側突起は尖る；
（2），側突起は板状．
翼耳骨の後端部は，めSご㏄0’8泥α’S属，βα7加485属，P朋磁S属で，後方に延びる板
状突起を備えていた．
　（形質12）翼耳骨の後端部の形態：（0），後方に延びない；（1），後方に延び
る．　∀
外後頭骨：外後頭骨も後端部の発達状態に差異が認められた．A’加砒〃’〃ys属，
細嗣yrhyπc1諺‘c11’13ys属，廻）7s‘αcoJε混c麗s属，P歪4’1’‘g〆‘∫6属，Ro1盈忽属，3∫え謬廊α属，
Bα7加dεS属，P麗12伽S属は，後方に延びる板状突起を備えていた．翼耳骨に後方に
延びる突起を持たないAJ加」∫c1E∫11y3属，／短’めly71iyπc1盈’c1彦‘1£y3属，Pi‘漉op’”es属，、Ro1正’cc
属，S疏醸如属では蓋翼状骨の後部突起の基部付近まで外後頭骨が延びていた．
　（形質13）外後頭骨の後端部の形態：（0），後方に延びない1（1），後方に延
びる．
問在骨：間在骨は，翼耳骨に接続する位置に変異が見られた．Co5’㍑oc雌鰐属，
偽7s耽o’ε’4c麗s属，Bα7加46s属，Fo1旅7属，Po70p’〃～’i～‘s属，scα卿0813α’勿ρs属，
3y5餅襯S属では，間在骨は翼耳骨の後端腹面に位置するので，背面からは見えな
かった．
　（形質14）間在骨の位置：（0），翼耳骨の後端；（1），翼耳骨の後端腹面。
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3－2－1－4．基後頭域
　基後頭域での明瞭な差異は副蝶形骨に見られた．
　副蝶形骨：副蝶形骨に見られた明瞭な差異は底面部中央の板状突起の有無であっ
た．A’加’‘c距∫13y5属，ん1塀）軌y，3cん‘c1疏）15属，Cosn30cん伽5属，1）燃勿pJ’∫6属，Ro舵ε
属，S’κμえ’α属，Bα酌04εs属，078’c勧y5属，P麗111iκ3属，5p7α診81”cyρ漉属の副蝶形骨
の底面中央部には板状の突起が見られた．
　（形質15）副蝶形骨腹面の板状突起：（0），ない；（1），ある．
3－2－2。鯉蓋部　（Fig．3－10）
　鰐蓋部の形態的差異は，主鰐蓋骨，前鰐蓋骨，間鰐蓋骨に見られた．
　主鯉蓋骨：5か嬬8〃姻ρ瘤属の主鰐蓋骨は，明らかに他種に比べて後方に向かって
大きく張り出していた．
　（形質16）主鰐蓋骨の形態：（0），後方部に適度に張り出す1（1），後方部に
大きく張り出す．
　前鯉蓋骨：前鰐蓋骨は，基本的にはどの属でも三日月状をしていた。しかし，
AI」’加”c〃漉ys属，Anめ！y7〃ynch’6〃1妙s属，P1“，’∫gρ」’18s属，3cαp加811α’〃叩s属の前鰐蓋
骨は，前縁部の窪みが小さく他属のものに比べて太かった。
　（形質17）前鰐蓋骨の太さ：（0），細い；（1），太い．
　間鯉蓋骨：間鯉蓋骨は，後端部の高さの違いにより3つに分けることが出来た．
C・s’・30c観螂属と舳塑伽属の間鰐蓋骨の中央部と後方部の高さには明瞭な差異は見
られず，高さは低かった．一方，AJ訪μ」’c〃疏ys属，ん1’わ1ylhyncみ’c〃’勿s属，
P’〃～⑳ρ伽s属の間鯉蓋骨は，後方部が中央部に比べ発達し，他属に比べ明らかに後
方部が高くなっていた．他の属の間鰐蓋骨は，これらの属ものの中間的な形態で
あった．
　（形質18）間総蓋骨後方部の高さ：（0），低い；（1）中位；（2），高い．
3－2－3．舌口蓋部　（Fig．3－11〉
舌口蓋部では舌顎骨に属間で明瞭な差異が見られた．
舌顎骨＝舌顎骨は，前縁部の膨らみ方により，3つに分けることが出来た．
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B磁擁ochε4雄属，Co5η～oc観κs属，吻5’αcoZε那cμs属，P肌加P1舵5属，S∫丸μ丸’α属，
βα7加4εs属，Chα8湘硲属，5c叩ho8’磁勿ρs属，Pμn翻s属の舌顎骨は，前縁部が内側
にくびれ細かった．撫塑伽属の舌顎骨は，前縁部が前方に大きく張り出し太かっ
た・A伽”c11∫1り75属，A”めJy11壇！c11ぎc1あ’1りls属，Cyc’oc1ε8’‘εc1励ys属，Ro1漉8属，
Z）’sc1研04∂’11μs属，乃1塘～属，Porgρκ’2！’μs属，078励1hys属，Sy5101鰍s属，
勘嬬6耽yρ瘤属の舌顎骨は，前縁部がやや膨らみ，前2グループの．中間的な太さで
あった．
　（形質19）舌顎骨の前縁部の膨らみ方：（0），内側にくびれる；（1），やや膨
らむ；（2），大きく膨らむ．
3－2－4．上顎　（Fig。3－12，13）
　上顎では，主上顎骨と吻骨に属間で明瞭な差異が見られた．
　主上顎骨：主上顎骨では先端部とMidlateralmaxil豆arypr㏄essの間の距離と，rostlHl
barbelの神経口の有無，神経口とA1突起の位置関係に明確な差異が認められた．
　先端部とMidlatera蓋maxillarypr㏄ess間の距離は，撫7塑伽属のものが他属に比べ明
らかに長かった．
　（形質20）主上顎骨の先端部とMidlaIeralmaxillarypr㏄essとの距離：（0），短
い；（1），長い．
　rostral　bαrbelの神経口は，βα1α履06惚傭属を除く他のすべての属に見られた．
　（形質21）主上顎骨のrostral　barbelの神経口：（0），ある；（1），ない．
　神経口とA1突起の位置関係は，撫7塑碗属ではAITより前方に神経口が開口して
いたが，他の属では，AIT突起より後方に神経口が開口していた．
　（形質22）主上顎骨の神経口とAl突起の位置関係：（0），神経口が後ろ；（1）
，　柑1経ロカ§甫〔f．
　吻骨：吻骨は，側偏した先端部をもつものから，円形の先端部をもつものまで，
属ごとに様々な形態を示していた。しかし，他属との明確な形態的差異として，
伍〃1脚1α属とSys護o’n麗s属の吻骨の先端部は前縁中央部にくぼみを持っていた．
（形質23）吻骨の頭部前縁部のくぼみみ：（0），ない1（1），ある．
　また，撫ηρα血属の吻骨のみが後面部側縁中央に左右に広がる突起を持っていた
　　（形質24〉吻骨の後縁側面部の突起：（0），ない；（1），ある．
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3－2－5．下顎　（Fig．3－14〉
　下顎では，歯骨で明瞭な差異が認められた．
　歯骨：先端部の接合面の形態は，且〃叩血属では，上下方向に細長い形態であり
，Cosn20c〃撫s属とs6岬〃08no護hgρs属では，横方向に大きく伸長し，ほぽ鳥口突起の
前縁基部まで達していた．他の属のものはほぼ円形であった．
　（形質25）歯骨の先端部の接合面の形態：（0），上下に細長い；（1），円形；
（2），横方向に伸長．
　ほとんどの属の烏口突起基部の前縁は少しくびれていたが，Bσ1α漉ochε’1粥属，
qyc♂OC左8∫」’C〃1〃ys属，Fo’㌍7属の烏口突起基部の前縁はほとんどくびれず他属に比べ
て，明らかに太く発達している．
　（形質26）歯骨の烏口突起の形態：（0），細い；（1），太い．
　下顎を腹面から見た形態は，ほとんどの属はU字型をしていたが，Fo雌7属では
V字型をしていた．
　（形質27）下顎を腹面から見た形態：（0），U字型；（1），V字型．
3－2－6．舌弓　（Fug．3－15，16）
　舌弓部では，下舌骨，角舌骨，上舌骨，第1鰐条骨，尾舌骨の形態に，属間で，明
瞭な差異が認められた．
　下舌骨：B痂1πJo伽’鱈属の下舌骨は，他属のものに比べ明らかに大きかった．特
に，腹側下舌骨が発達し，側面から見ると，角舌骨とほぼ同じ大きさであった．
　（形質28）下舌骨の大きさ：（0），小さい；（1），大きい．
　角舌骨：角舌骨には，長さにと形態に差異が見られた．Bα～α溜・ch8’伽属，
Cos’nocん伽s属，FoJ㌍7属，3cαp加8”α〃岬s属の角舌骨は，他属のものに比べて明ら
かに短かった．
　（形質29）角舌骨の長さ：（0），長い；（1），短い．
　Bα」αn加c1昭π∬属の角舌骨には，第2鰐条骨の接続する部位に窪みがあった．
　（形質30）角舌骨外縁下方部の窪み：（0），ない1（1），ある．
　上舌骨：上舌骨にも長さと形態で差異が見られた．上舌骨は，撫塑伽．属のもの
が，他属のものより後方に伸長していた．
　（形質31）上舌骨の長さ：（0），短い；（1），長い．
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　また，BαZα漉oc傾傭属の上舌骨には，第3鰐条骨が接続する部位が窪んでいた．
　　（形質32）上舌骨外縁下方部の窪み：（0），ない；（1），ある．
　第1鯉条骨：第1鰐条骨には，先端部に差異が見られた．
　A1加1’c1励ys属，Cosn20c〃伽s属，碕7s1αco18鷹μs属，Ro〃1’8属，S’え，廊‘1属，Bαめ046
属，c加8麗1加s属，D∫sc舵70do’～々6属，17bJ膨7属，Po70p麗1πi’4s属，5cαp1’081εα’〃gρs属
，Sys’o’nμs属の第1鰐条骨は，角舌骨との接続部位の直後で前方に大きく膨らみ，
んnわ’y711yllch∫ch疏ys属，βαZα1π∫06〃8’1鰐属，⇔‘Jo6h召’”6h1〃ys属，P泥1～1igρ”∫8s属，
0副ch〃那属，P翻傭属，5p雇ε耽yρ廊属では少し前方に膨らんでいた．1伽，興血
属のものには膨らみは見られなかった．
　（形質33）第1鯉条骨の先端前方部の膨らみ：（0），膨らまない；（1），少し
膨らむ；（2），大きく膨らむ．
　尾舌骨：尾舌骨には，尾舌骨背板からの翼状尾舌骨側板の出方と翼状尾舌側板の
後部の発達状態に差異が見られた．
　正伽砂α如属の翼状尾舌骨側板は尾舌骨の先端部にある突起を先端部として発達し
ていたが，他の属のものは尾舌骨背板の途中から発達していた．
　（形質34）尾舌骨の翼状尾舌骨側板の始点：（0），途中から；（1），先端部か
ら．
　翼状尾舌側板の後部は，伽塑ぬ属のもののみが尾舌骨背板の後端に達するまで
に細くなり’消失するが，他の属のものは，後端部にいくほど大きく広がり，三角形
状を呈する．翼状尾舌側板が三角形状を呈するものの中でも，助履8Z1職ρ瘤属のも
ののみが，他の属に比べて明らかにその発達が小かった．
　（形質35）尾舌骨の翼状尾舌骨側板の後端部の形態：（0），細くなる；（1），
やや広がる；（2），大きく広がる．
3－2－7．鯉弓部　　（Figs。3－17，18，19，20，21）
　鯉弓部では，基舌骨，第2下鯉骨，第1上鰐骨，咽頭骨の形態に属間で差異が認
められた．
　基舌骨：基舌骨は，湿加鷹h酌ys属のものが先端部が大きく広がる扇形をし，他の
属のものは棒状であった．
　（形質36）基舌骨の先端部の形態：（0），広がらない；（1），広がる．
　第2下鯉骨：第2下鯉骨は，B面’1”oc舵’鱈属とCyc’och8i1’ch1〃ys属のものが，前
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方部が大きく左右に広がっていた．
　（形質37）第2下鰐骨の形態：（0），広がらない；（1），広がる．
第1上鯉骨：AJひ’4’（7勧y3属，A〃め」’7hy’1ch’6ん1hys属，P〃〃加pJ∫’8s風P’4〃1iκs属の
第1上鯉骨の前縁部は，下方に延びる薄い膜状の突起を持ってい．
　（形質38）第1上鯉骨の前縁部の下方部に延びる突起：（0），ない；（1），あ
る．
Bα如襯oc惚伽属の上鯉骨の前縁は大きく上方に張り出していた．
　（形質39）第1上鰐骨の前縁の上方部に延びる突起：（0），ない；（1），ある
咽頭骨：咽頭骨では，上端部に形態と咽頭歯の数に属間で明瞭な差異が見られた
　　　A伽」’c〃漉ys属，A〃ψly7伽16〃∫oh’勿s属，Bα1α1π’06〃ε’伽属，、Pμn’槻ρ」∫榔属，
Pμπ磁3属の上端部は板状に広くなっていた．一方，他の属のこの部位は先端部に行
くにつれて細くなっていた．
　（形質40）咽頭骨の上端部の形態：（0），細い；（1〉，板状に広くなっている
　咽頭歯には，列数とそれぞれの列の歯数に変異が見られた。C1協8泥n酪属，
枷7ψ面属では，5，3，1－1，3，5，P’sc1研040醜∬属では，4，3－3，4，Scαp加8’副〃qρ5
属では，5，3－3，5，Al加1’‘励y3属，4〃め♂y7左y〃cノ配h1〃）ンs属，Cyclo6〃召’1’ch1んy5属，
物s耽o伽6泥s属，Pκ’3勿ρ1i’εs属，5’ん盈’α属では4，3，2－2，3，4，Bα！α瞬och6’11∬属，
σosn20c〃撫s属，Roh∫ε8属，βα7加」8s属，FoJ㌍7属，1）o〆op’‘nZ’～4s属，078’ぬh”属，
P泥13伽s属，Sys’o’澱s属，5脚’ε」1’c）p7’s属では，5，3，2－2，3，5であった。
　（形質41）第1列咽頭歯の歯数＝（0），5；（1），4。
　（形質42）第3列咽頭歯の歯数：（0），2；（1），1；（2），0．
3－2－8．ウェーバー器官　　（Fig．22）
ウェーバー器官での中で属聞で明瞭な差異が見られた部位は，第1側突起であった
第1側突起：第1側突起は，Pκn‘i’∬属のものが他属のものに比べ，短く痕跡的で
あった．
　（形質43）第1側突起の形態：（0），長い；（1），短い．
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3－2－9．前方中軸骨格　（Figs．3－23，24）
　前方中軸骨格の差異は，前神経関節突起，神経棘，上神経棘の形態に見られた．
　前神経関節突起：前神経関節突起は，舳1脚毎属のものは，あまり発達せず，そ
の先端部は，後神経関節突起の前縁部の延長線上を越えなかったが，他の属のもの
はよく発達し延長線上を越えていた。
　（形質44）前神経突起：（0），発達する；（1），発達しない．
　神経棘：神経棘では，前後に発達した薄い膜状部の有無に差異が見られた．
H謝脚毎属とSys孟o’灘s属の神経局には膜状部は見られなかったが，AZ加’‘c1肋y5属，
ん13配y7hy配ん∫c励ys属，βα’α緬061κ’1z∬属，Cos〃106h撫s属，CンcJoc〃8’」’ch’〃ys属，
め5∫αcho1ε鷹泥s属，3∫え〃え’α属，D’脱h87040’4πs属，Bα7加48s属，Chα8μ11”6属，Fo’静r
属，、Po君gp嬬伽s属，Scαpllo8照坤ops属，07召’c1ε〃那属，5p1α’81」’c）ッ7’s属の神経棘は後
方部にのみ膜状部をもち，Pμ11吻頑’8s属とPμπ伽s属の神経棘は前後両方に膜状部を
持っていた．
　（形質45）神経棘前方の膜状部：（0），ある；（1），ない
　（形質46）神経棘後方の膜状部：（0〉，ある；（1），ない．
　上神経棘：上神経棘は，Fo7㌍r属と昂〃叩α血属のものは，細く，針状であった．
他の属はのものは，板状に発達していた．針状であった　2属を比較してみると，
伽塑α如属の上神経棘は4本とも同じように針状であったが，殉躍卿属の第1上神経
棘の上縁部は前方に膨らんでいた．上神経棘が板状に発達していた属の第1上神経棘
も，他のものより前後に広張っていた．
　（形質47）第1上神経棘の形態：（0），広い；（1），細い．
　（形質娼）第2以降の上神経棘の形態：（0），広い；（1），細い．
3－2－10．肩帯　（Fig．3－15）
　肩帯には，擬鎖骨と烏口骨の形態に明確な差異が見られた．
　擬鎖骨：盈nψ伽属では擬鎖骨の外側フランジが前端部分からよく発達し，外側
から内側フリンジはほとんど見えないが，他の属では前端部付近で外側フランジは
あまり発達せず，外側から内側フランジが見えた．
　（形質49）擬鎖骨の外側フランジの発達状態：（0），あまり発達しない；（1）
　よく発達する．
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　烏口骨：烏口骨では，下方部への発達状態に差異が見られた．Bα護㈱’oc1泥’傭風
Cyc♂oc勉8i1∫c励ys属，踊v3’αco1’4c麗s属，Ro1’舵属，Fo1㌍7属，3cαP加813α’〃ops属，
07ε’cん’hys属，Pκ12伽s属，5Prα18’1iζ｝γフ7’s属の烏口骨は，発達し，大きく下方向に張
り出していた，A1加」’c加〃ys属，Anめ1y7〃y〃c〃’ch〃り？5属，P泥’～1’9ρ’i1εs属，S’丸諺面α属，
Chα8耽’～6属，3y3諺o’鰍s属，撫1塑面　属では，あまり下方向に張り出さず，
Coslnoch枷s属，Bα7加4召s属，・0’sch67040’1傭属，・po7gρμn伽s属では，中間的状態で
あった．
　（形質50）烏口骨の下方向への発達状態：（0），あまり発達しない；（1），発
達する；（1），よく発達する．
　また，0雇c励ys属には，擬鎖骨と烏口骨の間に前窓が無かった．
　（形質51）擬鎖骨と烏口骨の間の前窓：（0），ある；（1），ない．
3－241．腰帯　　（Fig，3－26）
腰帯では，腰骨に属間で差異が見られた．
腰骨1腰骨の基本的な構造は属間でほとんど変わらないが，0雇画hys属のみが
他の属より太く発達した座骨突起を持っていた．
　（形質52）腰骨の座骨突起の形態：（0），細い；（1），太い．
3．2．12．背鰭
　観察した全ての属の近担鰭骨数は，10本であったが，第1間担鰭骨の位置に属間
で，明瞭な差異が認められた．
　第1間担鰭骨の位置：枷叩伽属を含むほとんどの属では，間担鰭骨は5番目以
降の近担鰭骨と遠担鰭骨の間に見られたが，FoZ㌍7属，07e’ch’〃ys属，Sys’o〃1μs属で
は，間担鰭骨は4番目以降，1～oh惚属では6番目以降の近担鰭骨と遠担鰭骨の間に
見られた．
　（形質53）第1間担鰭骨の位置：（0），第4近担鰭骨以降；（1），第5近担鰭
骨以降；（1）第6近担鰭骨以降．
3－2－13．磐鰭　（Fig．3－27）
形態的な差異は，第1近担鰭骨，鰭条を担う最後部の近担鰭骨，第1間担鰭骨の位
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置に見られた．
　第1近担鰭骨：第1近担鰭骨の形態では，A1わ読c1’！hys属，A〃め1y7んy13c〃icみ’伽s属，
βα’α履och8∫〃∬属，coslnocん伽s属，OcJoc〃8i伽〃’〃ys属，P那1～1吻フ！i16属，召‘」■加4ε5属
，C加8泥η加属，P’SC1矧η40’1硲属のものが先端で二叉していた．
　（形質54）第1近担鰭骨の形態：（0），2叉しない；（1），2叉する．
　鰭条を担う最後部の近担鰭骨：鰭条を担う最後部の近担鰭骨の形態では，
p襯吻ρ伽S属と磁7加4ε5属のものが，後方部に伸長していた。
　（形質55）鰭条をを担う最後の近担鰭骨の形態：（0），後方に延びない；（1）
，後方に延びる．
　第1間担鰭骨の位置：枷1ψ‘血属を含むほとんどの属では，第1間担鰭骨は4番
目以降の近担鰭骨と遠担鰭骨の間に見られたが，Ro厩ε属では7番目以降の近担鰭
骨と遠担鰭骨の間に見られた．
　（形質56）第1間担鰭骨の位置：（0），第4近担鰭骨以降；（1），第7近担鰭
骨以降．
3．2－14。尾部骨格　（Fig．3－28〉
　基本的な構造では属間での変異は見られず，変異は尾神経骨の有無にのみ見られ
た．
尾神経骨：Pμn磁s属の尾骨には，尾神経骨が見られなかった．他の属のものには
尾神経骨はあった．
　（形質57）尾神経骨の有無：（0），ある；（1），ない．
3－3。Eα’72pα」α属と他のSystomus族に含まれる属を特徴づける
　　骨学的形質
　前項での骨学的な比較検討から，撫71脚如属とStstOmus族に含まれる観察した他
の19属は，それぞれ以下の固有派生形質により特徴づけられることが明らかになっ
た．
παη甲α伽属を特徴づける骨学的な固有派生形質
　眼窩蝶形骨の前頭骨と接する部位の幅が狭い（形質2）．
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翼蝶形骨に棚状の突起がある（形質3）．
dilateto鍾ossaが前頭骨と翼耳骨の問にある（形質4）．
舌顎骨の上部前縁が前方に大きく膨らむ（形質19）．
主上顎骨の先端部とmid蓋aeIemlmaxillarypmcessとの距離が長い（形質20〉・
主上顎骨のrostralbarbelの神経口がA1突起より前方に位置する（形質22）．
吻骨の後縁側面部に突起がある（形質24）．
歯骨の先端部の接合面は上下に細長い（形質25）。
長い上舌骨（形質31）．
第1鰐条骨の先端前方部に膨らみがない（形質33）．
翼状尾舌骨側板は尾舌骨の先端部から始まる（形質34）。
翼状尾舌骨側板の後端部は徐々に狭くなる（形質35）．
背鰭より前方の脊稚骨に見られる前神経突起があまり発達しない（形質44）．
第1上神経棘は，細く針状である（形質47）．
擬鎖骨の外側フランジがよく発達する（形質49）．
虚加伽配妙5属を特徴づける骨学的な固有派生形質
　先端部が広がった基舌骨（形質36）．
A」π尻謬妙πc配襯μεyε属を特徴づける骨学的な固有派生形質
　上飾骨の前縁部は下方向に曲がり込む（形質1）．
B認α’漉oc1副」欄属を特徴づける骨学的な固有派生形質
　前頭骨の背面部に隆起線がある（形質9）．
　主上顎骨にrastra豆barbelの神経口がない（形質21）．
　大きな下舌骨（形質28〉。
　角舌骨の外縁下方部に窪みがある（形質30）．
　上舌骨の外縁下方部に窪みがある（形質32〉．
　第1上鯉骨の前縁部に上方に向かって伸びる突起がある（形質39）．
CyoJoo舵痂疏∫妙5属を特徴づける骨学的な固有派生形質
　上筋骨の前縁中央部はまっすぐ前方に伸びるが，両側部は下方に曲がり込みその
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先端部は側飾骨と接合する（形質1）．
Ro扉εε属を特徴づける骨学的な固有派生形質
　背鰭の間担鰭骨は第6近担鰭骨以降に見られる（形質53〉。
　轡鰭の間担鰭骨は第7近担鰭骨以降に見られる（形質56）
FoJ㌍7属を特徴づける骨学的な固有派生形質
　下顎を腹面から見たとき，左右の歯骨はV字型を示す（形質27）．
078’c1‘漉ア5属を特徴づける骨学的な固有派生形質
　眼上骨は前後に短く小さい（形質5）．
　第4眼下骨がない（形質7）．
　第5眼下骨がない（形質8）．
　翼耳骨に側突起がない（形質II）．
　擬鎖骨と烏口骨の間に前窓がない（形質50）．
　腰骨の座骨神経突起が太い（形質51）．
P耽6’瑚属を特徴づける骨学的な固有派生形質
　第1脊椎骨に見られる第1側突起が短い（形質43）．
　尾神経骨がない（形質57）
Sp■碗ε疏c“7面属を特徴づける骨学的な固有派生形質
　眼上骨の幅が狭い（形質5）．
　主鰐蓋骨後縁は大きく後方に張り出す（形質16）．
　尾舌骨の翼状尾舌骨側板の後端部はやや広がる（形質35），
　Cosη30cん枷s属，めs∫㏄01α，c“5属，1），“，’∫op〆々εs属，S∫た，廊α属，Bα7加48s属，
C加8i〃1傭属，」0’sc〃ε7040’り％属，Po70P配1～1’14s属，Sc叩加81瞬加ρs属，Sys諺o’朋5属の
10属には骨学的形質には属を特徴づける固有派生形質は見られなかった．
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3－4．無根分岐図上でのHα’πρα砒属の系統的位置
　前述の57形質（Table3－1）をPAUP3．L1（Swofford，1993）を用いて分析した。無
根分岐図は，フィッチの最節約基準（Fitch，1971）に基づき作製した．その結果，樹
長（Leng山）122，一致指数（CI）0．598，修正一致指数（RC）0．332の無根分岐樹が1つ
得られた（Fig．3－29）。この樹上での形質の変化はTable3－2に示した．
　この分岐図によると撫〃1ρo毎属はSy5’01朋s属と吻骨前縁にくぼみをもつという形
質（形質23〉と神経棘後方に膜状部がないという形質をもたないという形質（形質
46）を共有派生形質とすることで姉妹属間系にあった．
　他の共有派生形質的に出現した形質は，枝A上で見られたNode2からNode3に
向かうときの間鰹蓋骨後部の高さが高いものから中位のものに変わる変化（形質璽
8），枝B上で見られたNode5からNode6に向かうときの第2基鰐骨の形態が広が
らないものから広がるものになる変化（形質37），枝D上で見られたNode14から
Node15へ向かうときの眼上骨の形態が適度な大きさで，外縁部がやや内側にくびれ
るから前後に短く小さいになる変化（形質5）と第4眼下骨が管状部と適度に発達
した基底板をもつから欠くになる変化（形質7）である．しかし，枝D上で見られ
た形質はACCTRAN配置（Swoffordand　Olsen，1990）でのみ見られ，DERTRAN配置
（Swoffordand　Olsen，1990）では0〆8’c1～1妙s属の固有派生形質となった。
3－5．考察
　伽叩伽「属の7種の骨学的比較により明瞭な差異が見られた形質は，第4基鰐骨
の形状のみであった（2章参照）．しかし，属レベルでは1血〃脚如属は15個の固有
派生形質をもつことが明らかとなった．このことから，枷塑ぬ属は，属内は骨学
的にかなり均一な属であるが，属レベルではかなり特化した属であると考えられる
　一方，珈ηρ伽属はSys診01朋5属と吻骨前縁に窪みをもつという形質（形質23）と
神経棘後方に膜状部がないという形質をもたないという形質（形質46）を共有派生
形質とすることで姉妹属間系にあることが明らかになった。神経棘の前後に発達し
た膜状部があるという形質は，0’2yc〃os’01nα属にもみられ，個の形質状態は派生的で
あると判断されている（Chen，1989）．したがって，撫”ψ砒’属とSys’01〃r’s属に見
られた前後に膜状部をもたない神経棘は，形質状態の逆転と考えることもできる。
　Rainboth（1981）は，鱗の表面構造から加7’脚如属はP朋勲s属とSy5101nμs属に近縁
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であると結論づけた．舳1脚如属がSyslo〃勝属に近縁であることは，本研究の結果
と一致したが，Pμ顔〃s属との近縁関係は本研究とは一致しなかった。
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Fig. 3-1. Neurocranium of Hampala macrolepidota (NSMT-P 35849, 
125.3 mm SL). A: dorsal view; B: Iateral view; C: ventral view. 
For bone names, see Fig. 2-1, 
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F ig. 3-2. Neurocranium of Balantiocheilus lnelanopterus (NSMT-P 
35962, 123.1 mm SL). A: dorsal view; B: Iateral view; 
C: ventral view. For bone names, see Fig. 2- I . 
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Fig. 3-3. Neurocranium of Almblyrhynchucht/7ys tl'ull.catus (NSMT-P 
35951, 109.7 mm SL). A: dorsal view; B: Iateral view; 
C: ventral view. For bone names, see Fig. 2- I . 
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Fig. 3-4. Neurocranium of Cyclocheilichlhys apogon (NSMT-P 
35948, 125.3 mm SL). A: dorsal view; B: Iateral view; 
C: ventral view. For bone names, see Fig. 2- I . 
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Fig. 3-5. Neurocranium of Mystacoleucus margin.atus (NSMT-P 
35902, 82.9 mm SL). A: dorsal view; B: Iateral view; 
C: ventral view. For bone names, see Fig. 2-1. 
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F ig. 3-6. Neurocranium of Ol'eichthys cosuatis (CAS 74865, 3 1 .O 
mm SL). A: dorsal view; B: Iateral view; C: ventral view. 
For bone names, see Fig. 2- I . 
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Fig. 3-7. Neurocranium of Sikukia stejn.egeri (NSMT-P 35960, 
53.5 mm SL). A: dorsal view; B: Iatera] view; C: ventral view. 
For bone names, see Fig. 2-1. 
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Fig. 3-8. Neurocranium of Spratellicypl'is palata (CAS 63735, 77.0 
mm SL). A: dorsal view; B: Iateral view; C: ventral view. 
For bone names, see Fig. 2-1. 
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Fig. 3-9. Infraorbital series. 
A, Halnpala lnacrolepidota (NSMT-P 35849, 82.9 mm SL); 
B, Balantiocheilus lnelanopterus (NSMT-P 35962, 123.1 mm SL); 
C, Scaphognathops bandall.ensis (CAS 61 879, 91 .8 mm SL); 
D, Oreicht]1ys cosuatis (CAS 74865, 3 1 .O mm SL); E, S),stolnus 
orphoides (NSMT-P 35867). For bone names, see Fig. 2-2 A. 
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Fig. 3- lO. Opercular series. 
A, Halnpala lnacrolepidota (NSMT-P 35849, 1 25.3 mm SL); 
B. Albulichthys albuloides (NSMT-P 35870, 120.6 mm SL); 
C, Spratellicypris palata (CAS 63735, 77.0 mm SL). For bone 
names, see Fig. 2-2 . 
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Fig. 3-11. Hyopalatine region. 
A, Hampala macrolepidota (NSMT-P 35849, 125.3 mm SL); 
B, Poropuntius normani (UMMZ 21988, 74.8 mm SL); 
C, Sikukia stejnege/'i (NSMT-P 35960, 53.5 mm SL). For bone 
names, see Fig. 2-3. 
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Fig. 3-12. Maxillary. 
A. Hanrpala Inacrolepidota (NSMT-P 35849, 125.3 mm SL); 
B, Mystacoleucus lnarginatus (NSMT-P 35962, 123.1 mm SL); 
C, Balantioch.eilus Inelanopterus (NSMT-P, 123.1 mm SL). 
For bone names, see Fig. 2-4. 
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A鵬2 A・3
B・2 B・3
D・1
C・1
C・3
D・2 D廓3
C－2
F養9．3－13．RostraL
A，伽即α1α1nαc701吻40ゑα（NSMT－P35849，1253mm　SL）l
B，P麗n∫i泥sso帥0146（UMMZ208597、68。6mm　SL）l
C，Po7叩κn！iκs　noηπα11i（UMMZ219118，74。8mm　SL）l
D，砂s∫01捌s　o㌍ho’483（NSMT－P35867，106。2mm　SL）。
1，dorsal　viewl2，frontal　viewl3，posterior　view。For　bone
names，see　Fig。2－4．
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Fig. 3-14. Mesial view of lower jaw. 
A, Hampala lnacrolepidota (NSMT-P 35849, 125.3 mm SL); 
B. Cosmochilus harmandl (NSMT-P 35858, 91 .O mm SL); 
C. Mystacoleucus lnarginatus (NSMT-P 35902, 82.9 mm SL); 
D, Folder brevitilis (NSMT-P 35954, 121.7 mm SL). For bone 
names, see Fig. 2-5. 
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Fig. 3-15. Hyoid arch. 
A, Hampala macrolepidota (NSMT-P 35849, 125.3 mm SL); 
B, Balantiocheilus melanopterus (NSMT-P 35962, 1 23. I mm SL); 
C, Systomus orphoides (NSMT-P 358670). For bone names, see 
Fig. 2-6. 
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Fig. 3-16. Urohyal. 
A, Hampala macrolepidota (NSMT-P 35849, 125.3 mm SL); 
B, Systolnus orphoides (NSMT-P 35867, 106.2 mm SL); 
C, Spratellicypris palata (CAS 63735, 77.0 mm SL). For bone 
names, see Fig. 2-6. 
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Fig. 3-17. Branchial arches (A) and frontal view of Epibranchials and 
pharyngobranchials (B) of Hampala lnacrolepidota (NSMT-P 
35849, 125.3 mm SL). For bone names, see Fig. 2-7. 
1 65 
~ 
r~'(' 
1-
~ 
tlf.' 
(¥1 1~-"(: ~.1~ '~ 
*¥- (:~t~ 
.! 
~ 
~) " 
i 
! l! 
t. ' 
C:. 
Fig. 3-18. Branchial arches (A) and frontal view of Epibranchials and 
pharyngobranchials (B) of Balantiocheilus melanoptertiS 
(NSMT-P 35962, 123.1 mm SL. For bone names, see Fig. 2-7. 
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Fig. 3-19. Branchial arches (A) and frontal view of Epibranchials and 
pharyngobranchials (B) of Albulichthys albuloides (NSMT-P 
35870). For bone names, see Fig. 2-7. 
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Fig. 3-20. Pharyngeal bones. 
A. Hampala Inacrolepidota (NSMT-P 35849, 125.3 mm SL ); 
B, Albulichth),s alubuloides (NSMT-P 35870, 120.6 mm SL). 
1 , mesial view; 2, frontal view. 
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Fig. 3 - 2 1 . Pharyngeal bone of Discherodontus ashlneadi. 
1 , mesial view; 2, frontal view. 
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Fig. 3-22. Ventral view of weberian apparatus. 
A, Hampala lnacrolepidota (NSMT-P 35849, 125.3 mm SL). 
B, Puntius sophore (UMMZ 208597, 68.6 mm SL). For bone 
names, see Fig. 2-lO. 
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Fig. 3-23. Anterior vertebral column. 
A, Hampala macl~olepidota (NSMT-P 35849, 125.3 mm SL); 
B, Fohfer brevitilis (NSMT-P 35954, 121.7 mm SL). For bone 
names, see Fig. 2-1 1. 
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Fig. 3-24 . Anterior vertebral column of Puntius sophore (UMMZ 
208597, 68.6 mm SL). For bone names, see Fig. 2-11. 
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Fig. 3-25. Pectoral girdles. 
A, Halnpala macrolepidota (NSMT-P 35849, 125.3 mm SL) ; 
B. Poropuntius norlnan.i (UMMZ 2191 18, 74.8 mm SL); 
C. Scaphognathops bandanensis (CAS 61879, 91.8 mm SL); 
D, Oreichthys cosuatis (CAS 74865, 3 1 .O mm SL). For bone 
names, see Fig. 2-12. 
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Fig. 3-26. Dorsal view of pelvic girdles. 
A, Hampala lnacrolepidota (NSMT-P 35849, 125.3 mm SL); 
B. Oreichthys cosua.fis (CAS 74865, 3 1 .O mm SL)_ For bone 
names, see Fig. 2-13. 
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Fig. 3-27. Anal fin supports. 
A. Halnpala ,nacrolepidota (NSMT-P 35849, 125.3 mm SL); 
B. Albulichthys albuloides (NSMT-P 35870, 120.6 nun SL); 
C.Puntioplites procto.-ysron (NSMT-P 35956, 87.5 mm SL). 
For bone names, see Fig. 2-14 
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Fig. 3-28. Caudal skeletons 
A, Hampala lnacrolepidota (NSMT-P 35849, 125.3 mm SL); 
B, Puntius sophore (UMMZ '_08597, 68.6 mm SL). For bone 
names, see Fig. 2-15. 
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Fig. 3-29. Unrooted cladogram for tribe Systomini, 
based on 57 osteological characters. 
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　　　　　　　　　　4章　枷1脚彪属魚類の種間関係
4章　EαπΨα伽属魚類の種間関係
　2章で，伽塑伽属内には第4基鰐骨の形態を除き骨学的な形質には明瞭な差異は
なく，骨学的な形質から本属内の系統類縁関係を推定することは出来ないことが判
明した．そこで本章では，’如塑血属魚類各種間で特徴的な斑紋パターンを用いて
類縁関係の解析を行った。
4－1　方法
　成魚の斑紋パターンの極性を決定するために，幼魚の斑紋パターンの形質状態を
原始的な形質とした．幼魚期の形質状態から成魚期の形質状態への変化には1ス
テップが加わるとし，成魚の形質状態から幼魚の形質状態への逆転はないとした
（ス矛ップ数は無限大）．異なる幼魚期の形質状態間では，どちらが原始的である
のかを決定することが出来ないので，相互に1ステップで変化が可能であるとした
　この設定にもとづくと，成魚の2形質間のステップ数は幼魚期の形質状態により
以下の4パターンになる．
　a．一方の形質の形質状態は，成魚期，幼魚期ともAであり，他方の形質の成魚期
の形質状態はB，幼魚期の形質状態はAのとき，AからBへの変化には1ステップが
加わり，BからAへの変化は生じない（ステップ数は無限大）．
　b．一方の形質の成魚期の形質状態はA，幼魚期の形質状態はCであり，他方の形
質の成魚期の形質状態はB，幼魚期の形質状態はCのとき，AからBへの変化もB
からAへの変化も生じない（ステップ数は無限大）．
　c．一方の形質の形質状態は，成魚期，幼魚期ともAであり，他方の形質の成魚期
の形質状態はB，幼魚期の形質状態はCのとき，AからBへの変化には2ステップが
加わり，BからAへの変化は生じない（ステップ数は無限大）．
　d．一方の形質の成魚期の形質状態はA，幼魚期の形質状態はCであり，他方の形
質の成魚期の形質状態はB，幼魚期の形質状態はDのとき，AからBへの変化もB
からAへの変化も生じない（ステップ数は無限大）．
これらの2形質間のステップ数をもとに，各形質ごとにステップマトリックスを
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作成し，PAUP3．Ll（Swoffofd，1993）を用いて各種間の系統類縁関係を推定した．
　分析には，1章で成魚の斑紋パターンを特徴づけることが明らかになった背鰭下
方体側部，尾柄部，尾鰭上下葉縁，側線上の4っの斑紋を用いた．
4－2．各斑紋の形質状態の評価
背鰭下方部の斑紋
　成魚の背鰭下方部の斑紋の形態は，大きく，背鰭基底から下方向に伸びる幅の広
い鞍掛け状の斑，背鰭起点から腹鰭起点やや上方まで延びる幅の狭いバンド，背鰭
起点下方の側線上方にある輪郭の明瞭なやや小さな円形の斑紋，背鰭起点下方の側
線上方にある輪郭の不明瞭なやや大きな円形の斑紋の4つの形質状態に分けること
力警きた・
　背鰭基底から下方向に伸びる幅の広い鞍掛け状の斑を持つ種には，κわ〃nαα’伽α，
κJop磁，且sの侃αが，背鰭起点から腹鰭起点やや上方まで延びる幅の狭いバンド
を持つ種には，且’n鷹70勿’40Zαが，背鰭起点下方の側線上方にある輪郭の明瞭なや
や小さな円形の斑紋を持つ種には，且α〃1ρα10〃診8と且4碑α7が，背鰭起点下方の側
線上方にある輪郭の不明瞭なやや大きな円形の斑紋を持つ種には，E5α1肥召ηεπs’s
が含まれる（Fig．1－1，5，10，14，17，23，29）．
　背鰭基底から下方向に伸びる幅の広い鞍掛け状の斑と背鰭起点から腹鰭起点の上
方まで延びる幅の狭いバンドの幼魚期の形態は，且わ加αc泥伽α，且s砂α照，H．
〃縦”吻’d磁の幼魚期の斑紋の形態から，背鰭起、点から腹鰭起点の上方まで延びる
幅の狭いバンドであると判断された（Fig．1－7，25）。この形態は，H．macrolepldo捻
の成魚期の形質状態（Fig．H9）と同じである．
　背鰭起、点下方の側線上方にある輪郭の明瞭なやや小さな円形の斑紋の幼魚期の形
態は，且漉卿α7の幼魚期の斑紋の形態から，背鰭起点から側線上方まで延びるバン
ドであると判断された（Fig．142）．
　背鰭起点下方の側線上方にある輪郭の不明瞭なやや大きな円形の斑紋の幼魚期の
形態を観察することは出来なかった。しかし，且〃観c70妙’40’αの標準体長179，4mm
の標本（NSMT－P35855）で，通常背鰭起点から腹鰭起点やや上方まで延びる幅の狭
いバンドが，背鰭起点からのつながりが切れて，背鰭起点下方にあるやや縦長の楕
円形の斑紋になっていた．また，同様な円形斑への変形はFoMer（1937）でも報告さ
れている．したがって，背鰭起点下方の側線上方にある輪郭の不明瞭なやや大きな
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円形の斑紋は，背鰭起点から腹鰭起点やや上方まで延びる幅の狭いバンドが変化し
て生じたものであると判断された．
　以上のことから，幼魚期の背鰭起点から側線上方まで延びる幅の狭いバンドを形
質状態a，成魚期の背鰭起点下方側線上方にある輪郭の明瞭なやや小さな円形の斑紋
を形質状態b，幼魚期と成魚期の両方に見られる背鰭起点から腹鰭起点上方まで伸
びる幅の狭いバンドを形質状態c，成魚期の背鰭起点下方側線上方にある輪郭の不
明瞭なやや大きな円形の斑紋を形質状態d，成魚期の背鰭起、点から下方向に伸びる
幅の広い鞍掛け状の斑を形質状態dとすると，背鰭下方部の斑紋の形質状態間の変換
系列の配列と極性はFig．4－1の様になり，それぞれの親の形質状態間のステップ数
はTable4－1Aの様になる．
　’尾柄部の斑紋
　成魚期の尾柄部の斑紋の形質状態は，輪郭の明瞭なやや小さな円形の斑紋，輪郭
の不明瞭なやや大きな斑紋，鞍掛け状の斑紋，斑紋はないの4つに分けることがで
きた（Fig．1－1，5，10，14，17，23，29）。
　輪郭の明瞭なやや小さな円形の斑紋を持っ種には，Eαη脚10π8が，輪郭の不明瞭
なやや大きな斑紋を持つ種には，且5α加88n8〃s∫sが，鞍掛け状の斑紋を持つ種には
，且わ’〃～㏄’4Zα確が，斑紋がないには，κ4‘spα～，且’澱c70＠ご感oZα，泓5α伽～αの3種が
それぞれ含まれる．且’op廊については，側線上のストライプの存在により，尾柄
部の斑紋を観察することは出来なかった．
　鞍掛け状の斑紋の幼魚期の形質状態は，Eわ加αc㍑伽αの幼魚期の斑紋から，側線
上にある大き欺斑紋であると判断された（Fig．1－7）．
　成魚期に尾柄部に斑紋はないという形質状態には，それらの形質状態を持つ種の
幼魚の斑紋の観察から，形質状態が2種類含まれていたことが明らかになった．…
つは，κ4’甲α7と且灘c70」印i40’αのもので，幼魚期には，丑わ伽㏄麗勉αの幼魚で観
察されたものとほぼ同様のものがあるもので，もう一方のものは，且s砂侃αのもの
で，幼魚期にも尾柄部に斑紋は観察されないものである（Fig．1－12，19，25）．
　輪郭の明瞭なやや小さな円形の斑紋，輪郭の不明瞭なやや大きな斑紋の幼魚期の
形態は観察することは出来なかったが，他の斑紋状態のもので成魚期に斑紋がある
ものには幼魚期にも斑紋があることから，これらのものにも幼魚期に斑紋があると
仮定した．
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　以」二のことから，幼魚期と成魚期の両方で斑紋は無いを形質状態a，幼魚期にある
斑紋を形質状態b，成魚期に消失する斑紋を形質状態c，成魚期の輪郭の明瞭なやや
小さな円形の斑紋を形質状態d，成魚期の輪郭の不明瞭なやや大きな斑紋を形質状
態e，鞍掛け状の斑紋を形質状態fとすると，尾柄部の斑紋の形質状態の変換系列の
配列と極性はFig．4－2の様になり，このことからそれぞれの親の形質状態間のス
テップ数はTable44Bの様になる．
尾鰭上下葉縁の斑紋
　成魚期の尾鰭上下葉縁の斑紋の形質状態は尾鰭葉上下縁が明瞭な黒色縁で縁取ら
れるものと，尾鰭葉上下縁が明瞭な黒色縁で縁取られないものの2つがある（FlgL
l，5　10，14，17，23，29）　．
　漢
　尾鰭葉上下縁が明瞭な黒色縁で縁取られる種には，Eわ〃襯c泥伽α，Hl　Jo脚z’，H．
〃縦701甲’40孟α，Es訪α灘，且sα加8811ε’1s’sの5種が含まれ，尾鰭葉上下縁が明瞭な黒
色縁で縁取られない種には，且α〃脚10π8と且4碑研の2種が含まれる．
　これら2種類の形質状態の幼魚期の形質状態は，且4ゆ研，Eか加αc泥妬α，H．
1欄c70勿’吻厩，且5のα照の幼魚期の斑紋の観察から，両方とも幼魚期においては，
尾鰭葉上下縁が明瞭な黒色縁で縁取られないと判断された．
　以上のことから，尾鰭葉上下縁が黒色バンドで縁取られないを形質状態a，尾鰭葉
上下縁が明瞭な黒色縁で縁取られるを形質状態bとすると，尾鰭上下葉縁の斑紋の
形質状態の変換系列の極性と配列はFig．4－3の様になり，成魚期の形質状態間の変
化のときのステップ数は，形質状態aから形質状態bへの変化には1ステップ，形質
状態bから形質状態aへの変化にはステップ数無限大となる（Table4－1C）．
側線上のストライプ
　成魚期の側線上のストライプの形質状態には，あるものと，ないものの2つがあ
る（Fig1－1，5，10，14，17，23，29）。
　側線上のストライプがある種には，且10P勿が，側線上のストライプがない種に
は，以α〃1ραJo’㎎，πわ〃nα6μ1α∫α，E4i5Pα7，且〃1αcro勿i40’α，且Sのαnα，H・
5α加εε’観酪の6種が含まれる．
　側線上にストライプのないという形質状態の幼魚期の形質状態は，且か〃nαCμ1α1α，
以御pα7，乱’n4c701《p’吻1α，且s砂α照の幼魚の観察から，側線上にストライプがな
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いという形質状態であると判断された（Fig．H2，19，25〉が，側線上にストライプ
があるという形質状態の幼魚期の形質状態は，K　IQpeziの幼魚を観察することは出
来なかったので不明である．
　以上のことから，側線上にストライプがないを形質状態a，側線上にストライプ
があるを形質状態bとし，それぞれの形質間はステップ1で相互に変換可能であると
した（Fig。4－4，Table4－1D）。
4－3．種間関係
　枷1脚血属魚類の成魚での背鰭下方体側部，尾柄部，尾鰭上下葉縁，側線上の斑
紋の形質状態の分布（Table．4－3）とそれぞれの形質状態間のステップ数（T＆ble4－l
A，B，（D）を用いて分岐解析をしたところ，2っの最節約樹（一致指数0．92，樹長1
2）が得られた．そこで，これらの樹間の厳密合意樹（SokalandRohlr，1981）を作成
したところ，一致指数0．92，樹長12の合意樹が得られた（Fig．4－5）．この分岐図上
での各枝はそれぞれ以下の形質で特徴づけられる．
　枝1は，且研脚10128とE4ゆα7を含み，背鰭起点下方の側線上方にある輪郭の明
瞭なやや小さな円形の斑紋により特徴づけられる．
　枝2は，且肋n㏄κ」α1α，EJopεZ∫，κsのαm，Eη雄c70Zεp∫40∫α，H，5α帥εεπ8”515を
含み，尾鰭上下葉縁の斑紋の形質状態は尾鰭葉上下縁を縁取る明瞭な黒色縁により
特徴づけられる．
　枝3は，Eわ珈αc泥伽α，E’opεσ，1孟5α加雁を含み，背鰭基底から下方向に伸びる
幅の広い鞍掛け状の斑により特徴づけられる．
　枝4は，E〃1α6■o妙’401αで，尾柄部には斑紋はない（幼魚期には斑紋はある）に
より特徴づけられる．
　枝5は，Esα♂w88π8’～sisで，背鰭起，・羨（下方の側線」二方にある輪郭の不明瞭なやや
大きな円形の斑紋により特徴づけられる．
　枝6は，E加ηαc泥妨αで，尾柄部に鞍掛け状斑により特徴づけられる．
　枝7は，且19ρεσで，側線上に1本のストライプにより特徴づけられる。
　枝8は，Es伽襯で，成魚期に消失する尾柄部の斑紋により特徴づけられる，
　枝9は，且α〃脚Joπ8で，尾柄部に輪郭の明瞭なやや小さな円形の斑紋により特徴
づけられる．
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　枝10は，E4ゆε7で，尾柄部には斑紋はない（幼魚期には斑紋はある）により特
徴づけられる．
4－4．考察
　第1章で，それぞれ独立した種であると判断した，H．わ枷αα4妨o，H．
117㏄〆o勿’40如，Esのα照について見てみると，πわ〃nαc麗妬αとEs砂副αは，nodeB
で，背鰭下方体側部に幅広い鞍掛け状の斑紋に特徴づけられれるdadeに含まれたが
，E〃奴c70＠’40’αは，このnodeで，尾柄部には斑紋はない（幼魚期には斑紋はあ
る）により特徴づけられる別のcladeに含まれた（Fig．4－5）．また，前者のcladeに
は，いままでこれらの3種と明らかに別種であるとされてきたκ10p83（Herre，1924，
195影Fowl飢1941）が含まれている。したがって，1劫〃n㏄漁臨且11鷹70＠iごoz‘1，
Es訪αηαを別種として扱うことは，1如塑α如属魚類の系統類縁関係からも支持され
る。
　また，背鰭下方部に明瞭なスッポット状斑をもつ且α〃脚1侃8とE4碑α〆は，他
種に比べ，比較的短い吻をもっという特徴がみられた（且4碑α7の吻長は頭長の29．9
－323％（平均3L1％）；πα”ψ‘1101’8，3L8－34．1（32．8）；Hわ〃n8c漁1‘1，34．6－36．5（35．8
）；H・10P召zi，346－36。1（35．3）；κ．〃2αc70’甲ご40∫α，32．0－36．9（35。2）∫1孟5『αかαηα，27．0－3
7．0（34．0）；Esα加86118115’s，35．6－37．3（36．8））．
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H. salweenensis 
Fig. 4-5 Interrelationships of Ilalnpdla species. 
For branch numbers, see text. 
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5章　総合考察．Eα1塑α’α属魚類の分布と種分化
　撫塑伽属魚類の類縁関係にそれぞれの種の分布パターンをあてはめると，尾鰭
上下葉縁が明瞭な黒色縁で縁取られることで一つの単系統群を形成したH．
加ア鷹吻毎，H。」叩6ξ’，HISα厩〃α，Hl〃～αC701叩’40‘α，乱Sα’W召8’～8’3S’Sのうち，H．
〃鷹70勿i4δ1αは大陸部と島喚部に広く分布し，枷塑α血属の分布域全体に分布して
いることがわかる．この単系統群の中で，背鰭下方体側部に幅の広い鞍掛け状斑を
持つことで一つの単系統群を形成したEわ加αα4αm，以Jopεz’，且sαわα澱の3種は，
島嗅部（ボルネオとブスワンガ島）のみに分布し，且S訟グ8επ8’εS∫Sは大陸部のサル
ウィン河水系のみに分布している．．したがって，広範囲に分布する且灘c70Je1雇o’α
から島撰部でE加鰭漁週，E　Zo脚σ，πS砂α“αが，大陸部でE　sα加εεnεn廊がそ
れぞれ分化したと考えられる．
　背鰭下方体側部に幅の広い鞍掛け状斑を持っことで一つの単系統群を形成したH。
伽鷹ぬ観，E’op顔，Esα加nαについて見てみると，Eわ珈αα6」伽は西ボルネオか
ら東ボルネオおよびH．sabanaの分布域を除く北ボルネオに分布し，且sのα〃αは北
ボルネオのKinaba槍ngan河周辺のみ，E　lop6ziはボルネオ北方に位置するパラワン
島の北に位置するブスワンガ島のみに分布する．それぞれ3種の分布域は異所的な
関係にある．それぞれの分布パターンに注目してみると，Eか加αα4伽αの分布域は
En観c70ゆ’40ごαのものと一部重なり合い，且’gρεZ∫と且s砂αnαの分布域とH．
11耀〆o勿i401αの分布域の間に位置する．このことから，且ひ〃nαC泥伽αもしくはその祖
先種からE’op磁とEs訪伽αが異所的に分化したと考えられる．しかしκ！0ρ顔
とκ．s砂α澱がどのような順に乱わ加αα吻占αから分化したのかについては，本研究の
分岐関係と分布パターンからは推定することは出来なかった．且’nαc70妙’40如の分
布域と大きく重なるE，加nα6麗妬αの分布域の成立過程については，且わ〃nαα41‘紹と
且11協c～01《ρ’40‘αは同一河川の小さな支流にも同所的に分布している（Roberts，198
9）ことから，両者の生息環境はかなり類似したものであると考えられるが，北ボル
ネオでは両者の内E．わ加αcκ伽αしか分布していない。したがってH．か’〃鷹μ101αもし
くはその祖先種が且’nαC70！6P’40’αまたはその祖先種から異所的に分化した後に，現
在の見られるような分布域の重なりが生じたと考えられる。
　乱研脚1の8と且4i脚7の分布域は，前者が島嗅部の西ボルネオのカプアス河と
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中部スマトラに分布し，後者が大陸部のメコン水系に分布することから，両種の分
布域はそれぞれ海を隔てて大きく分断している．しかし，これらの2種は背鰭起点
下方部に明瞭な斑紋を持つことで一つの単系統群を形成した．したがって，両種の
共通祖先もしくはそれぞれの種は，以前にはインドシニア地域に広く分布していた
と考えることが出来る．この分布域の分断の原因には，両者の分布域を含んで11．
n鷹70妙’届oZαが分布していることから，E〃鷹70」曜401αとの競争により，両種ある
いは共通祖先の分布域がせばめられ，現在はそれぞれ遺存的な分布域を示すように
なったものと考えられる．島填部に分布する種のメコン水域での遺存的分布は，コ
イ科のPκ11”op耽swαα1漉7s’でも報告されている（TakiandKatsuyam＆，1979）・この
場合も，遺存的な分布を示しているメコン水域の1h照研4召醜　は，競争関係にあっ
たと煮えられている丑ρ700ごozys7侃と同所的に生息している．このことについては
，メコン河が大きな河川であるために，競争関係にある種が同所的に生息すること
が可能であったと考えられる．またカプアス河もボルネオを流れる河川の中では最
も大きく（Rainboth，1991），大変魚種の豊富な河川である（Roberts，1989）。した
がって，メコン河と同様にカプアス河でも，競争関係にある種が同所的に生息する
ことは可能であると考えられる．
　次に，それぞれの種もしくは単系統群がいつごろ分化したのかについて考えて見
る．まずはじめに，背鰭起点下方部に幅の広い鞍掛け斑を持つことで一つの単系統
群を形成した種群（Eわ〃”αc麗伽α，乱10p顔，Es伽11α）が，いっ頃分化したのかを
推測してみる。Heaney（1983）は17．5万年前にパラワン島とボルネオが陸橋により接
続していたとしている．またボルネオとパラワン島に分布するコイ科の1）襯1酪
加”’α’”sのアイソザイム分析によると，両集団間の遺伝的距離（Nei，1972）は，D＝
0．246である（KomfieldandCarpenter，1984）。この値に，Nei（1975）の分子進化速度
（1D＝5x106年）をあてはめてみると，両集団の分化年は12．3万年前になる．この
値は，Heaney（1983）のものよりやや小さいが，この時代以前に両集団間に交流が
あったことを示していると考えると，これら2つの値は矛盾するとは考えられない
　またこれらの地域の水深から，ボルネオとパラワン島が陸続きであった時期には
ブスワンガ島も同時に陸続きであったと考えられる．これらのことから，遅くとも
12．3万年前（中期更新世）には，温10p顔の種分化が始まっていたと考えられる・
　且sα加雁の種分化の時期を推定するのに役立つ研究はない．しかし且sα加照と
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同じ北ボルネオの狭い分布域に固有のものが3種知られている（加わ80s伽n，，5，
P’〃漁ss泥〃i顔，Rα∫わ07αhめわsi）（Popta，19061Weberandde　Beaufort，191611㎎erand　Chln，
1962；Kottel＆tε君α」．1993）。このことから，この地域はかなり古い時代から他の地域と
隔離された状態にあったと考えることが出来る．
　且加παα4醜αの種分化の時期を推定するのに役立つ研究もない．しかし圧10P顔
の種分化が遅くとも12．3万年前（中期更新世）には始まっていたと考えられ，分布
域からみると且勿顔より以前に且加11αα4’α1αもしくはその祖先種が鳳
〃鷹70勿∫40’αまたはその祖先種から分化したと考えられることから，前期更新世も
しくは鮮新世に遡るものであると考えられる．
　且Sα1Wε81’ε13Sご5の分布域は，ElnαC70’叩ご40！αの分布域と重なることはなく，前者
の分獅域はサルウイン河水系で・後者の分布域の西端はチヤオプラヤ水系である・
ウインドギャップの存在から，漸新世末期から今日の間に，サルウィン河上部と
チャオプラヤ河は，接続していたと考えられている（Gregory，1925）。しかし，
Kottelat（1989）は，サルウィン河水系とチャオプラヤ河水系に共通な魚類は37種で
，サルウィン河の魚類の26％，チャオプラヤ河の魚類の17％にすぎないことから，
この時期には本流間での河川争奪はなく，両者の細流間での争奪しかなかったと結
論づけている．したがって，この考えにしたがうと且5α加6π81εs∫sの出現時期は漸新
世以前の出来事になる。しかし，魚〃ψ伽属魚類はかなり河川の上流まで分布する
ので，E．sαJw881蹴5’sは比較的新しい時代の細流による河川争奪により偶然サル
ウィン河に分布を広げた且’照α01碗40ごαもしくはその祖先種から生じたものである
ということも考えられる．
　スマトラ，西ボルネオのカプアス河，南ボルネオ，東ボルネオのマハカム河，
ジャワ島の魚類相の比較から，ジャワ島の魚類相は対岸の南ボルネオの魚類相より
マハカム河のものに類似していたことから，ジャワ島には更新世に南ボルネオから
のコイ目・ナマズ目の移入はなかったと考えられている（WeberinMdengraaffand
Weber，19191Beaufort，1951）．したがって，南ボルネオとジャワ島にも分布するH．
η罵roゆ’4磁の出現時期は鮮新世以前の出来事であると考えられる．
　最後に，枷理ρ伽属の出現時期について考察してみる．東南アジア地区とインド
地区の魚類相の共通性とギャップは多くの研究者により指摘されている（e．g．，Taki，
19751Kottelat，1989）．1顕〃脚14属は東南アジア地区のみに分布していることから，東
南アジア地区とインド地区の魚類相の分断の後に出現したと考えることが出来る．
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’伽4ア磁属と同様に東南アジア地区にのみ分布する0惚oc1励∬属の化石はスマトラ
島の始新世の地層から出現している（Sallders，1934）ので，東南アジア地区とインド
地区の魚類相の分断は，少なくとも始新世以前に生じたものと考えられる．した
がって，猛脚ψ伽属の出現時期は，特定することはできないが，鮮新世以前のでき
ごとで，古くは少なくとも始新世まで遡ることができる．
　撫13ραZα属は骨学的形質に14個の派生形質を持っていた。この数は，Systomus族
の他の属と比較しても明らかに多く，伽’叩伽属は骨学的にかなり特化した他属で
あると考えられる（3章参照）．一方，東南アジア地区とインド地区に分布する
（J＆yaram，1991）ことから，少なくとも∫如1脚！α属より以前に出現していたと考えら
れるP泥’勘6属は，わずか2個の固有派生形質を持つにすぎなかった．このことから
・伽1 属の骨学的特化は出現時期が古いため姓じたものではないと考えられ
る．伽71脚伽属の骨学的な固有派生形質の内の3個（形質20，22，25）が，主上顎
骨と歯骨に見られ，他の形質の多くのも口の開閉に関係した部位に見られた。した
がって，紐〃塑伽属の骨学的特化は，魚食性であるという生態的特化（Rainbo塾h，199
1）と関連して生じたものであると考えられる。
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